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　ひとしきり暴あばれた後の兎と轉てん舎しやは、裏の倉庫よりも荒あれ果はてていた。さらに、今日に限ってランプを陳ちん列れつしていたものだから、床ゆかは割れたガラスでキラキラと輝かがやいている。見た目は美しいのだが、一歩も歩けない状態だ。

　店の真ん中で立たち往おう生じようしているのは、兎轉舎の主あるじ。青せい龍りゆう刀とうを床に刺さしてもたれかかっている。周りにはガラス片へんがあるので、身動きできないのである。

『まったく……』

　店のカウンターの上で、黒い犬の石像がつぶやいた。

　もともと黒い石像なのだが、今は奇妙な光こう沢たくがある。騒さわぎの際、油を大量にかぶったからである。

『さっそくこの騒ぎか。成長しないというか……』

「うるせーな！」

　声は天てん井じようからした。

　店の天井にも商品のランプをかけるフックがあるのだが、そこに吉よし永なが双ふた葉ばが吊つるされていた。いったいどういう経けい緯いでこんなところにぶらさがったのか。

「ガーゴイル君、お願いねー」

　兎轉舎のお姉さんが汗をダラダラ流している。

『承しよう知ち』

　黒い石像――ガーゴイルの眼が一瞬光ると、床に落ちていたガラス片が全すべて浮かび上がった。キラキラと舞うガラスが磁力で引かれているかの如ごとく一カ所に集まり、巨大な塊かたまりになる。ガラスの塊は、言葉の響きだけなら輝く宝石のように聞こえるが、実際は床のゴミも混じっているので汚くて危険な球である。

「助かったわ～……さすがガーゴイルくん」

　疲つかれたのか、床に倒れるお姉さん。

　天井の双葉と目があった。

「おいっ！　あたしも降ろせよ！」

　ジタバタ暴れる双葉を笑うお姉さん。

『汝なんじはそこで少し反省しているがよい』

「てめぇ、ランプの油かけたこと根に持ってるな？」

『当然だ。我われの身体からだを汚した罪は重い』

　ガーゴイルらしくない発言に、きょとんとする双葉。

　そこへ兄の和かず己みがホウキとチリトリを持ってやってきた。

「うわー、ガーくんがいれば掃そう除じ道具いらないね、こりゃ」

「おー、兄貴！　降ろしてくれ！」

「……いったい何やったらそんな風になるの、双葉ちゃん？」













　げんなりしながら、椅い子すを持ってきて双葉を降ろす和己。ようやく身体が自由になると、双葉はぶつくさ言いながらもバケツを手にした。

「ったく……ホラ、洗ってやるよガーゴイル」

　油まみれのガーゴイルにバケツを向けると、

『それは困る』

「なんでだよ」

『我は石せつ鹼けんが嫌いなのだ』

「はぁ？」

　ガーゴイルが石鹼を嫌がるのは今に始まったことではないが――

「それでも、前は喜んでたじゃねーか」

『……だから嫌なのだ』

　ガーゴイルの声はか細く、悲しげだった。

　その声だけで双葉は気づいた。

『思い出してしまうからな――』

「……そういうことだったのか」

　バケツを置いて、頭を掻かく双葉。

　双葉もあの時のことを思い出してしまう。

　大切なことを学び、大切な人と出会い、そして一生忘れられない想い出を刻きざんだ、あの時のことを。ガーゴイルと双葉が経験した、忘れてはいけない教きよう訓くんを。

「んじゃ洗うぞ、ガーゴイル」

『汝は我の言葉をまるで聞いていないな』

「聞いてる聞いてる。兄貴、ガーゴイル押さえて」

『むぅ、待て双葉。我の気持ちはお構いなしか』

「しょーがねーだろ！　動くな！」

　スポンジを泡あわまみれにしてガーゴイルににじり寄る双葉。悲しい雰ふん囲い気きはどこにもなく、すっかりふっきれた様子。双葉にしてみれば、悲しい想い出を引きずるのは性格的に合わないのだ。

　よほど嫌なのか、ガーゴイルが宙に浮かせていたガラスの玉が床に落ち、またガラスが散らばり、お姉さんが逃げまどった。

　その球体を見て、双葉はつぶやく。

「そーいや、ボールがきっかけだったんだよな」

　――すべては、二日前から始まる。































「お願いします！」

　公園のグラウンドに並ぶ十六人の男達。全員野球のユニフォームを着ている。これから何をするのか一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが、その場にそぐわない者もいた。

『まさかここで汝なんじと対決するとはな』

『それはこちらの台詞せりふです』

　片方のチームにいるのは、黒い石像。犬の姿をしているが、背中には黒い翼つばさが生はえている。首から下がった鈴が、風に煽あおられてチリンと鳴った。

　ガーゴイル――御ご色しき町ちようでもっとも有名な存在。その比ひ類るいなき強さで、町の平和を守っている我らがヒーロー。何者にも負けず、どんな困難も打ち破る不ふ屈くつの存在。とはいえ、苦にが手てなものもないわけではないが。

「ガーゴイルさん！　今日はよろしくお願いします！」

『任まかせておけ。たとえ野球であろうとも、こやつには負けぬ』

　ある意味、ガーゴイルに向き合っている石像も苦手なものの一つであろう。

「ケルプさん！　ぜひ、その力を見せてやってください」

『承しよう知ち致いたしました。スポーツとはいえ、手は抜きません』

　金色の石像が、甲かん高だかい声でつぶやいた。

　このケルプという石像は、昨年ガーゴイルに敗北してからというもの、ずっとガーゴイルに挑ちよう戦せんしてきたのだ。そのたびにガーゴイルは退しりぞけている。

　ケルプという名は、旧約聖書に出ているエデンの守しゆ護ご天てん使しのものだ。だからケルプも守護者としての誇ほこりがある。同じ守り手の名である「ガーゴイル」より上の存在だと証明したいのだろう。

　きっかけは単純だ。

　いつも仲なか違たがいしている御色南口商店街と御色北口商店街が、毎月やっている草野球。その助すけっ人ととしてそれぞれ同時にガーゴイルとケルプを誘ったのである。野球ができないガーゴイルは非常に困っていたが、野球チームのみなさんによって三日前からルールを叩たたきこまれたので、今では野球のことなら大たい抵ていこなせる。

　そんな奇妙な試合を、フェンスの向こうから眺ながめている兄きよう妹だい。

「ガーゴイル！　負けんなよ！」

　肌寒くなってきたのか、ジャンパーの襟えりを寄せながら応援おうえんしているのは御色町で一番有名な家の長女、吉よし永なが双ふた葉ば。身体からだは冷たいが、その目は好奇心に燃え上がっている。いつものオーバーオールではなく、秋冬仕様のスカジャンに変わっていた。

「無ぶ事じに終わるのかな……」

　答えたのは双葉の兄、和かず己み。ベンチに座すわりこみ、コーヒーを啜すするその姿は妙にじじむさい。相変わらず女みたいな風ふう貌ぼうだが、今日は厚着なので体型がわかりにくい。そのため顔だけで判断されるのか、余計に女らしく見えてしまう。

　すっかり葉が黄色くなった銀杏いちようが、大地を黄色く染そめ上あげている。

　野球場と隣りん接せつしている広い公園には、休日の余暇よかを楽しみに来た御色町の人々がごったがえしている。いや、いくらなんでも公園に人がごったがえしているのはおかしい。みんなこの試合を見に来たのだろう。

　礼が終わり、それぞれ攻撃と守備に別れる。

　最初は御色南口商店街の攻撃だった。トップバッターがバッターボックスに入る。

「ええっ！」

　一番打者が驚きのあまりのけぞっていた。

　それもそのはず、マウンドに座っているのはケルプなのである。

『参りますよ。準備はいいですか？』

　ケルプがどんな球たまを投げるのか全まつたく想像がつかないが、因いん縁ねんの対決だけあって、バッターも気合を入れ直して打席に立つ。

　審しん判ぱんが拳こぶしを上げた。

「プレイボール！　ストラーイク！」

「はぁっ!?」

　バッターが振り向く。すると確かにキャッチャーミットにボールが収まっていた。

「いつの間に投げたんだよ!?」

『小生の速さについてこられますかな？』

　嫌らしい笑い声のケルプ。その声にバッターも怒いかり心しん頭とうに発はつしていた。

「来い！」

　再度バットを構かまえるバッター。

　その様子をフェンスから見ていた双葉。

「なぁ兄貴。あれって、ケルプの超能力みたいなもんなのか？」

「うん……一応、グローブから球を取りだして投げてるみたいだけど……」

　そもそも石像のケルプがワインドアップモーションで投げる姿などありえない。物体を浮ふ遊ゆうさせる超能力を駆く使ししているのだろうが……それでも速くて見えない。

「ストラーイク！　バッターアウト！」

　その速さに一度もバットを振ることができず、一番打者はすごすごと帰っていった。こんなに速い球を誰だれが打てるのかといえば、もうガーゴイルしか残っていない。

『我われが行こう』

「おおおお！」

　バッターボックスに座るガーゴイル。

　頭にバットを乗せていた。あの体勢からどうやって振るのか。

『勝負ですね、ガーゴイル様』

　マウンド上のケルプの目が怪あやしく光った。

『勝負ではない。我はこの球団チームを守るだけだ。そのための障しよう害がいは全すべて排はい除じよする』

『ホッホッホ。小生をただの障害扱いでございますか』

『もうすぐ障害でもなくなる』

『では、これでどうです！』

　またケルプの目が光る。

　同時に、軽かろやかな音がした。風がグラウンドを吹き上げたと感じた直後、白球が宙を舞っていた。ファールポールをわずかにそれ、外に飛んでいく。

「ファール！」

　両手を交差する審判。

『……やりますね、ガーゴイル様』

『今のは戯たわむれだ。次は中央に飛ばす』

　ガーゴイルの後ろにバットが落ちていた。これもケルプと同じ、超能力で振り抜いたのだと推測される。一般人には見えない速度だが。

『やってご覧なさい！』

　ケルプがボールを投げたように見えた。

　しかし次の瞬間、ケルプの身体が吹き飛んでいた。

「うわーっ！　ガーゴイルのやつ、やりやがった！」

　双葉が楽しそうな悲鳴をあげた。

　ピッチャー返しだった。ケルプはボールを受け止められず、ガーゴイルの打球はまっすぐにケルプの顔面に当たっていた。

　フェンスの外から歓かん声せいが上がる。

「ケルプさん、大丈夫ですか!?」

　対照的にフェンスの内側では、北口商店街のメンツが心配そうに駆かけ寄よってくる。

『平気です……フフ、フフフフフフ』

　仲間に起こされたケルプは、どう見ても怒っていた。

『ふむ。照しよう準じゆんが外はずれたか。すまぬケルプ。まだ慣れていないのだ』

　ガーゴイルはいけしゃあしゃあと言いい放はなつ。

　それでケルプの理性のタガも外れたのだろう。

『…………』

　前フリなしで、いきなりガーゴイルの顔面に硬球をブチ当てた。

　今度はガーゴイルがフェンスに向かって吹き飛んだ。人間に当たったら吹き飛ぶどころか貫かん通つうしそうな勢いの球だった。

『ホッホッホ。失礼、どうにも狙ねらいが定まらず』

『貴様……ケルプ……！』

　ガーゴイルの側そばにあったバットが宙に舞まい、まっすぐにケルプに向かって飛んでいった。対抗するようにケルプがボールを浮かせ、バットに叩きつける。どちらも粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。

「や、やばい！　逃げろ！」

　野球チームが全員退たい避ひする。

「これからは二度と呼ばないようにしよう……」

　お互いのチームのリーダーが、肩を落としながらうなずきあっていた。

　その間にもガーゴイルとケルプの攻防は続く。いつしかバットとボールが使われなくなり、光線のみの応おう酬しゆうになる。

　さらに野球を見に来たギャラリーも騒ぎはじめ、その騒ぎを聞きつけた人達が加わり、最初の二倍近い人数が集まっていた。

『球団も守れぬようでは、門番としての矜きよう持じに関かかわる……ケルプよ、邪魔をするな』

　ガーゴイルもケルプも、お互い御色町を守るという使命で動いているため、こうしたケンカはそうそう起きるものではない。

　が、騒ぎは忘れかけた頃ころに起きてしまうので、それを聞きつけた物好きは仕事もほっぽり出して見物しにきたりする。光線が飛とび交かう戦いなど、ブラウン管越しでは絶対に見られないから。もちろんガーゴイル達も見物人に被ひ害がいがないよう、細心さいしんの注意を払って闘たたかっている。

『その前に、ルールを守ってください……！』

　ケルプの目が青く光った。観客がそう認識した瞬間、ホームベースとその周りの土が爆発と共に舞い上がった。何が起こったのかわからない人がほとんどだろう。

　黄金でできたその石像の身体は、すでに傷がいくつもついている。自慢のたてがみも少し欠けてしまっているし、大地を嚙かみしめる爪つめも一枚剝はげてしまっていた。

「ケルプの光線、速くなったなー！」

　フェンスにしがみつきながら、双葉が楽しそうに解説する。普段から見慣れている彼女にしてみれば、ケルプが放った光線くらいは肉眼で見なくてもわかる――ケルプが光線を放つクセなども知っているのだ。

　そして双葉の予想通り、その光線の着ちやく弾だん地ち点てんにガーゴイルはいなかった。

『ふん。単調だな』

　声と共に、二に塁るいベースから光線が放たれた。一瞬でそこまで移動したガーゴイルの光線は、ケルプが出した光の障しよう壁へきによって阻はばまれる。

『お互い様ですよ――』

　光の盾たてでガーゴイルの光線を防ぎながら、ケルプの両りよう脇わきに二つの輪っかが出現する。まるで天使の輪のようなその物体は、それ自体が意志を持っているかのように宙を舞い、ガーゴイルを攻撃する。

『むぅ！』

　ガーゴイルも同様に光の盾を出す。ケルプが生んだ輪は、形にふさわしく円形の光線をガーゴイルに照射する。その二つの光線を防いでいる間に、三つ目の光線――ケルプ自身が放った光線がガーゴイルの身体を吹き飛ばした。

「ガーゴイル！」

　思わず双葉が声を上げてしまう。

　土つち煙けむりに隠れてよく見えないが、どうやらガーゴイルは無事なようだ。あのくらいの光線では音ねを上げたりはしない。

「いや……でも、ケルプの新技、久しぶりに見たなぁ」

　呑のん気きにつぶやく双葉に、ケルプが含ふくみ笑わらいを漏もらす。

『これでも小生も勉強しているのですよ。安あん穏のんと暮らしているガーゴイル様と一緒にしないでいただきたい』

『ふん――』

　声がどこからしたのかわからなかった。ガーゴイルの姿を探していると、ケルプが突然吹き飛んだ。

「どこいった、ガーゴイル？」

　双葉が空を見上げる。真まっ青さおな空、光り輝く太陽を背にしてガーゴイルが浮いていた。そこから白い光線を容よう赦しやなく叩きこむ。

　さらにそれを回避するケルプの脳天に、ガーゴイルの頭ず突つきがお見み舞まいされた。軽く地面にめりこむケルプを、ガーゴイルがさらに光線で吹き飛ばす。

『勉学も良いが、実じつ践せんで学ぶこともある。汝との違いはそこだ』

『なん――ですって？』

　土まみれになったケルプの目が光る。

『我は汝以外の様々な敵と戦ってきた。最初は防犯に役立つ情報収集くらいにしか思っていなかったが、今では違う。情報よりももっと大切なものがあると分かった。汝に理解できるか？』

『小生が……それを理解できていないとでも……!?』

　ケルプの目がさらに光る。

　どうやらかなり怒っている様子。

「おーい、ガーゴイル。そりゃケルプに失礼だろ」

　双葉が口をはさんだ。

『む？』

「ケルプだってがんばってんだぞ。毎日、教会の掃そう除じ手伝ったり、東ひがし宮みやの会社の厄やつ介かいごと引き受けたりしてるんだぞ？」

「そうだよ。ガーくんだけががんばっているわけじゃないんだよ？」

　双葉と同じく気がとがめたのか、和己もフェンスに近寄ってたしなめた。

『むう。それは失礼した。汝も我と同じく切せつ磋さ琢たく磨ましているようだ――』

『世辞は結構です！』

　ケルプの周囲の土が弾はじけるように飛び散った。ガーゴイルの謝しや罪ざいも、すでに遅かったようだ。先ほどと同じような輪っかが、今度は四つ現れている。

『あなた様は、小生があなた様を倒すためだけに生まれたとでも？　これでも小生、エデンを守る者として作られたのですよ？』

『だから、それについては悪かったと――』

『あなたひとりで御色町を守ってきたとでもお思いで!?』

　四つの輪に加えて、ケルプの両眼から同時に光線が射しや出しゆつされた。前回と違って、肉眼で確認できるほど遅い光線だが、威い力りよくが段違いだった。まるで至近距離で六ろく尺しやく玉だまの花火を見たような閃せん光こうが野球場に広がってゆく。

　そしてケルプが放った光線は、野球場のフェンスに大きな穴あなを開けていた。フェンスの先にある銀杏の木が中ほどから消失している。

「う、うわっ……！」

　光線の先を目で追っていた和己が尻しり餅もちをつく。

「やべ……ケルプの奴、本気だ！」

「光線に容赦がなくなってるよ！」

　その事実に気づいたのは、双葉と和己だけだった。ほかの観客達は驚いているだけ。

「おい、逃げろ！　巻まき添ぞえ食うぞ！」

　慌あわてて双葉が叫ぶ。勝手知ったる吉永家の長女が言うのだ。周りのみんなもその言葉を信じ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出し始める。

　こういう事には慣れっこの御色町の住民。しかし、ガーゴイル達の光線に当たれば大おお怪け我がは必ひつ至しだ。そうならないように、ガーゴイルもケルプも力をセーブしていたのだが……。

　そして野球場ではこちらの苦労など考えもせずに戦いが続けられている。ケルプが本気で光線を放つたびにフェンスに穴が開き、観客席が爆発し、ファールポールが倒れる。ガーゴイルも、これは防ぎきれないと判断したのだろう。避よけるのに精一杯だ。

『落ち着くのだ、ケルプ！』

　ガーゴイルの叫びも、ケルプが放つ光線の爆発にさえぎられてしまう。

　そうしている間にケルプが生んだ輪がガーゴイルの背後に出現する。

『むぅっ！』

　輪とケルプ、両方の光線がガーゴイルに命中した。弾けるような電撃と、目を覆おおうような閃光がガーゴイルを引ひき裂さく。その余波よはで野球場の土がすべてめくれてしまっていた。もはやどこが内ない野やでどこが外野なのか判別がつかなくなっているほどに。

　倒れたガーゴイルに向けて、さらにケルプの光線が浴あびせられる。

『くっ……！　いい加減にせぬと……！』

　ガーゴイルが反撃に転じようとした瞬間だった。

　ケルプの周りに輪が集まり、その一つ一つのエネルギーがケルプに集まっている。輪とケルプの力を一点に集めた集中砲火をしようというのか。

　撃たれる前にガーゴイルが撃った。

　大木を思わせる太い光線がケルプに向かって伸びるが、わずかに遅れてケルプが放った光線の方が太かった。ガーゴイルのそれの倍は太い光線が、ガーゴイルの攻撃もろとも押し返し、ガーゴイルを吹き飛ばす。野球場というロケーションにふさわしく、ホームランのごとく放物線を描えがいて飛んでいく黒い石像。

「ガーゴイル！」

　双葉が叫んだのは、ガーゴイルの身を案じてのことではなかった。

　吹き飛んだガーゴイルの先――

「危ないっ！」

　フェンスの外では、まだ逃げまどう人達がいた。中にはいまだ呑気に戦いを見物している人もいたが、ガーゴイルが吹き飛んだことで、さすがに残っていたギャラリー達も逃げ始めたのだ。

　しかしガーゴイルの吹き飛んだ先には、戦いに気づいていない、普通の通行人がいた。

『ぬ！』

　ガーゴイルが気づいた時には、もはや手遅れだった。

　光線の威力で加速がついたガーゴイルの身体。成人男性よりも重い黒い石が、大木にぶつかった。双葉ほどの子どもが二人手をつないでようやく一周できるほどの太さの木。それがガーゴイルの衝しよう突とつによって、根本から引っこ抜かれるようにして折れた。

　そうして折れた巨木が――たまたま芝生しばふにいた通行人に衝突したのだった。

　巨木は通行人に激突するとほかの木にぶつかるまで転ころがり続け、巻きこまれた通行人は潰つぶされた衝撃でバウンドする。そのすぐ近くにガーゴイルが倒れた。

「お、おい！」

　一瞬の静けさ。

　双葉も和己も、周囲のギャラリーも、突然起きた事故に言葉を失っている。

　銀杏の葉が、倒れたガーゴイルと通行人にはらはらと舞い落ちていた。

「どけっ！」

　最初に行動したのは双葉だった。人々をかき分け、転がったガーゴイルを蹴け飛とばし、その下で倒れている通行人――若い男だった――を抱だき起おこそうとする。

「無理に動かしちゃダメだよ！」

　双葉を和己が止めた。

　すぐに大人達が駆け寄り、倒れた男の様子を見る。素人しろうとの双葉にもわかるケガだ。足が奇妙な方向に折れ曲がっている。今までケンカで何度も相手をぶちのめしてきた双葉だが、骨を折ったことはなかった。

「今、救急車呼んだから！」

　野球チームの人が携帯電話を持っていた。救急車が来るまで、双葉にできることはなかった。大人達が懸命に応おう急きゆう処しよ置ちをしているのを黙だまって見ているしかなかった。

『お退のきなさい！』

　大人達の輪に、ケルプが割って入った。すぐに目から赤い光線が照しよう射しやされる。倒れた男は足を押さえて呻うめいている。

「おいケルプ！　てめぇ！」

　双葉がケルプをどやしつけるが、ケルプは何も言い返さない。

『――小生の責任です』

　それだけを言い、人の体調を良くする光線を照射し続けていた。これはガーゴイルもよく使う光線だが、ゲームの回復魔法ではないのでケガが治ったりすることはない。せいぜい心を落ち着かせる程度だ。

　怒って光線を放つ時も本気なのだろうが、今こうして倒れた男を治そうとするケルプも真剣そのものだった。つまり、それほど容よう態だいが芳かんばしくないのだ。

　怖くなって、一歩下がる双葉。

　どうしてこんなことになったのだろう。いつもだったら、ケルプとガーゴイル、どちらかがいれば守り切れたはずなのに。

「ガー……」

　名を呼ぼうとして、気づいた。

　ガーゴイルが先ほどから動いていないことに。

　いや、動いてはいた。ケルプの光線で吹き飛ばされた位置からわずかに移動しており、じっと倒れた男を見つめている。ケルプのように治ち癒ゆ光線を出すわけでもなく、ただじっと見つめているだけ。

「ガーくん？」

　様子がおかしいことに気づいた和己が話しかけるが、返事はない。

「おいガーゴイル！」













　双葉が強く揺するが、やはり反応は薄かった。

『…………れなかった……』

　小さな声が聞こえた。双葉が耳をそばだてる。




『……我が…………守れなかった……』




　双葉は気づく。

　もしかしたら、ガーゴイルが誰かを守れなかったのは、これが初めてのことではないのか。今までは双葉がどんなにムチャをしても、必ず助けてくれた。ガーゴイルがいるから安心してムチャができたとも言える。

　しかし今、ガーゴイルの前では敵以外の人間が傷ついている。

　初めて――だったのだ。

『ガーゴイル様！　あなたも見ていないで――』

　ケルプが強い声で名を呼ぶ。それで双葉も我に返った。

　だがガーゴイルからの答えはなかった。

　そして救急車がやってきて、被害者を乗せて走り去る。ギャラリー達も怪け我が人にんとガーゴイルの心配をしつつ、我が家へ帰って行く。残された双葉と和己とケルプが何度呼んでも、ガーゴイルが返事をすることはなかった。

　ガーゴイルの機能は、完全に停止していた。

「おいガーゴイル！　返事しろ、ガーゴイル！」

「ガーくん！　どうしちゃったんだよ!?」

　銀杏の舞う公園に、双葉と和己の叫びがむなしく響き渡る。

　それがすべての始まりだと、誰もが思っていた。







「ただいま！」

　その夜、いつもより早い時間にパパが帰ってきた。

「パパ！」

　和己が何か言う前に、パパは全てわかっているという顔でうなずいた。

「話はママから電話で聞いたぞ。ガーゴイル君も大変だったな」

　いつもなら笑い飛ばしているパパだが、今日ばかりは元気がない。玄関で出迎えた双葉と和己の表情を見たからだろうか。

「ケガをした方かたは、今どうしてるんだ？」

「ケルプがお見舞いに行くって言ってた。詳しいことがわかったら連絡するって。ケルプもケルプで、そうとう落ちこんでるみたい」

「そうか。本当ならガーゴイル君が治ったら、一いつ緒しよに謝あやまりに行くつもりだったが――こうなったら、先に私だけでも行った方がいいかな」

　考えこむパパに、

「あたしたちも行く！」

　双葉がパパに抱きついて懇こん願がんする。そんな双葉の頭をなで、

「なに、こういうことはパパの仕事さ。いつも部下と一緒に頭下げてるから、慣れっこだ。それに今回は双葉が友達とケンカしてケガをさせたとか、そういう次元じゃないからな。私も行かねば」

「うん……」

　脱いだ背せ広びろを受け取る和己。

　家族全員が暗い中、パパだけでも毅き然ぜんとした態度をとってくれて、和己は安あん堵どしている。パパがいないとき、困ったことがあればガーゴイルに相談していた。そのガーゴイルがいないのだから、パパに頼るしかないのだ。

「だけど――被害者の方には申し訳ないが、私にはガーゴイル君の方が気になるよ」

　パパが玄関の扉を開け、外の様子を見た。

　誰もいない門もん柱ちゆうを寂さびしそうに見上げているママがいた。

「ママ。寒いだろう。そろそろ晩ごはんの準備をしてくれ」

　声をかけられ、ママははっと気づいたようにパパを見る。それから慌てて表情を取とり繕つくろうと、急いで玄関の中へ入ってきた。そのまま台所へ一直線に走る。

「……ガーくん、兎と轉てん舎しやで診みてもらってる。今晩はそっちに預けるつもり」

　和己と双葉で兎轉舎に運んだ時、主あるじのお姉さんも最初は笑っていた。きっとショックで硬こう直ちよくしているだけだと。しかし、様子を見れば見るほどお姉さんの表情が硬かたくなってゆき、とうとう一晩預かると言いだしたのだ。

　原因はまだ不明だが、ガーゴイルは完全に停止しているらしい。

　人間でいうところの意識不明だ。

「ガーゴイルの奴……人にケガさせたくらいで、なにひきこもってやがんだ！」

　双葉のぼやきは、的まとを射いているのかもしれない。誰かにケガをさせたショックで、精神が壊れてしまったのだろうか。よくＳＦ小説などで、矛む盾じゆんした命令を与えられたロボットが暴走してしまうという話にでくわす。

　ガーゴイルの場合も、誰かを守るという門番の義務が果たせなかったから、なんらかの異常が起きたのではないかと和己は思うのだ。

　だけど――

「ガーくんらしくないよね」

　和己がふと言葉に出してつぶやくと、全員の視線が集まった。

「だって、ガーくん言ってたもん。罪は償つぐなえばいいって。失敗だってやり直せるって言ってたよ。今回の事だって、すぐに応急処置をして病院に運ぶことだってできた」

「それを言うなら、誰かにケガさせること自体がありえねーだろ！　誰かを守れねぇなんて、一番ガーゴイルらしくねぇ！」

　双葉の反論に、和己は何も言い返せない。

「どーしちまったんだよ、ホント……」

　我が家の一番のムードメーカーである双葉までが肩を落としてしょげている姿は、見るに堪たえない。いつも門柱に座っているあの石像がないだけで、全ての意欲が失われそうだった。

「それ以外――ケガさせたこと以外にも、何かあったのかな」

　たとえばケルプが放った光線が、どこか悪い所に当たったとか。

　考えこみそうになる和己の背中を、双葉がバシッと叩いた。

「悩んだってしょーがねーだろ！　明日までに兎轉舎の姉ちゃんが治してくれるんだからさ！　今あたし達がここでこーしてたって意味ねーって！」

「うん……そだね」

「双葉の言う通りだな！　ここは我々が考えてもしょうがない！　何しろガーゴイル君は錬れん金きん術じゆつだったか？　そんな難しい技術で作られているわけだからな！」

　パパの言う通りだ。錬金術で作られたガーゴイルを治せるのは、同じ錬金術の使い手であり、ガーゴイルの作成者でもある兎轉舎のお姉さんだけだ。門もん外がい漢かんは黙だまって成なり行ゆきを見守るしかない。それに制作者なら、我々にわからない故障の原因も知っているかもしれないし。

「そういうわけで、ご飯にしよう！」

　パパがリビングの方を見る。ママが速攻で用意してくれたのだろう、イイ匂においが漂ただよってきた。

　しかしガーゴイルがいなくなったせいで、本来なら楽しい食卓もどこかぎこちなかった。パパや双葉が無理に盛り上げようとしても、逆に寂しくなってしまい、最後の方はどんよりした空気のまま食事は終わった。

　それはまるで料理に入れる隠し味のように、欠けると違和感を生しようじさせていた。光線を放つ隠し味というのも妙だが。

　ガーゴイルが負おった傷が、すぐに治る類たぐいのものならば吉永家もここまで不安にならなかっただろう。しかしガーゴイルのあの様子は、いつもと違っていた。

　もう、戻ってこないんじゃないかと思わせたのだ。







　その夜は満月だった。雲一つない夜空にぽっかりと浮かぶ青い月。そこから差しこむ月光だけが兎轉舎の照明だった。

　カウンターの上に乗っているガーゴイル。赤く光っていた目も、今では輝かがやきを失っている。これではまるで、ただの犬の石像だ。

　そんなガーゴイルを遠くから見つめているのは、兎轉舎の主人。黒くろ髪かみ黒くろ服ふく黒くろ縁ぶち眼め鏡がねがトレードマークのお姉さんは、腕を組んだままじっとガーゴイルを見つめている。

　お姉さんの傍かたわらには、一見してガラクタと思わしき機械がたくさん置いてあった。その機械の一つから電極を繋つないでいる。接続先はもちろんガーゴイル。

「…………」

　物言わぬガーゴイルの正面で、手元の紙に目を通すお姉さん。時折目を細め、顔をしかめたりしている。そうして何かに気づいたように顔を上げた。

「電気……つけてなかった」

　壁のスイッチに触れ、明るくなる兎轉舎の店内。店ということで、普段は古こ今こん東とう西ざいから集められた奇妙なグッズが置いてあるのだが、今日に限っては何も置かれていなかった。ガーゴイルと、それを調べる機械だけだ。

　お腹をさすってみる。だいぶ減っていた。

「ふぅ――」

　眼鏡を外して、軽く頭を振る。

　もう何時間この作業を続けていたのか、お姉さんでも思い出せない。ガーゴイルが運ばれてから、ずっと探し続けていたのだ。停止した原因を。

「肉体の損傷はほぼなし、死んでいるわけでもない――いや」

　そもそも、ガーゴイルは死なない。万ばん能のうの石、世界中の錬金術師が欲しがる魔法の石――賢けん者じやの石が使われているから。たとえガーゴイルの身体のそれがレプリカであったとしても、その治癒力は本物にひけを取らない。

　それなのにガーゴイルの心は治せないのだ。

「やっぱり……結論は一つか」

　諦あきらめたように、ファイルをカウンターに置くお姉さん。

　今まで調べていたのは、ひとえにその結論に導みちびきたくなかったからだ。

　だけど機能を停止した状況からみて、そうとしか考えられなかった。

　お姉さんはガーゴイルの頭をなでる。冷たい感かん触しよくがした。ただの鉱物の手て触ざわり。道ばたの石と同じ感覚。

　あの時と、まったく同じ感触だ。

「……思い出しちゃったのねぇ、とうとう」

　ガーゴイルの頭に、自分の頭をくっつけた。そうして石像をそっと抱きしめた。

　静かな兎轉舎の中で、お姉さんはいつまでもそうしていた。







　夜が明けると、双葉と和己は朝食もとらずに兎轉舎に駆けこんだ。

　最初に目に入った物は、昨日と同じようにカウンターに座っているガーゴイルだった。目に光が灯ともっていないことから、まだ回復していないとわかる。

「ガーゴイル……治ってねーじゃん！」

　今け朝さも目覚めてから、まず最初に門柱を確認したのだ。もし治っていたならば、ガーゴイルの性格だ、いつものようにひょっこり門柱の上に座っていただろう。しかし見知った黒い影はなかった。

「姉ちゃん、どーいうことだよ！」

　店内を見回しても、お姉さんの姿はない。店の奥で寝ているのだろうかと、双葉が走りだしたその時、カウンターの奥の扉からお姉さんが顔を見せた。

「あー……双葉ちゃん、和己ちゃん、おはよー……」

「寝てないのか、姉ちゃん？」

　お姉さんの目の下にはひどいクマができていた。

「それを言うなら、あんた達だって同じでしょーが」

　苦笑するお姉さんに、双葉と和己は顔を見合わせる。兄の目にもクマができていた。きっと自分も似たような感じなのだろうと、口を閉ざす双葉。

「ちょっと待っててね、気付けのお茶いれてるところだから」

　言われるままに双葉と和己は手近な椅い子すに腰こし掛かける。椅子を探していて初めて気づいたが、今日の兎轉舎には何も置かれていなかった。簡素な椅子とテーブルだけだ。非常に珍しい。

　数分後にお姉さんがお茶を持ってきた。飲むと鼻の奥がスーッとするお茶で、半分寝ぼけていた双葉も、飲み終える頃には元気が湧わいてきた。

「お姉さん、それでガーくんはどうなったんですか？」

　カップを置いて和己が切り出す。

「それがねー……どうにもややこしくなっちゃってね。ケガとかはしてないんだけど、心の古傷を引ひっ掻かいちゃったみたいでね」

「心の……古傷？」

　双葉も和己も意味がわからない。

　そもそもガーゴイルは吉永家にやってきた時に初めて起動したのだから、想い出は常に吉永家と共有している。古傷と呼べるほどショックな出来事などないはずだ。

「そ。古傷。過去のね」

「過去って――」

「ガーゴイル君が吉永さん家ちに来る前の記憶よ」

　表情を変えないまま、お姉さんは淡たん々たんと喋しやべる。

「だって……ガーゴイルはウチに来る前の記憶はないって、姉ちゃん最初にそう言ってただろ!?」

「そりゃ、消したもん。消したつもりだったのよ」

「消したはずの記憶が、蘇よみがえったってことですか？」

「消したのに、蘇る？　どーいうことだ？」

　混乱する双葉。たとえるなら、消去したはずのセーブデータなのに、データが蘇り、あまつさえ故障しているということか。

「昨日の事件で蘇っちゃったんでしょうね。記憶ってのは奥が深いの。忘れたつもりでも、心の奥ではちゃんと覚えている。催さい眠みん術じゆつなんかで証明できるわ。十年前に食べたご飯のメニューまで覚えてたりするんだから」

「でも、傷ってのは何なんですか？」

「それは――」

　和己の質問に答えられないお姉さん。

　双葉もガーゴイルが最後に発したセリフを覚えている。

　――守れなかった。

　確かにそう言った。

　双葉達の知らない過去のガーゴイルは、どんなことをしてきたのだろう。

「覚えてる？　去年の冬にわたしの記き憶おくの中のぞいたでしょ」

　不意に軽い口く調ちようでお姉さんが尋たずねる。

　双葉ももちろん覚えていた。眠ったまま三日も起きてこなかったお姉さんを呼び戻すために、お姉さんの記憶の中にある昭和二年を体験したのだ。

　そこではガーゴイルを作るために尽じん力りよくした三人の錬金術師と出会った。門番型自動石像を作るために様々な苦労をしてきた三人と、彼らが発ほつ端たんで起きた事件に巻きこまれた双葉と和己とガーゴイル。

　昭和二年からガーゴイルは存在していた。とすると、そこから現代までの間になんらかの事件があっても不思議ではない。

「ガーゴイル君の心は、その時代に捕とらわれているんだと思うわ」

「でも、お姉さん、ガーくんは昭和二年からずっと封ふう印いんしてたって言ってましたよね？」

「封印したかったんだけどね」

　舌を出すお姉さん。それはまぎれもない否定の言葉だった。

「どうしても封印を解とく必要が何度かあったの。それで、ちょっとね」

「ちょっとでガーゴイルが壊れるかよ！」

　しびれを切らした双葉がお姉さんに詰め寄る。

「理論はいいんだよ！　つまりどーすればガーゴイルは治るんだよ！」

「うん、そうね――」

　それからお姉さんは腕を組み、考えた。

　時計の長針が二回りするくらい考えこんだ。

　そして何を思ったか、いきなり床を踏みつけた。

　ドン、と大きな音が兎轉舎を揺らす。だけかと思いきや、さっきまで双葉と和己がお茶を飲んでいたテーブルがひっくり返った。テーブルの下の床がパネルのようにくるりと回転し、巨大な装そう置ちが出現した。

「こ……こうやって隠してたんだ……」

　カラクリ屋や敷しきのような出現に、さすがの双葉も唖あ然ぜんとしてしまう。

　だが現れた装置を見た途端、双葉も和己も懐なつかしい感覚に包まれる。

　それは筒つつのような装置だった。人がひとりくらい収まる、ＳＦ映画のコールドスリープ用ポッドを和風にしたような、そんな筒だ。

　名前も覚えている。「記憶発はつ掘くつ寝しん台だい」というやつだ。この上で寝て、ヘルメットのようなものをかぶると、その人物の記憶を追体験できる。さらにヘルメットを増やせば、寝台で寝ている者の記憶の中に入りこめるという代しろ物ものだ。

「つーことで、ちょっくら行ってくるね～」

　肩を鳴らして寝台に近寄るお姉さん。

「待て待て待て！　なんで姉ちゃんだけなんだよ!?」

　その肩を摑つかんで引き留める双葉だったが、

「なんで双葉ちゃんが来るのよ」

「行かねーわけねーだろ！　ガーゴイルを助けに行くんだったら、あたしも行く！」

「ダメダメ。危険すぎるもん」

　追い払おうとするお姉さん。

「危険とか、そんなの関係ねーよ！」

「大アリだと思うけど……」

　ツッコむ和己を蹴けりで黙らせると、双葉はお姉さんの腕を摑んだ。

「ガーゴイルだって、今危険な状態じゃねーか！　いつもいつも助けられてばっかなんだから、今度はあたし達が助けねーと！」

　しばらく睨にらみ合う双葉とお姉さん。

「……本当に危険なのよ。私でも守りきれるかわからないし、今のガーゴイル君もいないのよ？　それでも行くの？」

「ったりめーだ！」

　双葉の答えも同様に簡潔だ。

「はぁ……ま、双葉ちゃんじゃないとできないこともありそうだしね……」

　あきらめ顔のお姉さん。

　だが和己は少し悩んでいた。

「どした、兄貴？　兄貴も当然行くだろ？」

「うん……」

　生なま返へん事じの和己を双葉が睨みつける。しかし和己は双葉の視線に気づかず、動かないガーゴイルを見つめていた。

「お姉さん、やっぱりガーくんのいる時代は危険なんですね？」

「ええ、危険よ。こないだの比じゃないわ」

　真剣な顔でうなずくお姉さん。

「危険な時代だからこそ、守れなかった人がいたの」

「知ってるのなら、お姉さん一人でも――」

「おい兄貴、何言ってんだよ！」

「いたっ！」

　和己の足を蹴飛ばす双葉。

「危険なトコだったら、姉ちゃん一人に行かせられねーだろ！」

「違うよ！　危険だからこそ、勝手を知ってるお姉さんに行ってもらう方がいいと思ったんだ！　双葉ちゃんだってお姉さんの足手まといになるかもしれないし！」

　うすうす和己も勘かんづいているのだろう。ガーゴイルの記憶がたゆたっているのはどの時代なのかを。もちろん、双葉にだって朧おぼろ気げながらわかりかけている。

　ガーゴイルが生きて、危険だった時代など、一つしかない。

「確かに和己ちゃんの言う通りね。あ、こっち持って」

　お姉さんはガーゴイルの頭を倒し、両手に抱かかえる。慌てて和己が足の方を持った。そのまま二人で記憶発掘寝台にガーゴイルを寝かせる。

　ヘルメットのような装置をガーゴイルの頭にかぶせ、寝台の裏側にある基盤を操そう作さしはじめるお姉さん。双葉と和己はじっと見ているしかない。

「でもね、去年のこともあるでしょ。わたし達だけじゃどうにもならなかったことでも、あなた達二人がいればなんとかなるかもしれない。事実あの時、わたしじゃダメだった。だから記憶を封印するしかなかったの」

　お姉さんがボタンを押すと、基盤の上にある計器が動き始める。

　ドラムロール型の計器には、四よん桁けたの数字が刻まれていた。

「やっぱり予想通りね。ガーゴイル君は、今この時代にいる。完全に記憶を失っているなら数字は出ないはずだし、意識があるなら今年の数字が表示されるからね」

　そう言って、お姉さんは満足げにうなずく。

「つまりこの時代に行って、ガーゴイルを呼び戻せばいいんだな？」

　単純に結論づける双葉に、お姉さんは笑顔でうなずく。

「大たい抵ていのことなら、わたしが守るから」

「姉ちゃんが、か――」

　いつもだったら、それはガーゴイルの役目だった。

　しかし今回は違う。

　今度は自分達がガーゴイルを助けに行くのだ。

　気合いを入れて双葉が両手を打ち鳴らしたその時、

「あの……僕は残ります」

　和己がおそるおそる手を挙げた。

「はぁ!?」

　てっきり一緒に行くものだと思っていた双葉は、目を丸くしている。こういう時はなんだかんだで必ずついてくるのに。

「今回は、僕はいいです……ほかにするべきこと、ありそうだし」

「そうね。よくわかってるじゃない」

　ニコニコ笑って和己の頭をなでるお姉さん。

「和己ちゃんは東ひがし宮みやに連絡してちょうだい。それからヒッシャムにも。もし何かあったら、あなた達がこの店と、この町を守るのよ」

「……はい」

「そっか。残るなら兄貴の方がいいか」

　双葉も納なつ得とくした。

　あまり想像したくないが、最悪の状況は常に想定しないといけない。そういう時は冷静に考えられる和己の力が必要になるのだ。仮に機械が故障でもしたら、双葉には何もできないが、和己だったらマニュアルを見て応急処置くらいはできるだろう。はたして錬金術の道具に対応できるかは疑問だが、きっと双葉よりはいい結果を残すに違いない。

「あと、百ひやく色しきさんにも声をかけますね」

「あいつはいらない。寝ている間に何されるかわかったもんじゃないから」

　しっしっ、と手を振るお姉さん。よほど嫌っているのだろう。

「双葉ちゃんも、わかってるわね？　今回は本当に危険な時代に行くのよ？」

「さっきからそればっかりだな」

「双葉ちゃん！」

　叱しかったのは、和己だった。

「本当に、気をつけてね――何かあったら、すぐに戻ってくるんだよ」

「……わかってるよ。あたしだって、何も知らないわけじゃねーし」

　少し拗すねた様子で鼻を鳴らす双葉。

　テレビやマンガで得た知識だが、その時代に何があったのか小学五年生の双葉だって知っている。むしろ昭和二年よりもわかりやすい時代だ。

「最後にもう一度聞くわよ。わたしは止めたんだからね。それでもついてくるのね？」

「……おう！」

　助けを待っている人がいるなら、後には退ひけないのが吉永家。

　たとえそれが人ではなく、石像だったとしても。







　――一九四五年。

　たとえそれが、日本でもっとも過か酷こくな時代だったとしても。
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　記憶発掘寝台の使い方は、接続するだけなら簡単だ。ヘルメットのような接続端たん子しを頭にかぶり、眠ればいい。前回は昼時だったので、かなり苦労した覚えがある。

　しかし今日は寝不足だったので、双葉はすぐに眠ることができた。ガーゴイルのことが心配で夜も眠れなかったのだ。

　目を閉じてしばらくすると、周囲が明るくなる。まぶしさに耐えきれず、目を開けた時にはすでに装置は作動していた。光のトンネルのような場所を通り抜けている自分がいる。もう眠気もない。

　ここが本当に夢の世界だと、今でも信じられない。自分の身体に触ふれれば感覚があるし、夢特有の妙な浮遊感もない。身体が軽くなるのはいいのだが、たまに現実との区別がつかなくなりそうな時がある。それがこの装置が世に出なかった理由だろう。これは危険すぎると双葉も思う。

　そうして光のトンネルを抜けると、そこはもう現実だった。

「ってぇ！」

　尻しりに激げき痛つうが走った。

　高い所から落下すれば誰だってそうだ。見上げると空中にトンネルのような穴が。あそこから落ちたのだ。そういえばそういう仕様だった。

　尻を払い、立ち上がる。

「どこだ……ここ」

　自問する双葉。

　河か原わらだった。前回の出現地点も河原だったが、ここは違う川のようだ。周りの景色が違いすぎる。昭和二年の町は、もっと――

「あれっ？」

　違う。景色は一緒だ。遠くの方に橋がある。昭和二年に来たときもあの橋を通り越し、しばらく歩いた所で出会いがあり、そこから兎轉舎の前身である高たか原はら商しよう會かいへ歩いたのだ。

　やっぱりあの時と同じ町だ。その時の建物は、もっと和風の屋や敷しきが多かった。今ではちらほらと洋風の家も建っている。よく見れば、半分は和風の屋敷で、もう半分が洋風の家という、変な作りの家もあった。ちょうど現代風の建築を取り入れ始めた時代なのだろうか。平ひら屋やが多いので、サザエさんの家みたいだと思う。

　それから川の様子も違っていた。泥どろが増えているのか、濁にごって見える。

　そして一番の違いは――

「なんか静かだなー」

　土ど手ての上も橋の上も、誰もいないのだ。家の屋根から煙けむりが昇のぼっているところを見れば、人が住んでいないということはなさそうだ。しかし、なんだか変だ。気持ちを具体的に言い表せないが、なんだか寒さむ気けがする。

　実際に、寒かった。御色町は秋だったが、こちらでは冬なのか。

「そういや、姉ちゃんどこだ？」

　双葉と一緒に眠ったはずなのに、その姿が見えない。

　お姉さんがいなければ、高原商會の位置もわからないではないか。

　ぐるりと見回して、誰かいないか確かめる。

「あ」

　いた。土手の上に大だい八はち車ぐるまがあった。

　それを引いているおばさんに手を振ってみる。

「おや、あんたどうしたんだい？」

　双葉を見つけたおばさんは、開口一番そう言った。

「どうしたって？」

「疎そ開かいとかしなかったのかい？」

「そかい……？　なんだそれ」

　聞いたことのない単語だった。

　しかしおばさんはそれを聞くと表情をくもらせ、悲しそうな顔をする。

「そうか……あんた、頼れる人がいないんだね。可か哀わい想そうに」

「ちょ、ちょっと待てよ！　そーいうんじゃねーんだ！」

　どうやら疎開というのは、頼れる人になんとかしてもらう事のようだ。よく見れば大八車の上には家財道具が積つまれていた。このおばさんも、どこかへ逃げる途中だったのだろう。

「あたし、人を探してるんだ！　兎轉舎――じゃねぇ、高原商會のイヨっての！」

「イヨさん……？　さぁ、知らないねぇ。私もこの町、そんなに長くないから」

「そっか……」

「どんな人だい？」

「あのな、髪が長くて眼鏡かけてて、オッパイがすげーデカくて、青せい龍りゆう刀とうもってヘラヘラ笑ってる姉ちゃん」

「なんだか凄すごい人だねぇ」

　説明していて、双葉もそう思えてきた。

「だけど、知らないねぇ。ごめんね」

「あ、うん。いいんだ。だったら、人がたくさんいる所とか知らねー？」

「それなら、配給所に行けばいい」

「配給所？」

　これも聞いたことのない言葉だった。

「そこの通りを過ぎた米屋さんが代表でやってるはずだから。そのイヨさんとかいう人も、そこにいるんじゃないかな？」

「そっか。ありがと」

「気をつけるんだよ」

「おう！」

　手を振って別れ、双葉はおばさんに教えられた広場へ走った。土手から橋を渡ると、一気に人が増えた。前回と同じ雰囲気に戻った――と思ったが、そうではなかった。皆、元気がない。疫えき病びようでも流は行やっているのかと思うくらい、顔に生せい気きがない。

　服装もそうだった。着古した学校の制服を着た人もいれば、頭ず巾きんをかぶりもんぺを履はいた人や、みすぼらしい外がい套とうを羽は織おった人など、お世辞にも立派とは言えない服を着た人が多い。

　会話をしている人達もいるが、彼らの声は小さく、双葉には聞き取れない。

　時折、すれ違った人や、道ばたに座っている人からジロリと睨まれた。気のせいではなく、明らかに双葉に敵意を持った目だった。

「なんだよ……」

　なんだか気持ち悪い。そう思ったので、イヨのことについて尋たずねるのはやめ、先に配給所とやらへ急ぐことにした。

　木製の塀へいには、張り紙がいくつも張られていた。

　――撃うちてし止やまん

　――欲しがりません、勝つまでは

　――屠ほふれ！　英米我らの敵だ！

　――一いち億おく玉ぎよく砕さい

　だんだんと物ぶつ騒そうな標語になっている。国防委員会だとか、そういう名前がすみっこに書かれてあった。現代でこういう張り紙をしたら、かなり変な目で見られるに違いない。それをこの時代では、国が推すい奨しようしているのだ。身み震ぶるいする双葉。

　結局、配給所とやらはよくわからなかった。どこかの商家がやっていると言っていたが、ここが配給所です、と書かれていないので迷った。垂たれ幕まくが下がっている店がそうなのかとも思ったが、人は少ない。配給というからには、もっと大勢の人が集まっているイメージがあった。

　それにここが商家だとすると、やけに人が少ない気がする。

　売るものがないからだろうか。

　そんなことを考えていると、通りの向こうから袋を持った男が歩いてきた。

「これだけか……？　こないだよりさらに少ないじゃないか」

　袋を見ながら、男がげんなりした顔でつぶやいている。

　この人も配給をもらったのだろうか。

「なぁ、ちょっと」

　その男に話しかけてみた。

　配給所の場所を聞こうとしたが、考え直して直接尋ねてみる。

「あのさ、イヨって人見てない？　髪が長くて眼鏡かけててオッパイデカくて、青龍刀をブンブン振り回してる姉ちゃんなんだけど」

「あん？　なんだその妖よう怪かいみたいな女は？」

「見てない？」

「さぁ……イヨって名前の人は何人もいるしなぁ。お袋ふくろさんか何かか？」

「んー……」

　説明しようとして気づいたのだが、果たしてこの世界に来たお姉さんは、同じ恰かつ好こうをしているのだろうか。当時も生きていたお姉さんなのだから、当時の恰好をしているかもしれない。

「ひょっとして、青龍刀持ってないかも。髪は結ゆってて、紺こんの着物着てて……」

「それだと逆に、どこにでもいる主婦じゃないか」

「そっかぁ」

「知らなくてすまんな。がんばって探してくれよ」

「おう、ありがとな！」

　それでもめげずに、ちょうど男の隣を歩いていたおじいさんを捕つかまえる。

「じーちゃん、イヨって名前の姉ちゃんしらねーか？」

「ハイ？　誰さんかの？」

「だから、イヨって人！　般はん若にやの仮面つけて青龍刀をブンブン振り回してる、高原商會の姉ちゃんで！」

「ワシは今年で八十になりますよ」

「だからぁ！　聞けよ！　イヨっていう、変態女が――」

「誰が変態女だっ！」

　突然、首根っこを摑まれて引き倒された。周囲の視線が集まる。というか、さっきおじいさんに叫んでいた時点で注目の的になっていたのだが。

「いっててて……」

　首を押さえて振り返る双葉。

　きっとお姉さんだろうと思い、おもいっきり怒ど鳴なりつける。

「何しやがんだ、姉ちゃん！　折れたらどーすんだ!?」

「なんだと？」

　ところが双葉の前に立っていたのはお姉さんではなかった。

「あれっ？」

　お姉さんどころか、男の人だった。学生服を着ている、若い男。和己より年上のようにも見えるが、それだと高校以上の年ねん齢れいになってしまう。きっと高校生だろう。

「それより、さっきからおまえ、どういうつもりだ！」

　我に返った男は双葉の胸倉を摑み、高く持ち上げる。

　眉み間けんに皺しわを寄せて双葉を睨みつけるその青年は、今時の若者とは違う雰囲気があった。顔の彫りは浅いが、一本芯しんの通った強い顔だ。髪の毛も短いので、スポーツマンのような印象である。

「な、なんだよ！　関係ねーだろ！」

「関係あるさ！　誰だって自分の母親を侮ぶ辱じよくされたら怒るだろう！」

「え……？」

　双葉の身体から力が抜けた。

　持ち上げられたまま、宙ぶらりんになって言葉を探す双葉。

「あのさ……あたしが探してるの、高原イヨって人なんだけど」

「それがどうした」

　青年の表情は変わらない。

「……？」

　呆あつ気けにとられている双葉を見て、青年も何か様子が変だと気づいたのだろう。双葉を地面に下ろす。

「あ、あのさ……もしかして、高原イヨって……」

「そうだよ、高原イヨは俺おれの母親だ」

　当然のごとく告つげる青年。

「えええええええっ!?」

　跳とび上あがるほど驚く双葉に、青年はより不快な顔になる。

「さっきから、失敬だぞおまえ！」

「あ、ごめん……いや、別に、恨うらみがあるとかじゃなくてさ。ただ単純に驚いちゃって……でも、それだったら、あたしが言ってることわかるよな？　青龍刀とか――」

　すると青年は顎あごに手を当てて考えながら、

「確かに……お母さんが本気になると、青龍刀を持ち出してくるな……」

「だろ？」

　しばし見つめ合う双葉と青年。

　青年も双葉に言い返せなくなったらしい。小さく溜ため息いきをついて、双葉の頭をなでる。きっと謝罪のつもりなのだろう。子ども扱いされるのは大嫌いだが、なんとなく青年の微妙な心情がわかるので、反抗しないでおく。

「あたし、吉永双葉っていうんだ。兄ちゃんは？」

「俺は――高原喜き一いち郎ろうだ」

　自己紹介をすると、青年は初めて双葉に笑顔を見せた。

　雰囲気が少しだけ和己に似ていた。







　配給をもらいにきた帰りだと言う喜一郎についていき、高原商會まで案内してもらうことになった双葉。物珍しそうに周囲を見ていると、いきなり喜一郎に制服を羽織らされた。

「なんだよ、これ？」

「いいから羽織ってろ」

　黒い学生服からは喜一郎の体たい臭しゆうがした。男臭い汗と、兎轉舎のお姉さんの匂においが混じったものだった。

「だからなんでだよ？」

「双葉。おまえ、どこから来た？」

「どこって……未来」

　簡単に答える双葉。

　前回の訪問の際、喜一郎の父はその言葉を一発で信じた。今回も通じたみたいで、喜一郎は難しい顔でうなずく。

「お母さんの客人だからな、今さら驚かないよ。だけど……こんな恰かつ好こうで呼びつけなくてもいいじゃないか」

　やはり信じたが、苦にが々にがしい顔つきの喜一郎。

「だから、なんでこの恰好だとダメなんだよ？」

「周りを見てみろ」

　言われるがままに、見た。みんな疲れた目でこちらを見ている。その脇では、誰かが喧けん嘩かをしていた。

「あの人達も配給をもらいに来たんだ」

　喜一郎曰いわく、配給は町や村の、さらに隣近所で作られた単位で行われており、あそこにいるのはその隣となり組ぐみの代表の人だそうだ。その人と喧嘩しても配給が増えるわけでもないのだが、配給の量に反比例して鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのだろう。

「その服、何で作られている？」

　唐とう突とつに尋ねる喜一郎。

　今日の双葉はいつものオーバーオールではなく、秋冬仕様のスカジャンにジーパンといういでたち。確かに周りから見れば浮いているだろう。前回も目立つからと、当時の服装に着替えさせられた。

「いや、普通に綿めんとかポリエステルとか」

「後半はよくわからないが、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うぞ。その服を売れば一ヶ月は食べるのに困らない。現金を身にまとっているようなものだ」

「えっ……」

　もう一度周りの人を見た。

　配給をもらった人達は、みな必ず落胆らくたんしている。泣きわめく赤ん坊を見て悲しそうな顔をする女の人もいる。怒ど鳴なりあっている家族連れもいた。

「年々少なくなってるんだよ、配給」

「そう……なのか」

　知らなかった。双葉の中で戦争とは、銃を持ってドンパチやるものだと思っていた。爆ばく弾だんなど落とされて、家や人が吹き飛んでしまうことも知っている。

　だけど、食べるものに困っていた時代があったなんてよく知らなかった。自分の服を売って食べるものと交換するなんて、想像もつかなかった。

「わかったら、行くぞ。ここならまだしも、夜になると危ない」

　早速、自分の知らない現実を突つきつけられたようだ。

「……うん」

　そんな双葉を隠すようにして、喜一郎は歩き出す。双葉は小さくうなずいて、ついていくしかなかった。

「あのさ、よかったら色々と教えてくれねーか？」

　周りをなるべく見ないようにして、双葉は喜一郎を見上げた。

「構かまわないけど……俺にだって知らないことはあるぞ」

「そんなに難しいことじゃねーよ。あたし、戦争がどういうものなのか、まだよくわかってないから。たとえば、そうだな、いま高原商會がどうなってるのか、とかさ」

「高原商會なら潰つぶれた」

「ええっ!?」

　無表情に語る喜一郎の顔を何度も見る双葉。しかし喜一郎の能面のような態度は一向に変わらない。本当に潰れたのだとしたら、今彼らはどうやって暮らしているのだろうか。この喜一郎という男は体力はありそうだから、彼が働いているのだろうか。

「きいちゃん、知らない子に噓うそ教えたらだめじゃないの」

　後ろから誰かが話しかけてきた。振り返ると喜一郎と同じくらいの年頃の、もんぺ姿の女の子が。上着のセーラー服が少し汚れていた。どこかで仕事をしてきたようだ。髪の毛はほかの女学生と同じように三つ編みだ。だけど、ほかの人が暗い顔をしている中、彼女だけがニコニコ笑っている。

「なんだよユキ。向こうに着くまで黙ってようと思ったのに」

「ウソかよ!?」

　喜一郎のシャツをひっぱる双葉。

「噓はついてない。高原商會はもうなくなっているさ」

　歯を見せて笑う喜一郎に、双葉はなんだか怒れなくなる。普段は無表情でぶっきらぼうな喜一郎だが、心の奥はこんな風に明るい青年なのだろう。やっぱり戦争の影響だろうか。

「今は、兎轉舎って名前に変わってるんだ」

「兎轉舎!?　って、あの兎轉舎か？」

「知ってるのか。ああ、そういえば未来から来たのか」

「未来から？」

　ユキという女の子が小さく首をかしげる。

「お母さんの知り合いだってさ」

「ああ、なるほど……」

　お姉さんの事はよく知っているのだろう、ユキも納なつ得とくしていた。そうして喜一郎と親したしげに並んで歩くユキ。

「そういえばユキ、今日はどこで何してたんだ？」

「うん、学校で作業してた。軍服とか縫ぬうの手伝ったんだよ」

　しかしユキは喜一郎から心持ち離れている。近づきたくても近づけない様子。おそらく、この時代もまた男女が仲良く手を繋つなぐことはないのだろう。少なくとも昭和二年はそうだった。













　そんな双葉の視線に気づいたのか、

「幼なじみだよ」

　喜一郎が簡潔に答えた。

「たまに店の方も手伝ってもらっている。お母さん一人じゃ、やっぱり厳きびしいから」

「一人って……潤じゆん兄ちゃんは？」

　高原イヨの夫であり、ガーゴイルの父でもある錬金術師の名を出すと、喜一郎は間を置かずに答えてくれた。

「お父さんは、帰ってきていない。北方へ出しゆつ征せいしたまま、それっきりだ」

　最初、どういう意味かわからなかった。

　つまり、潤は戦争へ行ったきり――

「死――!?」

　高原潤。自動石像を作った、歴史上最初の人間だ。純じゆん粋すいで照てれ屋れで、恋人に愛の言葉を告つげるのにも最高の勇気を必要とするような、そんなまっすぐな錬金術師。いつも薄着で、脱ぬぎ癖ぐせがあって、それでみんなから怒られて――

「勝手に殺すな！」

　喜一郎が怒ど鳴なった。

「戦死通知は来ていない。お父さんのことだ、きっとどこかで生きている！」

「そ、そだな。ごめんな」

　慌てて謝あやまる双葉。誰だって父親が死んだことなど信じたくない。双葉だって同じ気持ちだ。そして喜一郎の隣のユキは、そっと喜一郎の袖そでをひっぱる。

「あ、すまん、ユキ」

「ううん」

　短い会話だが、なんとなく双葉にも感じ取れた。

　ユキも家族の誰かを戦争で――

　どうしてだろう。

　悲しいことだとわかっているのに、実感がわかない。まるでマンガかゲームのように現実感がないのだ。

「戦争って、そんなにひどいのか？」

　ぽつりと、口から出た。

　喜一郎もユキもお互いに顔を見合わせて、言葉を探した。

　やがて喜一郎が上空を指さす。

「見てみろ」

　喜一郎の指を追った。

　暗い空だった。どんよりと曇くもった空のむこうに山が見える。

　山から煙がのぼっていた。

「あの山の向こうは、おとつい空くう襲しゆうがあった。今でもその火が消えないんだ」

「私の母も、今あそこの手伝いに行ってるの。私は怖こわくて行けなかった――」

「この町だって、いつ空襲が来るかわからない。だからみんな怖いんだ」

　喜一郎もユキも、表情がなかった。淡々と事実のみを語っている。

　それで双葉は気づいた。戦争のことを話す時だけ、二人は感情を殺しているのだと。そうしないと自分達の心が潰されてしまいそうなのだ。

「……あたし」

　何か言おうとする双葉の肩を喜一郎が叩く。

「未来では、そんなことはないのだろう？」

「うん」

「だったらいいんだ。知ることはない」

「だけどさ、あたし」

「平和な未来があるということがわかっただけでも、俺達は満足だ。な、ユキ」

「そうよ。戦争は終わるんでしょ？　だったら安心ね」

　笑い合う喜一郎とユキを見て、なぜだか双葉は取り残された気になった。

　彼らの喜びが、とても切せつなく思えるのだ。

「ほら、暗くなるなよ！」

　バシッと背中を叩かれる。

「ってぇな！」

「そうそう、そのくらいの元気がないとダメだぞ」

　手を振りながら笑う喜一郎。さすがに頭に来たので、跳び蹴りを喰くらわせる。喜一郎の土手っ腹に見事に突き刺さった蹴りが、ユキを驚かせる。

「……珍しいな。こんなに蹴りの強い女の子は」

「やられたらやりかえすのがあたしの主義だ！」

「男だったらいい軍人になれるな。いや、そのままでもいけるな」

　腹を押さえながらそれでも笑う喜一郎に、双葉はもう一度蹴りを見舞おうとするが、その前に喜一郎が走ってしまう。

「待てコラ！」

「待ったら蹴られるだろう！」

　逃げる喜一郎と追う双葉。

　その後ろをユキが心の底からおかしそうに笑いながら追いかけていた。







　建物の外装は、昭和二年と変わっていなかった。トタンの屋根に、ガラス戸の扉。あとはほかの家屋と同じ作りになっている。「高原商會」と書かれてあった看板は、今では「兎轉舎」に変わっている。ほかの部分と比べて、看板だけが真新しい。

　中に入ると、暗い気分はあっという間に吹き飛んだ。

「あらー、双葉ちゃん。無事にたどり着けたみたいね」

　兎轉舎の店内は、現代のそれと大差なかった。店の脇にある大きな棚に、奇妙な物品が陳ちん列れつされており、中央の机にも用途が不明な小物がたくさん。

　店の奥には四よ畳じよう半はんほどの和室があり、そこの火ひ鉢ばちの前で呑のん気きにお茶を飲んでいるのはまぎれもなく兎轉舎のお姉さんその人であった。いつものお姉さんと違うのは、和服を着て髪の毛を後ろで結んでいることくらいか。

「姉ちゃん――！」

　今まで放っておいて、自分は茶など飲んでいるのか。

　怒鳴りこんでやろうかと思ったが、ふと自制心がはたらく。

　このお姉さんは、果たしてお姉さんなのか。ここはガーゴイルの脳内だ。そこにはこの時代に生きた高原イヨという名の女性がいるはず。

　別人ということもありえる――けど。

「最初に双葉ちゃんって呼んだよな……！」

　思い直して、やっぱりお姉さんに摑みかかる双葉。

　過去に旅立ったのはこれが初めてではない。しかしこれは純粋な時空移動タイムスリップとはわけが違う。その人物の過去の記憶を体験するのだ。

　前回はお姉さんの記憶。そして今回はガーゴイルの記憶。

　いくら前回に強烈な記憶を与えたとしても、別人の記憶になればそこはもう別世界。覚えているわけがないのだ。

「あははは、バレたか」

「てめぇ、人のこと河原に放置して、それだけかよ……！」

「ここに来る前に、設定をちょいといじくったのよ。この時代のわたしと入れ替わるようにね。そしたら最初からウチにいたってわけ。悪気があったわけじゃないのよー」

「だったら探しに来いよ！　なに茶なんか飲んでるんだよ！」

「お茶って言っても、これだけよ」

　お姉さんの持っている湯飲みを見ると、ほとんど透とう明めいだった。まるでお湯ではないか。

「限界まで出がらしたお茶っ葉を使ってるからね。これで精一杯なの」

「やっぱり、戦争のせい？」

「そ」

　お姉さんは気楽に笑っているが、本当はもっと辛つらかったはずだ。過去のことだと割り切れるから、今のこの状況を楽しんでいるのか、それともほかに思う所があるのだろうか。

「なんだか、きいちゃんの妹さんみたいですね」

　くすり、と笑い声がする。

「あらユキちゃん！　来てたのねー」

　お姉さんが小さく手を振り、ユキを迎える。

「こんな騒がしい妹、絶対に嫌です」

　制服の襟えりをゆるめながら、喜一郎が苦笑している。

「あら何言ってるの。ユキちゃんだって、いずれわたしの娘になるようなものだし」

「ぶっ！」

　お姉さんの発言に、喜一郎が思いっきりこけた。

「お母さん！　何言ってるんですか！」

「なーによ今さら。別に隠さなくたっていいじゃない」

　顔を真まっ赤かにして抗議する喜一郎を、涼すずしい顔で受け止めるお姉さん。こうしてみると、目のつくりや喋り方がお姉さんによく似ている。やはり親子なんだなぁとしみじみ思う双葉だった。

「そういやさ、疎開ってなんだ？」

　最初におばさんから聞いた言葉。お姉さんに会ったら聞こうと思っていたのだ。別に喜一郎に聞いてもよかったのだが、色々な情報が入りすぎて忘れていた。

「疎開っていうのはね、ほら、大きな町だと空襲が来る危険があるでしょ？　ここも小さくはないし、安全とは言えないんだけどね。それを避けるために、学校ぐるみで子ども達を田舎のお寺とかに預けるのよ」

「へぇ～……あれ、でも大人はどうするんだよ？」

「大人は逃げないわよ」

　お姉さんは笑う。

「戦争してるからね。働かないと」

　男は兵隊になり、女は兵隊を助けるための仕事をする。それが当たり前の風潮なのだとお姉さんは語った。国民全員が一いち丸がんとなり、戦争に勝つため働くのが当時の日本の政策だったのだ。

「キー兄ちゃんだって学生だろ？」

「キー兄ちゃん……」

　呼び名にいささか不満がある喜一郎。しかしぐっと堪こらえて、双葉の質問に答えてくれた。

「俺も兵隊になるだろうな、きっと」

「ええっ!?　だって学生だろ!?」

「今年から兵隊になる年齢が引き下げられたんだ。もうすぐ俺のところにも赤あか紙がみが届くんじゃないかな。赤紙ってのは、召しよう集しゆう礼れい状じようのことだ」

「キー兄ちゃん、年いくつだ？」

「十七だけど」

「マジで……？」

　見た目が老ふけているとか、そういうことではない。和己と同じ年齢の子どもが、銃を持って闘うのだ。どんどん現実味が薄れていく。高校生が殺し合いなんて、それこそマンガかアニメだ。

「なぁ、姉ちゃん……ここって、本物なんだよな？　本当にこの時代には、こーいうことがあったんだよな？」

「そうよ。全部本当の話」

「…………」

　こうしてお姉さんに真面目な顔で言われても、双葉には信じられなかった。戦争とか兵隊とか、普通に暮らしていたら縁のない言葉が、当たり前に飛とび交かう世界。ファンタジーの世界以外の何物でもない。

「ま、双葉ちゃんの目的は、日本を戦争で勝たせることじゃないでしょ？」

「そう……だけど」

　ここに来た目的は、ガーゴイルを呼び戻すことだ。

　名前を聞いたら、早くガーゴイルに会いたくなった。会えば不安が解消されそうな気がする。どんな事からも守ってくれたガーゴイルがいれば、何も怖くない。

「それで姉ちゃん、ガーゴイルは？　居場所わかるのか？」

「わかるっていうか……ずっとウチにいるわよ」

　お姉さんは湯飲みを置いて立ち上がり、双葉を手招きした。

「お母さん、そのがあごいるって何ですか？」

「あの石像の事よ」

「ああ、あいつか」

　納得する喜一郎。この高原家でも、すでに有名な存在らしい。茶の間から雪せつ駄たを履はいて店に出たお姉さんに続いて、喜一郎があとを追う。その後に双葉とユキが続いた。

　店の裏手には倉庫があった。裏口から出れば良さそうなものだが、売れ残りの在庫らしき箱が裏口をふさいでいた。

「この店、売れてんのか……？」

　ぼそっとつぶやく双葉に、

「いや、店自体は儲もうかっていない。お母さんが知り合いの社長さんに機械の図面とかを売ってるみたいだ」

　喜一郎がそう教えてくれた。

「ひょっとして、東とう宮ぐう電でん機き？」

「そうそう。知ってたのか」

　知らないわけがない。ガーゴイルを作った三人の親のひとり、東ひがし宮みや雅まさ臣おみが社長なのだ。喜一郎の父母である高原潤じゆんと高原イヨ、そして東宮雅臣の三人が魂たましいをこめて作ったのが、ガーゴイルなのである。

　よくよく考えてみれば、その縁えんは双葉のいる現代にまで繋つながっているのだから面白い。

「ほら、ここよー」

　お姉さんが指し示すのは、土蔵だった。前に来た時はこんな蔵などなかった。きっと錬金術の道具や商品を置いておくために作ったのだろう。

「ここにガーゴイルがいるのか？」

「……ま、入ってみればわかるわ」

　土蔵の鍵かぎを開け、中に入った。

　薄暗い倉の中。裸電球が灯ともっている。蔵の両脇は兎轉舎と一緒で、物置用の棚が置かれてある。片方は書棚で、片方は陶器類が置かれてあった。そして中央には原付のような古めかしいオートバイが一台。

「あ……」

　その奥、一番奥の壁にそれはあった。

　壁から伸びている三本の鎖くさりに縛しばられているのは、まぎれもなく犬の形をした石像だった。色は黒く、背中には翼が生え、胴どうと足には装そう甲こうのようなものがある。首筋には文字列のような紋もん様ようが刻まれていた。

「ガ――ガーゴイル！」

　何も考えずに双葉は走り出した。

　石像の身体に触れると、いつもの冷たい石の感触がした。長い別れというわけでもないのに、とても懐なつかしい気持ちになった。

「おい起きろガーゴイル！　帰るぞ！」

　双葉の声に呼応するように、赤い光が石像の両眼に宿った。

　いつものような声で、いつものような口調で、石像が双葉に語りかける。




『――汝は、何者だ？』































　埃ほこりを吸って、思いっきりむせた。やっぱり近くのコンビニでマスクくらい買っておけばよかったかと後こう悔かいする和かず己み。しかしその甲か斐いあって、兎と轉てん舎しやの店内は見違えるように綺き麗れいになった。

「あとは品物の整理だけど……今は、何もないか」

　店のど真ん中に置かれている記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だいを見て、軽くうなずく。

　ガーゴイルを探しに双ふた葉ばとお姉さんが過去の世界に旅立っている頃ころ、和己は店内の掃そう除じをしていた。別にお姉さんに頼まれたわけでもなく、ヒマだったからやっているだけだ。

「和己くん、お茶にしよう」

　店の奥から東ひがし宮みや天あま祢ねが姿を見せる。ガーゴイルとケルプが犬けん猿えんの仲なかであることから、その制作者であるお姉さんと彼は仲が悪いように見受けられるが、こうしてピンチの時には率そつ先せんして駆かけつけてくるあたり、やっぱり良きライバルなのだろう。

「あ、はい。ありがとうございます」

　なぜか店にあったエプロンを外はずし、カウンターに置かれたお茶を手に取る。お姉さんは紅茶も緑茶もたしなむが、東宮の好みは紅茶のようだ。和己は東宮が緑茶を飲んでいるところを見たことがない。

「高原たかはらのやつも、普段から店の掃除をしておけばいいんだ。まったく」

　カウンターに椅い子すを二個並べて、東宮は毒づく。

「いやぁ……でも、何かあると必ず僕か双葉ちゃんが掃除してますからね。罰ばつゲームとかで。案外、それを期待してるのかも」

　椅子に座り、ゆっくり紅茶を飲んだ。少し疲れが癒いやされる。

　双葉達は未いまだ起きる気配がない。

　前回はお姉さんの記憶の中を一週間ほど体験したが、現実世界で過ぎた時間は十五分だけだった。

　それが今回は一時間経たっても戻ってこない。

「仕方ないよ。脳内時間には個人差があるからね。それに当事者の心境によっても違う。ほら、事故に遭あう直前はスローモーションで世界が動くっていうだろう？」

　寝台を見ていた和己に気づいたのか、東宮が教えてくれた。

「そういうものなんですか……」

「それに今回はガーゴイルくんを探すだけじゃなく、その傷まで癒さなくてはならないんだろう？　難易度が違いすぎるさ」

「ガーくんの、傷……」

　果たしてガーゴイルは、あの時代で誰だれを守れなかったのだろう。

　東宮を見る。彼の祖父は東宮雅まさ臣おみといい、ガーゴイルの制作者の一人だ。その孫がいまこうして錬れん金きん術じゆつの使い手になっているのだから、何か知っているだろうか。

「あの、東宮さん――」

　和己が口を開いた、その時だった。

『大変です！』

　記憶発掘寝台の上に、ケルプが座っていた。

　ガーゴイルと同じく石像なので表情の変化は見られないが、それでも焦あせっていることは誰の目から見ても明らかだった。

「たしかケルプは、ケガさせちゃった人のお見み舞まいに行ってたんだよね？」

　和己が確認すると、東宮が代わりにうなずいた。ガーゴイルも双葉もこんな状況だし、東宮は今ここに呼ばれているので、一番手の空あいているケルプが代表して見舞ったのである。

『それが――その、被害者の方がどこにもいないのです』

「なんだって？」

　和己も東宮も立ち上がる。

『小しよう生せい、被害者の方を運んだ救急車の番号を覚えておりましたので、そちらの方にも問い合わせてみたのですが……そのような患者を迎え入れた救急病院など、どこにも存在しないというのです』

「どうして……？」

　誰が、どういう理由で被害者を隠したのか。そもそも、それをしてどういう得があるのか。和己には全まつたく想像がつかない。

「妙だね」

　東宮も考えこむ。

「その被害者――本人のこと以外にも、たとえば受けた傷や着ていた服や言動におかしなところはなかったかい？」

「僕は、特におかしなところはなかったと思いますけど……」

『小生も和己さんと同意見です。言動については、そもそも意識を失っていたため、知ることができませんでした』

「ふむ……」

　考えこむ東宮をよそに、和己はカウンターの下にある電話帳を取り出した。救急病院の名前をチェックして、片かたっ端ぱしから電話をかけてみる。しかしどの病院でも結果は同じだった。そのような患者はいない、とのこと。

「退院したとかでもなく、最初からいないとなると……やっぱりおかしいですよ」

　溜ため息いきと共に受話器を置く和己。

「ひょっとして、新あら手ての錬金術師かな？」

　東宮が出した結論は、和己もちょっと納得できた。

『ですが、見えざる水銀や触れざる硫い黄おうは感知されていません。これでも小生、ガーゴイル様以上の感覚器を持っていると自負しておりますが、いまだにそのような反応は……』

　あくまでも控ひかえめに答えるケルプだった。

　被害者を隠した犯人は、何が目的なのか。

　ふと、記憶発掘寝台で寝ているガーゴイルが目に入った。

「あの……東宮さん。ガーくんの過去にあった出来事って、ご存じなんですか？」

「どうして急に？」

「いや、ただ……ガーくんが眠っちゃったのと、今回の病院の件が繋つながっているんじゃないかなぁ、って……だとしたら、その過去の因いん縁ねんがらみの人かなって」

「なるほど。確かにそれが自然な考え方だね」

　うなずき、椅子に座って腕を組む東宮。

「……僕も戦争なんて体験してないし、知っていることは全すべて祖父の口くち伝づてだから、大した情報はない。だけどあの時代なら、何が起きてもおかしくはないと思う」

「心当たりはあるんですか？」

「ないよ。あの戦争でガーゴイルくんや高原に恨うらみを持つようになった人間なんて想像つかない。恨まれるとしたら、そう……むしろ僕とケルプだ」

「東宮さん達が？」

「うん――というより、東とう宮ぐう電でん機きに恨みのある人は相当いるかもしれない」

『それは小生も存じ上げませんでした』

　ケルプの一言に、東宮の表情が曇くもる。和己もちょっと引っかかった。ケルプと言えば今まで東宮の事ならなんでも知っていると思っていたが、そうでもなかったのか。

「あまり……誇ほこらしい過去じゃないからね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う東宮。

「簡単に言えば、東宮電機は兵器産業にも手を染めていたんだ」

「えっ!?」

「驚くだろう？　でもね、これは僕の祖父がよかれと思ってやったことなんだ」

　東宮雅臣のことは和己もよく知っている。気さくで優しいおぼっちゃまという雰ふん囲い気きで……そう、確か戦争で儲もうけた自分の父を嫌っていたはずだった。

「それが戦争を早く終わらせる一番の方法だと思っていた。いや、祖父だけじゃない。日本のほとんどの人がそう思っていたんだ――」

　そう言われると、和己は何も言えない。

　国のためなら喜んで命を差し出す人達が大勢いた。知識でしか知らないことだったけど、こうして東宮の口から聞くと、リアリティを帯おびてくる。同時にあの時出会った心優しい錬金術師の東宮雅臣のことを思い出してしまい、その雅臣が兵器を作っていた事実を知って沈ちん鬱うつな気分になるのだった。

「それでも、どうして犯人が被害者を隠したのかはわからないままだけどね。まぁ、調べればいずれ必ずわかるだろうけど」

　ポットから新しいお茶を注そそぎながら、東宮が言った。

　和己もうなずき、冷めたお茶を一気に飲み干し、ポットを借りた。

　ケルプだけが何かを考えるようにじっとたたずんでいた。







　兎轉舎から数百メートル離れた地点にある、御ご色しき第一小学校。

　双葉も通っているその小学校は、日曜なので人ひと気けがない。休日出勤の先生か、部活動をがんばる子ども達のみ。そしてその小学校の裏手にある山は、さらに人がいなかった。

　秋に入って紅葉を楽しむ老人がたまに来るが、ほとんどの人は木々を見たら「もうちょっと後に来るべきだったな」と落胆らくたんして帰ってゆく。そんな季節だった。

　その山には、主ぬしと呼ばれる者がいた。

　それは女性の姿をした植物で、名をオシリスという。美しい外見に似合っているが、性格は高たか飛び車しやで気き難むずかしい。怒ると触しよく手しゆから光線を出すという、恐るべき存在だ。といっても御色町の人達は忌き避ひしているわけではなく、たまに町に降りてくるのでフツーに挨あい拶さつしたりしている。

　そのオシリスは夏から葉が赤くなっていく木達にねぎらいの言葉をかけながら、山を散策していた。同じ植物のオシリスにとっては、紅葉は老おいの証あかしだ。葉が散っても木が死ぬわけではないが、それでも身体からだの一部をもがれていくようで悲しい。

　歩くたびに触しよく手しゆがジュルジュルと音を立てるので、動物達はいまだにオシリスの姿に怯おびえる。町のガキどもなどは指をさして「モルボル」などと呼んでくるので、容よう赦しやのない光線を浴あびせたりもしている。

　オシリスの足音が止まったのは、御色町が一望できる丘まで辿たどり着ついたときだった。たくさんの彼ひ岸がん花ばな達に見守られながら、人間には聞こえない歌を歌おうとした時、何かの気け配はいに気がついた。

　――誰じゃ？

　最初、人間かと思った。しかしそれにしては足音が奇妙だった。この山には別に秘密があるわけでもない。それなのに忍び足のように、音を潜ひそめている。ガーゴイルのライバルを自称している怪かい盗とう百ひやく色しきかとも思ったが、彼は必要のない時まで足音を消したりしない。

　動物でもない。四足歩行の足音ではない。

　――この山も物騒になったものじゃ。

　彼岸花たちを踏まないように気をつけながら、足音の出で所どころを探るオシリス。彼女の制作者であるヒッシャムがいれば、もう少し簡単に事が済むのだが、彼はいま遠くの街にある知り合いの花屋まで希少種の花を買いに行っている。

　どうしてヒッシャムがいれば簡単に済むのかというと、アホな彼が囮おとりになっているうちに相手の素す性じようを探れるからである。アホだが頑丈なので死にはしないだろう。

　しかしヒッシャムはいないので、あきらめて一人で山を下りる。

　――おや、オシリスさん。険けわしい顔をして、どうなさいました？

　山の中腹あたりの森。その森の木が気楽に話しかけてくる。

　――怪あやしい奴を見なかったか？　先ほどこの山に入ったのじゃ。

　――そういえば……鳥達の様子がおかしいですね。

　言われて、上を見てみた。風に揺れる枝。いつもならその上で羽を休めている鳥達だが、今はその姿を潜めている。

　そして気づいた。

　――枝の上に、何かいるな。

　オシリスが気づいた直後、その影が枝を揺らした。目には見えないが、確かにそこに何かがいた。透明になれるクスリでも使っているのか、音も気配もあるが姿だけは見えないのである。

　――何なに奴やつじゃ！

　影を追ってオシリスの触手が伸びる。触手から紫色の光線が放たれると、影の軌き道どうが変わった。まるで光線が放たれることを予測していたかのように、射線からずれる。

　紫色の光線が木の葉を貫つらぬき、空に昇る。

　すでにオシリスは戦闘態勢になっていた。身体に隠していた触手を全て外に出し、腕の周りに盾となる葉を広げる。

　足を止めることなく、見えない追跡者を追い始めた。触手を器用に使い、木から木へと飛び移る。テナガザルのような動きで森を飛び回るオシリスだが、使っているのは触手なので両手は空いている。その空いた両手で追跡者を捕とらえようという魂こん胆たんだ。

　だが追跡者との距離は一向に縮まらない。前方の木の枝が不自然に揺れているところから、やっぱり相手は姿の見えない何からしい。それを捕まえて、ボコボコに殴なぐれば正体もわかるかもしれないと考えたのだが……

　――なにっ!?

　オシリスの触手が動いた。真ま下したから飛来する何かに反応して、触手から葉が生える。それは葉を貫き、触手に突き刺さった。

　――ぐっ！

　侵入者は前方にいるのに、攻撃は真下から。二人以上いるのか。

　しかし下には何もいる気配がしない。

　木の枝にぶら下がったまま、じっとあたりを見る。

　今度は左後方から光が飛んできた。最初は見えなかったが、今度はわかる。ただの光線ではなく、光線を物体にまとわりつかせている。光る鉄片――投げナイフのようなものだ。

　葉の盾たてでは防ふせげないと悟さとったオシリス、触手を振ってナイフをはね除のけようとするが、ナイフの威い力りよくはオシリスの触手を根元から引きちぎった。触手と共に森の彼方かなたへ飛んでいくナイフ。

　――面白い攻撃じゃな。













　ちぎれた触手はすぐに生えてきた。オシリスもそうだが、ガーゴイル達の攻撃は光線が主体だ。しかし今度の相手は光線の原料である、見えざる水銀を物体にまとわりつかせている。中身がある分、強度も上がるというわけだ。

　いや、あれが見えざる水銀かどうかはまだわからない。

　――やはり、匂においが違うな。

　あり得ない方向から攻撃する手段といい、今度の敵は一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

　楽しい獲物を見つけたオシリスがニヤリと笑うと、下の茂みが音を立てた。

　――そこかっ！

　オシリスの光線が茂みに照射される。紫色の光線は、地面に当たると黒く変色していく。彼女の得意な腐ふ食しよく光線だ。だが今度も手て応ごたえはない。

　と、枝を握にぎっていた触手から重みが消えた。

　光るナイフが枝ごと切り落としたのである。

　――しまった！

　なすすべもなく落下するオシリス。触手と葉をクッションにして着地すると、敵を探して首を回す。

　後方から風を感じた。

　触手をそちらに向けた時には、すでに遅かった。

　――ッ！

　鋭い刃物がオシリスの首を切断していた。

　ごろりと転がり落ちるオシリスの頭。首から血液のような汁が吹き出た。

　切断した影は勢いを殺さず、茂みの奥に走り去る。

　――逃すかぁっ！

　オシリスの手が切断された頭をひっ摑つかみ、相手が逃げた方へブン投げた。

「!!？」

　これは相手も予想外だったのか、動きが乱れた。

　――喰くらうが良い！

　投げつけたオシリスの口から紫色の光線が放はなたれた。

「!!」

　光線は茂みの奥に隠れる何かに当たったようだ。くぐもった声が聞こえてくる。任務を果たしたオシリスの首はそのまま落下し、地面に潜もぐる。死んだわけではなく、山の養分になるのだ。

　さらに追いかけようとしたが、気配が消えた。

　逃げに徹てつしたのだろう。もうオシリスでは追いつけない。

　――ふん。

　なかなか手て強ごわい相手だった。弱点を突かれていたら、今頃どうなっていたか。動物のような反応速度だったが、行動パターンは人間のようだった。人間だとすれば、あり得ない方角から武器を放った芸当が説明できないのだが。

　――臆おくせずに妾わらわに立ち向かったということは、また錬金術師か？

　錬金術を知らぬ素人しろうとの犯罪者は当然のこと、殺し屋でも、オシリスの姿にビビッて戦うどころではないだろうから。ロボットのような感情のないモノという可能性も捨てがたいが、オシリスには断定できない。

　いずれにせよ、最終的な狙ねらいはガーゴイルだろう。この町に来る奇人変人は、必ず最後にはガーゴイルに辿り着く。悔くやしいがオシリスもガーゴイルだけには敵かなわない。

　――吉永の小こ倅せがれに連絡しておくかの。

　切断された首から、ポンと頭が生えた。何事もなかったように携帯電話を取りだし、メールを打ち始める。体内で万能薬パナケアを精せい製せいできるオシリスにとって、首は髪かみの毛けと同じ感覚なのである。







　特に進展もないまま兎轉舎で退たい屈くつな時間を過ごしていると、ポケットが震ふるえた。

「あれ、オシリスからだ」

　和己は携帯電話を取りだし、内容をチェックする。植物だから声帯がないオシリスとは、気がついたらメル友になっていた。道ばたで見つけた珍めずらしいモノの写真を交換し合ったりしている。一度、メール交換している現場をとある後こう輩はいに見られて、なぜか変な誤解をされ、なぜか一いつ生しよう懸けん命めい弁解したことがあった。

　そして今回のメールは、いつもと違って短かった。

　――正体不明の敵に注意されたし。

「なんだろ、これ」

　東宮に相談しようと立ち上がった、その時だった。

　兎轉舎の前にある、ガラス張りのショーウィンドウが震えていた。外に強い風が吹いているわけでもないのに、びりびりと音がする。

「和己くん、下がった方がいい」

　東宮が手を伸ばして和己をかばおうとする。

　ケルプを探そうと視線を巡めぐらせると、何かが視界に入った。

　兎轉舎の外――御色南口商店街。日曜の午後だが、買い物に来る人は少ない。駅から自宅に帰ろうとする若者や、食事を終えたカップルなどが往おう来らいしている。

　その人物は兎轉舎の正面に立ち、まっすぐこちらを見ていた。

　何かに驚いている様子だが、すぐに首を振って打ち消しているようだ。変なものでも見えたのだろうか。兎轉舎には変なものばかりが置いてあるので、知らない人が見たら驚くのも無理はないが。

「あの人……」

　姿形を覚えようとする前に、目の前が光った。

「うわっ！」

　ストロボを炊たいたような閃せん光こうに、目を背そむける。ガラスが割れる音が連続して響き、それとわずかに遅れて刃物を擦すり合あわせたような鋭い音。

「ケルプ！」

　兎轉舎のど真ん中に置かれてある記憶発掘寝台。それをかばうようにしてケルプが座っていた。目の前に六個の小さなバリアーを出し、店の前の襲撃者が放った攻撃を受け止めている。大きな盾を出すガーゴイルとは違い、ケルプは小さな盾を何個も出すのが好みなのかと、こんな時でも思ってしまう和己。

『お待ちなさい！』

　光が完全に消えないうちに、ケルプの姿が消えた。

　ケルプがいなくなったということは、安全になったということだと判断して、和己は記憶発掘寝台に駆け寄る。

　何かが床に落ちていた。

「これ……ナイフ？」

　六個の刃物だった。ナイフというより、鉄を潰つぶしただけの、まっすぐな刃物だった。これで何か切れるのだろうか。

「忍者が使う苦く無ないという武器に似ているな。手しゆ裏り剣けんみたいなものだよ……っち！」

　東宮が刃物を拾おうとして、急に手を引っこめた。

「あつつ……さっきの光といい、この苦無に光線をまとわりつかせて投げたんだろう」

　耳たぶを触さわりながら説明する東宮。和己にはただ光がこちらに迫ってきた事くらいしかわからなかった。さすが錬金術師。

「そして……やっぱり敵の狙いはガーゴイルくんだったか」

「……そうみたい、ですね」

　和己もうなずく。

　刃物が落ちていたのは、記憶発掘寝台の正面。一番真ん中の、夢を見る者が寝ている寝台の位置。つまり、兎轉舎の外からまっすぐガーゴイルを狙っていたのである。

「今の……人間、でしたよね？」

　確認のために東宮に尋ねる。

「僕も顔までは見えなかった。だけどあれは人間の男性だったね」

「やっぱり錬金術師ですか？」

「最初はそう思っていたけど、そうじゃないみたいだ」

　熱がなくなったのを何度も確認してから、苦無を拾い上げる東宮。

「物体に光線をまとわりつかせて投げる、か。この苦無に付着しているのは、見えざる水銀とは少し違うようだ」

「じゃあ……」

「敵は錬金術師じゃない。でも、錬金術とは別種の何かを持っているということかな」

　あくまで余裕の表情で分ぶん析せきする東宮。

　遠くの方で爆発音が聞こえた。

　音からして、爆発は商店街のアーケードの端はしで起きたようだ。通行人が悲ひ鳴めいをあげている。それは日常のことなので、誰も驚かなかった。

『おおおぉぉぉっ！』

　しかし兎轉舎の前を、回転しながら宙を舞うケルプが横切った時は、さすがの東宮も焦ったようだ。店から出て、ケルプが飛んでいった方へ走る。

「ケルプ!?」

　和己も東宮もケルプを追った。後で考えてみれば、店が完全に無防備だったのだが、敵は店には近づかなかったようだ。

　ケルプを倒して満足したのだろうか。

　アーケードの端から端まで飛ばされたケルプは、翼と足が一本ずつもがれていた。石像なので血は流さないが、その痛いた々いたしさは和己も目を覆おおってしまうほどだった。

『小生が……ただの人間に……』

　うめくケルプ。

　和己は後ろを振り返った。見えるはずはないのだが、敵の姿を確認したかったのだ。

　御色南口商店街はそれほど混乱していない。いつものように店の外に出している商品を避ひ難なんさせようとしている人達や、またガーゴイルの仕し業わざかとぼやきながら歩いている通行人。このくらいの事件では、慌あわてる人も減ったのである。

　その中で、マントのようなものを翻ひるがえしている男の後ろ姿を和己は見た。

　その男は人混みに隠れてすぐに見えなくなったが、彼の姿はいつまでも和己の目の奥に焼き付いていたのだった。

「ガーくん……」

　助けを呼べばすぐに来てくれる最強の門番は、今はいない。
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　橙だいだい色いろに照らされた蔵の中。電球にたかる虫の羽は音おとすら聞こえる静けさ。

　現代なら外を走る電車や自動車の音が聞こえてもいいのに、蔵の中だと全ての音が遮しや断だんされる。怖こわいくらいの静せい寂じやくの中、双葉と石像は見つめあっていた。

「なぁ……覚えてねぇか？　さくら祭りで金色の変態どもと戦った時のこととかさ。オバケとやりあった時とか」

　石像の前にあぐらをかいている双葉。お姉さんに借りた服を着ている。上は絣かすりの着物、下はもんぺだ。ズボンよりも動きやすい。

『汝なんじも意い固こ地じだな。我われはもう十年以上もここでこうしている。祭りに参加した記憶など無い。そもそも汝など知らぬと言ったではないか』

「そうじゃねーよ！　おまえは記き憶おく喪そう失しつになってるだけなんだって！」

『たとえ記憶喪失であろうが、常識で考えて未来の記憶など持っているはずがなかろう』

「噓うそだ！　お前、心の中にひきこもってるだけだって、姉ちゃんも言ってたぞ！」

『噓をついているのは汝であろう。我に何をさせたいのだ？』

「すっとぼけんな！」

　立ち上がって石像を蹴けりつける双葉。

「みんなお前の帰りを待ってんだよ！　つべこべ言ってねーで、戻ってこい！」

　鎖くさりに巻かれた石像を何度も蹴りつけていると、双葉の身体が宙に浮いた。両手足をジタバタと動かしていると、見えない拳こぶしに殴なぐられたように後ろに吹き飛ぶ。

「べっ！」

　蔵の床を転がる双葉を、石像は冷ひややかな目で見つめていた。

『よくも毎日、飽あきもせずに同じ事を繰くり返かえすのだな』

「てめぇ……！」

　立ち上がり、蹴りを放とうと駆け出す。

『そこまでにしておけ』

　石像の両眼が赤く輝いた。条件反射で足を止める双葉。

『我も無抵抗のまま蹴られるほど甘くはないぞ』

「おまえ……！」

　本気の目だった。

　今までになく辛しん辣らつな言葉を浴あびせられ、双葉は動くことも喋しやべることもできなくなる。いつもは双葉の蹴りを甘んじて受けていたガーゴイル。双葉の足が届かないこの距離よりも、もっと遠くへ行ってしまったような気がした。

「子ども相手に本気になるなよ」

　蔵の扉が開き、まぶしい光が目に差し込んできた。ずっとここにいたので、すっかり目が暗闇に慣れてしまっている。

　入ってきた喜き一いち郎ろうは、土まみれの双葉を見て苦笑する。

「双葉。そろそろご飯にしようって、お母さんが」

「ん……わかった」

「そんなにしょげるな。今日は辛味汁カレーだそうだ」

　カレーと聞いて、双葉の耳が動く。喜一郎も嬉うれしそうだ。

「でも、食うものに困ってんじゃねーの？　だいじょぶなのか？」

　数日この時代に暮らしていて、双葉にも事情がわかり始めた。兎轉舎に金かな物ものが少ないのは、全て弾薬に使われているからだそうだ。ほかにも家財道具の一部は軍隊に徴ちよう収しゆうされている。後生大事に持っていても、空襲で燃やされれば全てなくなるので、それならば軍隊のために役立てようとする人もいるようだ。

「ああ、そのへんは流石さすがというか……お母さんはいろいろとズルをする方法を知っててな。いかに配給を多くもらうかに情熱を注いでるよ。それに節約の仕方も知っている」

「やっぱりか……」

「いかさまなんてどこの家でもやっているしな。配給切符の偽ぎ造ぞうとか、見つかったら厳げん罰ばつらしいけど、そうでもしないと食べていけない家もたくさんあるんだ」

　寂しそうにつぶやく喜一郎。数日間泊めてもらい、一緒に暮らしているうちに彼の気持ちもわかるようになった。結局のところ、双葉と似たもの同士、ぶっきらぼうだけど根は素直なのである。お互いそれを認めるのが嫌なので、ことあるごとに喧けん嘩かしているのも、一段と仲が良くなった証しよう拠こだ。

「とりあえず、その服は洗っておけよ。替えにも限界があるからな」

「うーい」

　蔵を出るときに、双葉はもう一度石像を見た。相変わらず鎖に繋がれたまま、意志がないかのようにじっと座っている。

「双葉。あの石像のことなら心配するな」

　蔵から母おも屋やまでの短い道のり。そこで喜一郎が双葉の頭に手を置いた。

「あれは俺のお父さんとお母さんと――あと、東宮さんが日本を守ってくれるために作った石像だ。きっと悪い奴じゃないさ」

「ん……」

　悪い石像じゃないのはわかっている。

　それでも、あの石像はガーゴイルではない。

「だから、きっと双葉が危険になったら守ってくれる。そういう石像だからな」

　わしゃわしゃと頭を掻かきむしる手を、双葉は思いっきりはねのけた。

「だから子ども扱いするなっつってんだろ！　これ結び目がズレるから嫌いなんだよ！」

　掻きむしられたおかげで、髪型が崩くずれてしまった。双葉が頭をなでられるのを嫌う理由の一つはこれだった。仕方なく一度ほどいて、また結び直そうとする。

「きいちゃん、ご飯だよー」

　兎轉舎の縁側でユキが立っていた。母親が空襲で焼けた隣町の親しん戚せきを手伝っているので、彼女もご飯の時は兎轉舎に世話になっているのである。

「あっ、双葉ちゃん。また髪の毛ほどけちゃったのね」

「そうなんだよ！　キー兄ちゃん、すぐ頭掻きむしるからさー」

「ふふふ。妹ができたみたいで嬉うれしいんだよね、きいちゃん」

「馬鹿言うな。それよりご飯にするんだろ」

　ぶっきらぼうに言い放ち、喜一郎は母おも屋やに入っていく。入れ替わりにユキが縁側から降りてきて、双葉の髪を直す手伝いをしてくれた。

「きいちゃんも、もっと素直になればいいのにねー」

「姉ちゃんとかには丁てい寧ねいなんだけどな」

「それはね、きいちゃんは昔からご両親をとっても尊敬しているからなの」

「そうなんだ……尊敬ねぇ」

　双葉もパパとママを尊敬してはいるが、あそこまで丁寧な口く調ちようはできない。あくまで両親は両親であって、よそゆきな態度で接する相手ではないから。

「双葉ちゃんの髪型って面白いのね。未来で流は行やってるの？」

「流行ってるってほどでもないけどな。でもポニーテールなんてフツーにいるぜ」

「電髪パーマネントが廃はい止しされてから、お洒落しやれなものがどんどんなくなっている気がするわ……私はそれほど興きよう味みないし、今はそれどころじゃないんだけどね。でも私もたまにはかわいい髪型してみたいなぁ」

「ユキ姉ちゃんもやってみる？」

「え、私はいいよ。きいちゃんも『そのままがいい』って言ってくれたし」

　言ってから顔を赤らめるユキ。そしてそんなユキを変な笑顔で眺ながめる双葉。いつの時代でもこういう男女はいるものだ。

　その時、玄関から大きな声が聞こえた。

「高原さん！　高原さん！」

　声に聞き覚えがなかったので、双葉もユキも母屋に入り、玄関に行ってみた。そこでは制服を着たおじさんが、喜一郎に何か封ふう筒とうを渡している所だった。あとでお姉さんに聞いた所によると、あれは郵便屋らしい。

　その郵便屋のおじさんは、喜一郎に封筒を渡し終えると、両手を上げて叫んだ。

「おめでとうございます！」

「……はい」

　中身がわかっていたのだろう、喜一郎はその封筒を静かに受け取った。

「きいちゃん……」

　郵便屋が兎轉舎を出て自転車で去って行くと、喜一郎は封筒を開け、中に入っていた赤い紙を取り出した。

　――赤紙。

　双葉もその名前は聞いた。これをもらった人は戦争に行かなければならないのだ。

　何かが落ちる音に振り返ると、ユキが倒れていた。

「ユキ姉ちゃん！」

　慌あわててユキを抱き起こす。こんな時にお姉さんはいない。喜一郎は赤紙を見ながら立たち尽つくしていた。仕方がないので双葉がユキを居い間ままで運び、寝かせることにした。

　後で振り返ってみると、この時お姉さんがいなかったのは、この日この時間に喜一郎宛の赤紙が来ることを知っていたからだろうと双葉は推すい測そくする。自分の子どもが戦争に行くと知って平静でいられる親などいない。

　一番嫌いだった想い出から逃げたかったのかもしれない。







　卓ちや袱ぶ台だいに召しよう集しゆう令れい状じようを置き、その前で正座している喜一郎。

　人の運命を変えることのできる紙きれを前に、目を閉じてじっと考えこんでいる。

　もう二時間ほどそうしていた。

　そんな喜一郎の背中を、柱の影からずっと見ている双葉。家へ戻ったお姉さんは倒れたユキの面倒を見ている。

　どう声をかけたらいいかわからないのだ。

　そうこうしているうちに、柱時計が鳴った。

「……どうしてお前が悩むんだよ、双葉」

　背中で声をかけられた。

「お前には関係ないことだろ。未来では戦争なんてないんだ。俺が戦争に行こうが行くまいが、お前の未来は変わらない」

「そんなこと言うなよ！」

　たまらず双葉は飛びだし、卓袱台の上の赤紙を手に取った。

「こんな紙切れで、なんでキー兄ちゃんが死にに行かなくちゃならねーんだよ！　おかしいだろ、どう考えたって！　戦争なんて、そんな、ありえねーよ！」

　後半はもう感情論にもなっていない。それでも喜一郎は双葉の気持ちを受け取った。

「行くことねーって！　バックレちまえばいいんだよ！　兵隊のひとりやふたり、増えても減っても気づかれねーって！」

「……そうもいかないよ」

　双葉から赤紙を取り返し、喜一郎は笑いかける。

「たとえば危険が迫せまった仲間に、俺が『危ない！』と声をかけたおかげで、その人の命が助かるかもしれないんだ。誰が、誰の運命を左右するかなんて、わからない」

「それでも……キー兄ちゃんだって、人殺しになるんだろ？」

「それはないよ。十七歳って兵隊の中で一番年下なんだ。俺みたいな子どもは、せいぜい雑用だろ。銃だって全員に行き渡るとは限らないし。さすがに俺も人を殺そうなんて思っていないさ」

「でも、人殺しの手伝いするんだろ!?」

「それで家族が守れるんなら、俺はどんな事でもする」

　喜一郎はきっぱりと言い放った。

「うん。双葉と話していて、決心がついた。やっぱり俺は行くよ。喧嘩は嫌いだし、人殺しなんてまっぴら御ご免めんだ。けど、こんな俺でも誰かを守れるかもしれないから」

「キー兄……」

「それでいいですよね、お母さん」

　振り返ると、柱にもたれるようにしてお姉さんが立っていた。

「あんたが思う通りにしなさい。わたしは何も言わない」

「ありがとう……ございます」

　喜一郎は深く頭を下げる。

「姉ちゃん！　いいのかよ!?」

　お姉さんに近づき、乱暴に肩を揺ゆする双葉だが、

「いいのよ。喜一郎がそうと決めたら、てこでも動かないしね。たとえ喜一郎が戦争に行きたくないって言っても、わたしはそれを許すつもり」

　そう言ってお姉さんは小さく笑う。

「なんで……姉ちゃん、自分の子どもだろ？」

「だからこそ、よ」

　本当はお姉さんだって喜一郎に戦争に行って欲しくないに決まっている。そういう感情をすべて押し殺してでも、戦争とは行かねばならないものなのか。やっぱり双葉には理解できない。

「さて、そうと決まったら支し度たくをしないとな」

　喜一郎が立ち上がり、赤紙を服のポケットにしまう。

「身支度に必要なもの、ちょっと聞いてきます」

　居間から出ていく喜一郎を、お姉さんは笑って見送った。

「わかんねぇよ……なんで、みんな……！」

　あまりに当たり前に過ぎていく非日常に、双葉は泣き出したくなった。

　だけど涙は見せない。どんなことがあっても泣かないというのが双葉の信条だ。幼稚園以来、家族にも喧嘩相手にも涙は見せていない。

　だけど心にある悲しい感情はどうやっても消せなくて。

「オラァッ！」

　近くの柱に蹴りを入れる双葉を、お姉さんは怒ったりはしなかった。







　それからまた数日が過ぎた。イヨと喜一郎とユキは現実を受け入れ、着々と戦場へ行く支度をしている。双葉は手伝う気になれず、町をぶらつく毎日だった。時々、喜一郎と同じくらいの年頃の若者が、軍服を着て家族と一緒に歩いている。駅の方では、戦地へ向かう兵隊を、家族全員で万歳ばんざいしながら見送る光景が見られた。

「すみません。これお願いします」

　駅の前でおばさんに声をかけられた。手には白い布と針はり。

「何これ？」

「あら、千人針知らない？　これはね、戦地へ行く兵隊のお守りなの」

「へー。千せん羽ば鶴づるみたいなもんか」

　断る理由がないので、双葉もそれに針を刺し、糸を縫ぬいつけた。そのくらいの技術は家庭科の時間に習っている。おばさんは涙を流さんばかりに喜び、何度も双葉にお礼を言って去っていった。

　周りの人は、男性か女性かですぐに判別できた。男性は大抵が国民服か背広で、女性は防ぼう空くう頭ず巾きんにもんぺ姿。いつ来るかも知れない空襲におびえながら、薄暗い空を見上げている。

　地面はアスファルトではないので土つち埃ぼこりが良く立ち、その埃が空に舞ってあんなに薄暗くなるのかと双葉は思う。写真で見る太たい平へい洋よう戦争はどれも白黒かセピア色だが、今双葉が立っている昭和二十年は、黄色い霧きりがかかったように見えた。

　腹が減ったので、兎轉舎に帰る。腹が減っても何も食べられない家もあるかと思うと、お姉さんの技で食いつないでいる自分が恥ずかしくなる。それでも空腹には勝てない。

「ん？」

　兎轉舎の入口に車が停とまっていた。車を見ること自体、とても珍しかった。こういうものは軍に徴集されるのではないのか。それともこれは軍用車なのか。軍用というより、普通の乗用車に見えるが……。

「や、どーもどーもどーも、お久しぶりです」

　兎轉舎でお姉さんと話しているのは、小太りのおじさんだった。背広をきちんと着ているつもりなのだろうが、出っ張った腹がとても目立つ。まだ肌寒い季節なのに、手ぬぐいで毛のない頭をしきりに拭ふいていた。

「ただいまー」

　双葉が引き戸を開けると、おじさんはとても珍しい動物を見たように目を丸くさせ、

「おやおやおや、これはこれは……高原さまのお嬢じようさんですか？　いやはや、いつのまにこんなに大きなお子さんが――」

　妙に大おお袈げ裟さに驚くおじさんを、双葉はじっと睨にらみつける。

「違うわよー。でも、今は似たようなモンかな。ま、喜一郎の妹程度に思っておいてくださいな」

「はぁ、まぁ、そういうことでしたら……どうもどうも、初めまして」

　今の説明で納なつ得とくできるわけはないだろうが、そこは大人の会話なのだろう。おじさんは双葉相手にも丁寧に頭を下げた。

「おっちゃん、誰？」

「おじさんはね、東宮電機という所から来たんですよ」

「ってことは、雅臣兄ちゃんの知り合い？」

「おお、社長をご存じとは。それは説明が省はぶけていいですな。ワタクシ、平ひら賀がと申しまして、ええ、東宮社長の下で働かせてもらっておりまして、ハイ」

　そういって平賀と名乗るおじさんは、詐さ欺ぎ師しを思わせるもみ手をして双葉に笑いかけた。双葉にしてみれば胡う散さん臭くささが一回りして、逆にわかりやすい人だなと思った。

「で、このおっちゃん何しに来たの？」

「ユキちゃんのことでね」

　お姉さんが後ろを向いて手招きすると、ユキが荷物を持って走ってきた。

「あ、あの、このたびは、私なんかのために……本当にありがとうございます！」

　勢いよく頭を下げるユキ。

「……どういうことだよ？」

　全然わけがわからない双葉に、平賀が説明してくれた。

「ええ、ユキさんは私どもの工場で働いていただくことになりまして、ハイ」

「工場で？　なんで？」

　確かユキは「学がく徒と動どう員いん」といって、学校ぐるみで近くの町工場に働きに出ている、と喜一郎から聞いた。それ以上に働きたいのだろうか。

「きいちゃんが戦争に行っている間、私にも何かできないかなぁって思ったの。日本のために、戦争を早く終わらせるためにできることを考えたら、やっぱり私、もっともっと働かなきゃなぁって」

　ユキは自分の体重と同じくらいの荷物をひっぱってきた。彼女の母は空襲で焼けた隣町の復ふつ興こうを手伝った後、そのまま親戚の家で過ごすそうだ。ユキが働きに出ることは、もうその時から決めていたらしい。

「大丈夫なのか、ユキ姉ちゃん？」

「どうして心配するの？」

「だって、都会って空襲とか来るんだろ……」

「その点については心配いりませんよ、ハイ」

　平賀が明るい顔で双葉を見ていた。

「なんと言っても高原様のお知り合いですから。我が社長もその辺は充分配はい慮りよしておりまして。働く工場も安全を考慮して、東京から若干離れた場所にありますです」

「本社の近くの工場なんですよね、平賀さん」

　お姉さんも平賀のことは信頼しているようで、ユキの上京をとても喜んでいる様子。

「ええ。あそこなら空襲も来ないだろうと社長も仰おつしやっておりました。つまり疎そ開かいも兼かねていると思えば、一いつ石せき二に鳥ちようでございますよ。社長の目も届きますしね」

「なるほどねぇ」

　手を叩いて納得する双葉。

「というわけでして、ユキさん。準備の方はよろしいですか？」

「あ、はい」

　ユキに代わって重い荷物を持ち上げる平賀。かなり重いはずなのに、苦もなく持ち上げてしまった。

「じゃあ双葉ちゃん。戦争が終わったら、また会おうね」

　手を振るユキ。

「もう行っちゃうのか？」

「うん。お仕事にも早く慣れないと」

「そっか……」

「あ、そうだ双葉ちゃん。お願いがあるの」

　両手を合わせて、ユキが困ったような顔をする。

「その髪かみ留どめ、私にくれない？　双葉ちゃん、運が良さそうだからお守り代わりに」

「これ？　……うん、いいぜ」

　髪を結っていた赤いヘアゴムを取った。確かに自分で強運だとは思う。その運がユキに伝わればいいと願い、双葉はそんな想いをこめてユキに手渡した。

「ありがと」

　それを胸に抱き、本当に嬉しそうにユキが笑った。

「さ、ユキさん。参りましょう。では高原様、またうかがいますので」

　平賀がガラス戸を開け、車へ案内しようとする。

　しかし平賀の足が止まり、ふと何かを考える仕草をしたと思ったら、すぐに兎轉舎に引き返してきた。

「いやいやいや、ワタクシちょっと忘れ物をしたみたいで。ユキさん、お先にどうぞ」

　ユキもなんとなくわかったようで、平賀に頭を下げて外に出た。

「おっちゃん……すっげぇわざとらしいぞ」

「おやおや、そうでしたか？　まぁワタクシの演技など、お二人はすぐに忘れてしまうでしょう」

　悪びれもせずに笑う平賀に、双葉も苦笑した。







　平賀が乗ってきた黒光りする乗用車にもたれかかるようにして、喜一郎が立っていた。ユキが兎轉舎から出てくると、咳せき払ばらいを一つする。

「きいちゃん……」

「ほら」

　手を差し出す喜一郎。

　ユキは何のことだかわからず、戸と惑まどっている。

「荷物」

「あ、うん。中に置いて来ちゃって」

「……そっか」

　普通なら店を出た時に気づいてもいいだろう。自分も平静を欠いていると反省する喜一郎。しかしそれをユキに悟さとられないように表情を隠す。

「ユキ、あのな」

「きいちゃんは、私のこと応援してくれる？」

　喜一郎をさえぎるようにしてユキが口を開く。

「そりゃ、もちろん……だよ」

「よかった。私が働くって言っても、きいちゃん何も言ってくれないから」

「ごめん」

　素す直なおに頭を下げる喜一郎。本当は自分の出征のことで頭がいっぱいだったのだ。ようやく落ち着いた時には、トントン拍びよう子しで話が進んでしまい、今さら止められない状況になっていた。

　だけど止めるつもりもない。東宮さんの下もとで働くのなら、これ以上安全な場所はないだろう。

「ん？」

　不意に、手を取られた。

　ユキに触れるのは久しかった。今までは人目を気にして、ずっと避さけるようにしてきた。しかしもう会えないかもしれないと思うと、その温ぬくもりを記憶に焼き付けたくなってたまらなくなる。

　彼女の手は温あたたかかった。それとも自分の手が冷たいのか。

「きいちゃん、戦争に行くのが怖いの？」

「怖くは……ないよ。ただ、みんなを置いていっちゃうから、心配で」

「うん」

　ユキはただうなずくだけだった。

「だけど、きっとまた会えるって思えば楽になる」

「そうだね。戦争が終わったらまた会えるよね」

「ああ」

　喜一郎はユキの手を握り返した。ユキの手の温もりが、震えそうになる心まで暖めてくれる。

「また会ったら……そのときは」

「きいちゃん……」

　ユキの頭を抱き寄せた。

　人の目など気にしなかった。それよりも大事なものが両手の中にあった。

　しゃくり上げるユキの涙が、シャツににじむ。

　二度と会えるかどうか、それは喜一郎にはわからない。

「きいちゃん……きいちゃん……」

　だけど、子供の頃から何度も呼ばれたその名前をもう一度聞くために、喜一郎は生きて帰ろうと誓ちかった。

　――双葉がいるような未来を、ユキと一緒に必ず見るんだ。

　ユキの身体を抱きしめる腕に力がこもった。







　ユキがいなくなり、兎轉舎には三人だけになった。もともとユキは兎轉舎で暮らしていたわけではないが、毎日のように手伝いに来るので、家族の一員として数えられることもしばしばあった。

　だからユキがいなくなった夕ゆう餉げの食卓は、それは寂しいものだった。「もうすぐ、もっと寂しくなるのか」とつぶやいた双葉の言葉を、喜一郎は忘れることができなかった。

　出征の支し度たくは平賀が手伝ってくれた。母だけではわからない事など、事こと細こまかに答えてくれた。もっとも荷物はそれほどいらない。軍服などは向こうで支給されるし、一番必要なのは心こころ構がまえだ、と平賀も言っていた。

　そうして喜一郎の出征まで、残り一日となった。

　喜一郎は生まれて初めて酒を飲んだ。辛からい酒が喉のどを通り抜けると、全身が熱くなってくる。それでも身体は全然温まらなかった。むしろ喜一郎を励はげましてくれる母と双葉の心遣いが暖かかった。

　そして皆が寝静まった深夜、喜一郎は蔵の中に入った。

『喜一郎か』

　蔵の奥から石像の声がする。

「ああ。久しぶりだな」

　石像の前にあぐらをかく喜一郎。

　錬金術で編んだ特とく殊しゆな鎖に巻かれた石像。喜一郎が生まれた時から、ずっとこのままだ。家具のようでもあり、守り神のようでもある。

『汝は昔から、困ったことがあるとここに来るな』

「うん。今も困ってる」

『我は人間では無い故ゆえ、人間の悩みなど分からぬ』

「そうだな」

　的はずれな答えしか言わない石像と会話すると、喜一郎の心も落ち着いてくる。たとえ人間の心を持っていなくても、対話できる相手がいるのはいいことだ。

「明日、俺は軍に入る。召集が来たんだ」

『そうか』

「死ぬかもしれない。誰かを殺すかもしれない」

『汝は人間だからな。我とは違う』

「そうだな。世界中の兵隊が全部お前みたいに頑がん丈じようだったら、誰も困らないな」

　膝ひざを叩いて笑う喜一郎。石像は何が面白いのかわからないのか、ずっと唸うなっていた。

　ひとしきり笑った後、急に真ま面じ目めな顔になり、石像の目を見た。

「頼みがある」

　そうして喜一郎は蔵の床ゆかに手と頭をつけた。

「俺が戦争に行っている間――みんなを守って欲しい」

『そのみんなとは誰を指さすのだ？』

「お母さん、ユキ、双葉、それに町の人達……いや、この国の人達を」

　喜一郎は本気だった。

　自分一人ではできないことが多くある。だがこの石像ならそれが可能なはずだ。その力を埋うもれさせたまま、日本を惨みじめな姿にさせたくなかった。

「頼む……みんなを守ってくれ」

『ではこの鎖を解とけ。今すぐ敵を皆殺しにしてこよう』

「そういうことじゃないんだ……！」

　喜一郎は目に涙を浮かべていた。

「守るっていうのは、そういうことじゃないんだよ……」

『我の認識では、外敵を排はい除じよすることが最優先である。そうすれば対象に被害はなく、またその敵が次に行う敵対行動も未然に防げる』

「違うんだ……そうじゃないんだ……」

　喜一郎の目から涙がこぼれ落ちた。下の土に涙がにじんでゆく。

『何故なにゆえ涙を流す？』

「怖いんだ……」

　喜一郎は正直に話した。

「死ぬのが怖い……戦争なんて行きたくないんだ」

　話しているうちに、涙がどんどん流れる。袖そでで拭ぬぐうこともせず、喜一郎は床に手をついたまま嗚お咽えつを漏もらす。













　ぶっきらぼうな仮面を外した喜一郎は、十七歳という若さに似合った顔つきだった。どこにでもいる情けない少年の顔。それが彼の素顔だ。

「もっと勉強したいんだ……ユキと一緒に暮らしたいんだ…………お母さんに楽させてやりたいんだ……誰かを殺すのも嫌だ……」

　泣いている喜一郎を、石像はただ見ているだけだった。

　人間なら慰なぐさめの言葉をかけたり、肩に手を置いたりするだろうが、石像は何もしない。鎖に絡からまれていなくても、そうしていただろう。

「だけど……日本を守るために、俺は行かなくちゃならない……死ぬかもしれない……そうなったとき、おまえが守ってくれれば安心できるんだ……」

『汝の言葉が理解できない。我と汝では、守るという言葉に対する認識が異ことなるようだ』

「守るっていうのは……」

　少し考え、喜一郎は自分の考えを述べた。

「大切なものを失わないために、身体を張ることだと思う……敵を倒すのももちろんそうだ。自分が危険な目に遭あうかもしれないからね。でも、それは一部でしかないよ」

『ふむ』

　石像は軽く唸うなったまま、何も言わない。喜一郎の言葉について考えているようだ。

　喜一郎が何か言おうとした時、蔵の扉とびらが開いた。

「いるわよね、喜一郎」

　母の声だった。

　慌てて袖で目元を拭い、咳払いをする。

「どうしたんですか、お母さん？」

「渡したいものがあるの」

　母の声は、何か鬼き気き迫せまるものがあった。石像にはまだ言いたいことが沢山たくさんあったが、喜一郎は石像に別れを告げ、母の元へ走った。







　双葉が一九四五年――昭和二十年に来てから、もうすぐ二週間になる。

　全てに現実感がなかった。喜一郎の支度を手伝っている時も、兎轉舎のお姉さんの作った食事を食べている時も、平賀が喜一郎を迎えに来た時も、全てお話の中の出来事のような気がしていた。

　実際、これは夢である。ガーゴイルの中の夢を疑ぎ似じ体たい験けんしているだけなのだ。

　喜一郎がこれから兵隊になって戦地へ行くと聞いても、双葉にとってはたまに出張に行くパパと同じように、すぐに帰ってくるんじゃないかと期待してしまう。

　双葉なりの常識が邪魔をするのだ。銃を持って殺し合うと聞いて、まともに信じる者などいるのだろうか。たとえばマンガなどで、いきなり目の前に人が現れて「私は別の世界から魔王を倒すためにやってきた」などと言われて信じるのと同じではないか。

　だけどそれは、まぎれもない事実。

　今から六十年以上前に、本当にあった出来事なのだ。

　それを頭で受け入れるのはいい。危なくなったら元の世界へ逃げ帰ればいいし、ガーゴイルが記憶を取り戻したら即帰るつもりだ。

　だけどこれを現実として体験した人がいると思うと、やりきれない気持ちになる。お姉さんやガーゴイルは、この時代を生き抜いたのだ。その苦痛を考えたら、慰めの言葉が出ないのだ。

　お姉さんにはっきりとそう言った時もあった。

　するとお姉さんはあっけらかんと笑いながら、

「聞くのと体験するのはワケが違うからね。いい経験になったでしょ」

　と言うだけだった。

　お姉さんは完全に双葉を客人扱いしているようだ。少し癪しやくだが、事実そうなのだから仕方ない。

　モヤモヤした感情を抱えながら、双葉は駅までやってきた。平賀がわざわざ車を出してくれたのである。

　駅の中は初めてではなかった。将来は大きな駅ビルができる巨大な駅になるが、今は一車線だけのちっぽけな駅だ。それは前の時間旅行から変わっていなかった。ここで双葉達は上京する東宮雅臣を見送ったのである。

　前回は数人だけだった停車場に、今はたくさんの人がいた。ほとんどが見覚えのある人達だった。兎轉舎の近所に住んでいる人や、どこかのお店の店主さん、喜一郎に赤紙を渡した郵便配達の人。その人達が列を作って喜一郎を送ってくれるのだ。

「それでは高原喜一郎くんの武ぶ勲くんを祈いのって！」

「バンザーイ！　バンザーイ！　バンザーイ！」

　全員で万歳三さん唱しよう。

　何が嬉しいのだろう。双葉にはちっともわからなかった。

「双葉さん、万歳したほうがいいですよ」

　隣にいた平賀に言われたが、双葉は無視した。

　背はい嚢のう一いつ杯ぱいの荷物を持って、喜一郎は一礼しただけだった。汽車が来るまでの時間、喜一郎は所在なさそうに周囲を見るだけだった。

　やがて汽車が煙を上げてやってくると、喜一郎はもう一度大きな礼をして荷物を担かつぎ上あげた。

「おい、キー兄ちゃん！」

　そんな喜一郎を見て、双葉はつい走りだしてしまう。

「双葉。短い間だったけど、お母さんのこと頼むな」

　こんな時でも喜一郎は不敵な笑顔を崩くずさなかった。

　本当は怖いだろうに。

「戦争なんて行くことねーって！　イヤなら残れよ！」

　喜一郎の袖をひっぱりながら、めいっぱい叫さけんだ。

　周りの人達が息を呑む。

「双葉、なんてこと言うんだ！」

　喜一郎も目を剝むくほど驚いていた。

「どうしてだよ！　なんで兵隊なんかになるんだよ！　戦争なんてやめちまえよ！　姉ちゃんやユキ姉ちゃんがどんだけ――」

　それ以上叫ぶ前に、後ろから羽は交がい締じめにされた。

「何すんだよ！」

　羽交い締めにしたのはお姉さんだった。

「よしなさい、双葉ちゃん」

　身体の軽い双葉を放り投げると、平賀が受け止め、荷物のように抱えて走っていく。抱えられた双葉の目に映うつったのは、気持ち悪いものでも見るかのような人達と、その人達に必死に弁解するお姉さんの姿だった。

「はなせよ、おっちゃん！」

「そうはいきませんよ」

　駅から出て、車の前まで来て、ようやく双葉は解放された。周りから変な目で見られているが、平賀が愛あい想そ笑わらいをしてごまかしている。

　思いっきり嚙かみつこうとする双葉に先制して、平賀が説明してくれた。

「双葉さん、そういうことは思っていても口に出しちゃいけません」

「なんでだよ！」

「あなたはまだ若いからご存じないでしょうが、そういう言葉を発しただけで罰ばつせられるかもしれないんですよ？」

「えっ……？」

「今の世の中、戦争反対なんて口にした時点で村むら八はち分ぶですよ。言葉も拘こう束そくされているんですな」

「村八分って、つまり町中から無視されるって事？」

「左さ様ようです。人の口に戸は立てられないとは申しますが、そういう噂うわさは汽車よりも早く町中に伝わるでしょうからな」

「だって、戦争はいけないことなんだろ!?」

「いけないこと？」

　意味がわからないのか。平賀は困ったように首をかしげた。

「戦争は仕方のないことでしょう。開戦してしまったのですから、やるからには勝たないといけませんからな。神しん国こく日本の徒として、当然の義務ですよ」

「え……」

　今わかった。

　ずっと感じていた違和感の正体が。

　この時代の人達は、戦争反対ではないのだ。戦争は人が死ぬし、ご飯も食べられないから、困難だとは感じている。早く終わって欲しいとも思っているだろう。

　一方、双葉が暮らす日本は平和主義で、どんなことがあっても戦争をしない国とされている。

　それはこの戦争が終わったあとに定められたからだ。今やっているこの戦争では、教きよう訓くんなんてないのだ。だから皆、日本が勝つと本気で思っているし、日本を勝たせるために命を投げ出す人もいるのだ。

　考え方が、今とまるで違うのである。

　ひたすら――日本が勝つと信じて、必死に生き抜くので精一杯なのだ。

「あ――」

　遠くで汽き笛てきが鳴った。

　喜一郎を乗せた汽車が走り去っていくのが見える。双葉と平賀は遠くから見送ることしかできなかった。もっと話したいことがいっぱいあったのに。

「キー兄ちゃんも……日本が勝つと思ってんのかな」

「さぁ、どうでしょう」

　とぼけた口調で平賀が返事する。

「ですが、負けて喜ぶ人はいないでしょう。ワタクシもこの国が敵国に蹂じゆう躙りんされるのは許せませんしね、ハイ」

　もっともらしく、自分の言葉に何度もうなずく平賀。

　その顔を見ていたら、もう一つの違和感の正体もわかった。

　双葉は指を曲げて平賀を招く。

　顔を寄せた平賀に、

「おりゃぁっ！」

　両足を揃そろえてドロップキックを突き刺した。

「だったらキー兄ちゃんじゃなくて、テメーが戦争に行けってんだ……！」

　吹っ飛び、もんどり打って倒れる平賀を見ながら手をはたく。

　この時代に来て久々のドロップキックの成功に、少しだけスッキリした双葉だった。































　朝は雲一つない青空だったのに、今はどんよりと暗い雲が立ちこめていた。秋特有の気持ちの良い涼しさが、徐じよ々じよに寒さに変わってくる。

「まさに女心となんとやら……だな」

　御ご色しき町ちようを見み下おろすように散歩をしているのは、シルクハットにマントとタキシードの紳しん士し。本名はともかく、人からは怪かい盗とう百ひやく色しきという名前で通っている。お気に入りのステッキをクルクルと回しながら、電線の上を歩いていた。

「あー、ひゃくしきだー！」

　下から子どもが叫さけんでいるので、手を振ってみる。子どもも笑顔で振り返してくれた。世せ間けんを揺ゆるがす怪盗にしては、あまりに堂々としすぎている。

　トラブル続きのこの町の特色なのか、大たい抵ていの事件では皆驚かなくなっている。もはや怪盗ごときでは騒がないのだ。

「いい町なんだが……少し寂さびしいな」

　苦笑する百色。

　怪盗といえば、その昔は本当に世間を恐きよう怖ふに包んだものだった。ある怪盗は物を盗むだけでなく、残忍なトリックで悪人を殺したりもしていた。どこから侵しん入にゆうするかわからない、幽ゆう霊れいのような存在に人は戦慄おののきの悲ひ鳴めいをあげたものだった。もっとも、その時代から怪盗に憧あこがれを抱いだく者は少なからずいたのだが。

　昔は怪盗の天敵といえば、名探偵めいたんていだった。物を盗んで姿を消した怪盗の足取りを追って、自慢の頭脳で推すい理りする。その追いかけっこが怪盗の生いき甲が斐いでもあった。

　しかしこの町は違う。怪盗の敵は門番だった。物を盗む前に怪盗を捕つかまえる。事件が起きてから動く警察や探偵よりも素早く、手て強ごわい存在だ。

　だから百色はこの町にいる。

　最強の門番を、いつか越えるために。

「しかしガーゴイル君が倒れるなんてなぁ。珍しいこともあるもんだ」

　ガーゴイルの件は百色の耳にも入っていた。彼にとっては風か邪ぜの一種くらいにしか思っていない。自分もそうだが、どんな事故だって有り得るからだ。最強の石像だってなんらかの事情でダウンすることくらいある。

　そこであることに気づいた。

　足を止め、真剣な顔で考えこむ百色。

「普通のお見舞いは果物くだものや元気のつく食べ物だが……はて、ガーゴイル君の場合、何を持っていけば喜ぶのだろうか？」

　しばらく考えて、吉永さん家ち全員のことも考慮こうりよに入れて食べ物という結論に落ち着いた百色。

　さっそく商店街に行って買ってこようと、マントを翻ひるがえして回れ右をする。

　すると歩いていた電線の先、一番近い電柱の上に人間が立っていた。

「やあ、こんにちは」

　手を挙あげて挨あい拶さつをするが、相手の反応はなかった。百色を睨にらむように見つめている。

　男といっても、まだ少年に近い顔立ちだった。百色と同じ、マントのようなものを着込んでいた。その下は黒いランニングシャツに、マントと同じ色のズボン。

　マントもズボンもカーキ色だった。まるで軍服のようだと思ったら、どうやら本当に軍服らしい。マントのように見えたのは、軍の制服だった。

　しかも旧日本軍のだ。襟えり章しようから、将しよう校こうではなく兵隊の物だとわかった。

「その服、着ないのかい？　今日は寒いだろう」

　にこやかに話しかける百色。相手がどんなに正体不明でも、こういう余裕を忘れないのが百色のアイデンティティだ。

「……着られないんだ」

　はじめて少年が口を開いた。やっぱりまだ成人しきっていない声だった。

　ただのミリタリーマニアでないことは、気配でわかる。百色は笑顔のまま懐ふところを探る。武器はいつでも取り出せる位置にある。

「どうして？」

「丈たけが大きすぎるから」

　よく見ればマント代わりにしている軍服と同じで、ズボンの方も下の方が大きく膨ふくらんでいた。よほど合わないと見えるが、だったら脱げばいいのに、と百色は思う。

「ま、服のセンスは個人によって違うからね」

　あくまで顔は笑顔を保たもちつつ、相手との間合いを計る。この距離ならどの武器で攻撃しても命中させられる自信があった。

　それでも、相手から発せられる得体の知れない空気が怖かった。

「君も、錬れん金きん術じゆつ師しかい？」

　カマをかけるつもりで尋たずねてみる。

　返答は素早かった。

「――っ!!」

　電柱の上から少年の姿が消えた。

　上だった。大きく跳ちよう躍やくした少年が、何かで斬りかかってくる。

　百色も同様に跳とんだ。立っていた電線が大きくたわむ。近くの家の屋根に跳びおりると、それを追いかけて少年が跳んでくる。

　空中で何かを投げられた。

「ほう！」

　投てきの素早さに感心して、百色もそれに応こたえた。懐から取り出したカードをばらまき、飛ひ来らいする何かをガードする。

　ガーゴイルの光線ですら防ぐカードを、敵の武器は貫つらぬいた。光を帯おびたそれは百色の喉のど元もとを狙ねらっていた。

「っとぉ！」

　上体をのけぞらせ、武器をかわした。そのままバック転の要領で屋根に手をつき、一回転する。真後ろで硬い音がしたので振り返ると、投げナイフのようなものが隣の家の屋根に刺さっていた。

　ナイフは苦く無ないによく似ていた。あれでカードを貫つらぬくとは、大したものだ。

「君は忍者か？」

「……忍者はこんなに派手じゃないさ」

　軍服をたなびかせながら、少年が返答した。

　懐から別の苦無を取りだしてズボンに擦すりつけると、また苦無が発光した。マッチのような原理なのだろうと推測する。

「やっぱり錬金術じゃないか」

　肩をすくめる百色。

「違う。これは錬金術じゃない。あんた素人しろうとだな」

「まぁね」

　そこで少年は、はっと気づいたようにこちらを見た。

　信じられないものを見るような目で、一歩後ずさる。

「もしかして、あんた怪盗百色か？」

「いかにも。初めまして」

　優ゆう雅がに一礼する百色。

「な、なんでそんなのがこの町にいるんだ……？」

　動どう揺ようする少年が、百色は少し嬉うれしかった。懐なつかしい反応だったからだ。最初にこの町に来た時以来の態度に、思わず少年を褒ほめてあげたくなる。

「この町には……私のライバルがいるからね。それに勝つまでは、私はこの町から離れないよ」

　ライバルと聞いて少年も気づく。

「それは――ガーゴイルか？」

「その通り」

「だったら悪いが、あんたには譲ゆずれない」

「ほう」

「あれは……俺が倒す。この世の錬金術は、全すべて俺が根ね絶だやしにする」

「なるほど。君はそのために御色町にやって来たのか」

　至し極ごく単純な動機だ。

　この町に来る錬金術師は、みんな似たような事を言う。

　だけど彼の場合は、裏に秘めた事情がありそうだった。錬金術とガーゴイルに深い恨うらみを持っているような口ぶりだ。

「だったら、まず私を倒してみるといい」

　ステッキを構える百色。

「私を倒せないようでは、ガーゴイル君には届かないぞ」

「……いいだろう」

　少年も光る苦無を構えた。

　たぶん武器はあれだけではないだろう。百色のマントと同じで、あの軍服の裏にはまだまだ未知の武器が隠されていそうだ。こちらの手の内を見せずに、どれだけ相手のタネを明かすことができるか。

「そういえば君の名前は？」

　礼れい儀ぎだと思って尋ねたのが、失敗だった。

　聞かなければ、平静を保たもっていられたのに。

　少年の唇くちびるが小さく動き、風に乗って答えが届く。




「……高原たかはら、喜き一いち郎ろう」




　すっとぼけることなどできなかった。

　その名みよう字じは――

「もらった！」

　光る苦無が立て続けに二本投げられた。平静の百色ならそれを紙かみ一ひと重えでかわすだろうが、動揺しきった彼は大きく跳ちよう躍やくして避よけることしかできなかった。

　宙に浮いて身動きが取れなくなった百色の腕に、何かが絡からみつく。

「しまった！」

　高原喜一郎の軍服の袖から伸びているのは、鎖くさり分ふん銅どう。苦無と同じく、忍者の武器だ。光る苦無もそうだが、こちらも一ひと筋すじ縄なわの鎖分銅ではなかった。まるで蛇へびのように自在に動き、百色の腕を正確に狙っていた。

　百色の腕に絡みついた鎖を、渾こん身しんの力で振り回す喜一郎。

「ぐっ……！」

　遊園地のアトラクションのように回転する百色は、狂った平へい衡こう感覚の中で懐からカードを取り出すと、縛っていた鎖に振り下ろす。

　ガキン、と音がして、鋼鉄も切れるカードが折れ曲がった。

「くそっ！」

　もう一枚のカードを出す。こちらは縁ふちがノコギリ状になっており、鉄てつ格ごう子しなどを切って脱出するのにちょうどいいのだ。

　しかしそんなものをギコギコやっている時間もなく、充分に遠心力がついた時点で喜一郎は分銅から百色を解放した。自動車以上の加速がついた百色の身体からだが屋根から地面に激突する――

『ルルルルルルルルルルルルルルルルル！』

　寸前、白い巨体が百色の身体を受け止めた。せまい住宅街の道を横よこ滑すべりに走り、ブレーキの摩ま擦さつで白い煙けむりが立ちこめる。

　煙の向こうにいるのは、鋼こう鉄てつの身体を持った白しろ騎き士し――デュラハン。

「助かった……ありがとう」

　たった一瞬で平静を取り戻した百色は、すでにデュラハンの上に座っていた。デュラハンは砲身を兼かねた手で、自みずからの厚い胸板を叩たたく。まかせろ、と言いたいらしい。

「自動人形だと――」

　屋根の上の喜一郎が絶句していた。

　どうやら想定外のことだったようだ。

『ルルルルルルル！　オマエ、ダレダ!?』

　右手の銃口をピタリと喜一郎に合わせて、デュラハンが吠ほえた。

「それはこっちの台詞せりふだ！　おまえは――いや、この町は!?」

「おや、君は知らないのかい？　この御色町を」

　多少からかうように百色が見上げると、喜一郎は痛いところを突かれたようにうめいた。

「……錬金術師の町だとは聞いていた。だが、ガーゴイルだけじゃないとは……変な植物女もいたし、ましてや、あいつの――いや」

　かぶりを振って、光る苦無を取り出す喜一郎。

「どちらでも同じ事だ。おまえら全員、俺の手で破壊してやる」

　逆さか手てに苦無を持ち、喜一郎は高く跳んだ。

『ルル!?』

　一瞬だけ戸と惑まどうデュラハンだが、

「構わない、撃て！　そのくらいしないとダメだ！」

　百色の命令で、デュラハンの銃口が火を吹いた。秒間数百発のマシンガンが喜一郎に命中する。マント代わりの軍服で銃弾を防いだ喜一郎は小さくのけぞるが、そのまま突っこんでデュラハンの右手に苦無を突き刺した。

『ルルルルルル！』

　蛇じや腹ばらのような腕を振るわせて、喜一郎を殴るデュラハン。しかしこれも喜一郎の軍服によって、闘牛のようにいなされてしまう。

「たいした軍服だな！　これが正式採用されていたら日本軍も負けなかっただろう！」

　ステッキから仕込み刀を抜き、背後から百色が斬きりかかる。正々堂々という言葉は、インチキ手品師である彼の対極にある言葉だ。

「黙れっ！」

　百色の刀を腕で受け止める喜一郎。

　真剣であり、生身の腕だった。それなのに百色の手て応ごたえは、まるで硬質化したゴムでも切っているような感触だった。骨まで断たったようだが、喜一郎は顔を歪ゆがめただけ。

「君は……いったい!?」

　斬った腕から血が流れた。ニセモノの腕でもなさそうだ。しかしあの傷で流れる血の量ではない。動脈も斬ったのだから、もっと吹き出てもいいはずだ。

　喜一郎はまた跳躍し、電柱の上まで逃げる。

「……仕し切きり直なおしだ。おまえらもいずれ破壊してやる」

　切れた腕を押さえながら、喜一郎は電柱から電柱へと跳んでいく。

『ルルルル！』

　逃げる喜一郎に向かって銃口を向けるデュラハン。

「よせ。逃げる敵を追うのは美学に反する」

　その銃口をゆっくりと押さえると、百色は喜一郎の背中を目で追った。

　人間なら出血多量で死んでもおかしくない傷を負おわせたつもりだった。賭かけに近かった。百色を振り回した腕わん力りよくといい、人間離れした脚きやく力りよくといい、カードをも貫く技といい、生身の人間ではないと思ったのだ。そしてそれは正解だった。彼は生身の人間ではない。

　だとすると、彼は一体なんなのだろう。

　それも――よく知っている名前。

「デュラハン」

『ルル？』

「一波乱ありそうだ。しばらく怪盗の仕事は自じ粛しゆくしよう」

『シゴト、ヤメル？』

「辞やめないよ。ただ、御色町にいたほうが金にならないお宝がたくさん見つかりそうな気がしてね」

『ルルル……？』

　考えこむデュラハン。

「しかし――」

　百色はもう一度、喜一郎が逃げ去った方角を見た。

　シルクハットをかぶり直すと、ぼそっとつぶやく。

「彼のパンツくらいは盗んでおけばよかったな」







　割れた兎と轉てん舎しやの窓ガラスは、あとでガラス屋さんが来てくれることになった。

　問題のケルプの傷は、斬り傷だった。

　黄金で作られた翼と足が綺き麗れいに斬り取られていた。現在、兎轉舎で東ひがし宮みやが応急処置を施ほどこしている。東宮自身も信じられないようだ。見えざる水銀や触れざる硫い黄おうで強化された黄金を――それも、生身の人間が斬ることができるなんて。

「本当に人間だったの？」

　和かず己みも人影のようなものは確認した。しかしその人物が斬ったとは信じられなかった。

『はい……あれは人間でした。小生が近づいた瞬間に、振り向きざまに斬られたのです』

　四し肢しを切断されても痛みがないので、ケルプは平静だ。

　しかし一撃でやられた屈くつ辱じよくは耐えがたいらしく、声が少し震えているのがわかった。

「武器もわからなかったのか？」

　マスクをした東宮が塗ぬり薬ぐすりのようなものを患かん部ぶに塗っている。たまにガーゴイルの身体の一部が壊れると兎轉舎謹きん製せいの接着剤でくっつけるのだが、あれも似たようなものだろう。

『おそらく、剣かと。日本刀のような鋭い刃物で斬られたような感触でした』

「光線などで焼き切られたわけではないのか……」

『ほかに怪あやしい者の気配もありませんでした。その人物の単独犯と思われます』

「そうか、ありがとう。少し休んでいいよ」

　東宮がうなずくと、

『とんでもございません！　小しよう生せいはあの人物にもう一度会わねばならないのです！』

「気持ちはわかるが、今は回復に努めるんだ。ガーゴイル君がいない今、御色町は君達の双肩そうけんにかかっているんだよ」

『そういうことではなく……確かめたいことがあるのです』

　ケルプが無理に身体を動かそうとして、その場にゴトリと倒れた。やっぱり足がないとバランスが悪いのだ。

「……ねえ、ケルプ。何かおかしいことでもあったの？」

　東宮の治ち療りようを見ていることしかできない和己だが、少しでも情報を集めておかねばと思い、ケルプに疑問を全部ぶつけてみることにした。

『ええ。その人物は軍服のようなもので姿を隠しておりました。顔を確認する前に斬られたのですが、小生、その人物の体格などに見覚えがありまして』

「知り合い？」

『いえ、それが――』

　ケルプが話しかけた時、兎轉舎の電話が鳴った。

　自然と和己の手が受話器を取る。

「はい兎轉舎です。すみません、今お姉さんは出かけてまして――」

　慣れた口調で応対する和己。

『和己くんか？　こちらは夜の魔人だ』

「僕に偽ぎ名めいで名乗らなくたっていいじゃないですか、百色さん……」

『それより、聞いて欲しいことがあるんだ』

「なんですか？」

　どうせまた下らないことだろうと思っていた和己。

　その予想は最初の一言で打うち砕くだかれた。百色が出会った敵の名前と姿を聞いて、受話器を取り落としそうになるほどショックを受けた。

「高原……喜一郎？　それって、お姉さんの――」

『縁があるのは間違いないだろうね。そちらにも来ていそうだから連絡したんだが』

「来ました。ケルプがやられて……」

『デュラハンもケガをしたよ。油断できない相手のようだね』

「はい。あの、その人は今どこへ……？」

『うーん……』

　電話の向こうで百色が考えている。

　やがて和己の質問に答えたのは、百色ではなかった。

『感じます……！』

　ようやく足がくっついたケルプが、震える声でつぶやいた。

『この近く――樽たる井いデパートに、彼がいます！』

　ゴトリ、という音に振り返ると、翼つばさが兎轉舎の床に落ちていた。瞬間移動したはいいが、くっついていない翼だけが残されたようだ。

「ケルプ！　待つんだ！」

　追いかけようとした東宮が、その翼につまずいて転ぶ。

「百色さん、僕も行ってみます！　ありがとう！」

　受話器を置いて、和己は兎轉舎を飛び出した。

　アーケードの向こうに大きな駅ビルがそびえ立っている。あそこに高原喜一郎という名の男がいるのだ。

「ちょっと、和己くん！　店は――」

　後ろから東宮の声が聞こえるが、それどころじゃなかった。焦あせっていた和己は、誰だれかが残って店番をしなければならないことも忘れて走り出していた。







　御色町に来る怪しい人物は、たいていが神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。

　いったいどこから侵入したのかわからない場所にたたずんでいたりもする。生身の人間である百色すら、銭せん湯とうのエントツのてっぺんによく座っているのだから、今回もきっと変な場所にいるのだろうと和己は想像していた。

　しかしその期待は良い意味で裏切られた。

　御色駅の駅ビルである樽井デパート。以前、ここの支配人はパパの同級生だったのだが、今は別の人に変わっている。その人は前任者のように攻撃的なセールなどをせず、この町に染そまってノンビリした経営をしている。

　その樽井デパートの一階、吹き抜けのエントランスホールにいた。

　人ひと垣がきができていたのでよくわかった。待ち合わせ場所にも使われるエントランスホールで、ケルプとその人が対たい峙じしている。

　大きな軍服をマントのように身につけている男だった。年は自分と変わらないだろうか。少し年上な気もする。

「ケルプ！」

　失礼を謝あやまりながら人垣をかきわけて、ケルプに近づく。

　翼のないケルプは、目を輝かせながらじっとその人を見ていた。

『和己さん、ここは危険です。お下がりください』

「ここでケンカするの!?」

　それは怒られないだろうか。

　止めようと思ったが、ケルプも本気のようだ。

　もう一度相手の人間を見る。

「あっ……！」

　顔を見て、和己も思い出した。

　見覚えがあった。昨日見たばかりの顔だった。

　決心して、ケルプに駆け寄る。そしてじっと立っている男に向き直った。

「あなたが……高原喜一郎、さん？」

「……ああ」

　やはり少年の声だった。

　声を聞いて確信した。あの時の呻うめき声と一緒だった。




「昨日……ガーくんが倒した木に巻きこまれて、救急車で運ばれた人、ですよね？」




　ただの通行人だと思っていた。

　でも今、喜一郎の顔を見て、それが全て覆くつがえされた。ガーゴイルに傷つけられた被害者を誰かが隠したのではなく、被害者が自分で消えたのである。

「ひょっとして、わざとケガしたんですか？」

「ああ。このくらいのケガならすぐに治るからな」

　喜一郎は左腕を出して眺める。あの時ケガをしたのは足だったはずだが、きっと誰かと戦っているうちにそこも傷つけたのだろう。

「どうしてそんな真ま似ねしたんですか？　ガーくん、そのせいで心の中に閉じこもっちゃってるんですよ!?」

「それこそが、俺の狙いだった」

　淡たん々たんと話す喜一郎。

「あいつの忘れていた記憶を呼び戻してやるためにな。あのくらいの大おお怪け我がでもしないと、きっと永遠に忘れたままだろうから」

「そんな……」

「『守る』という命令を与えられた自動石像を壊すのは簡単だ。論理ロジックに矛む盾じゆんを与えてやればいい。誰かを守れなければ、やつの存在意義がなくなる」

「どうしてそんなことするんですか!?　あなた、お姉さんの――高原イヨさんの家族なんでしょ!?」

「そうだ。高原イヨは俺の母親だ」

「母親って……！」

　まるで悪びれずに言い放つ喜一郎に、和己も毒どく気けを抜かれてしまう。

　どうしてこんなに平然と言えるのだろう。

「兎轉舎の看板があったときは、まさかとは思ったがな……」

「だったら、なんでこんな悪いことするんですか!?」

「悪いこと？」

　初めて喜一郎の眉まゆが上がった。

「なぜ悪いことだと決めつけるんだ」

「だって、それは……」

　喜一郎がやった犯罪と言えば、せいぜいケガをした病院から逃げ出したことくらいである。ほかの人は巻まき添ぞえにしなかったし、今でも誰も傷つけていない。ケルプとデュラハン、そしてオシリスと戦ったくらいだ。

「ガーくんは僕の家族だから……家族を傷つけられたら、誰だって嫌でしょう!?」

「そうだな。その通りだ」

　深くうなずく喜一郎。

「だが俺は錬金術を滅ほろぼすためにこの町に来た。たとえお前に悪あくと呼ばれようとも、俺は自分の目的は果たす。それが俺の正義だ」

　喜一郎を睨にらみつける和己。ケルプを倒した男だ。ケンカになったら五秒も保もたないだろう。それでもガーゴイルを傷つける者は敵だ。見み逃のがすことはできない。

「おまえは吉永和己、だったか？」

「……はい」

「だったら教えてやる。お前がむやみに信じているあの自動石像には、誰も守れない」

　きっぱりと、喜一郎は言った。

　まるでガーゴイルに恨みでもあるかのような、激しい怒りのこもった声だった。

「そこのドミニオンのようにな」

「ドミニオン？」

　喜一郎がアゴで指したのは、ケルプだった。

　そして一瞬ケルプの方を見ている間に、喜一郎はマントを翻ひるがえして歩き去ろうとする。

『お待ちなさい！』

　光線を放とうとするケルプに、

「やめろ。巻き添えが出る」

　冷ややかに言われた。確かにここで光線を撃てば、下へ手たをするとデパート全体が壊れる危険もある。そうでなくても、確実に誰かがケガをする。見物人の数も多い。

『あなたの言うドミニオンとは、小生のことですか!?』

　光線を撃つのをあきらめたケルプが尋ねると、

「なんだ、違うのか。新型か何かか？」

　鼻で笑う声がした。

　そして足を止め、喜一郎は一度だけこちらを見た。

「だったら教えてやる。おまえらが大好きなガーゴイルも、そこのおまえも――」

　唇くちびるを嚙みしめ、拳こぶしを握にぎる喜一郎。

「――みんな人を殺すために生まれた兵器だ」

　和己もケルプも、何も言えなかった。

　何かを質問する前に、喜一郎は人混みの中に消えていった。あとで警備員がデパート中を探し回ったが、館内と出入口で喜一郎を見た者はいなかったそうだ。
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「ごちそーさまー」

　箸はしを置いて両手を合わせると、双葉は今食べたものの味を思い出して微笑ほほえんだ。

　喜一郎が出しゆつ征せいしてから十日ほどが過ぎた。その間、兎轉舎にはお姉さんと二人っきりだ。吉永家から離れて一ヶ月ほど過ぎた。最初は慣れなかったが、今でもやっぱり慣れない。

　時間の概がい念ねんが曖あい昧まいだからだろうか。

「今、現実じゃどんくらい時間経たってんのかな」

　ほっぺたについた米粒こめつぶを取りながら双葉が訊きくと、

「んー、わたしの時とは時間の流れが違うからねー。ひょっとしたら一年くらい過ぎてるかもよ？」

　恐ろしい事を言うお姉さんだった。

　双葉が驚くと、お姉さんは笑って手を振る。

「んなことないって。双葉ちゃんもわかってると思うけど、脳ミソはまだまだ一日も経ってないって判断してるわよ」

「そだなぁ。いまだにホームシックとかないしなぁ」

「そういうこと。いくらリアルにできていても、これは夢なんだから」

「リアルに……ねぇ」

　今しがた食べ終えた食事を思いだす。麦飯にシャケの塩焼き、それからお新しん香こといういたって質素な昼食。そう、物資が豊かな時代なら、いつも食べる食事の半分以下の量だったが、双葉は文句を言わずに食べた。

「このメシも姉ちゃんがズルしたのか？」

「ズルなんてしてないわよ。もともと蓄たくわえがあったからね」

「貴重なんじゃないのかよ？」

「いいのよ。体力つけないと生き残れない時代だし、これでもギリギリまで節約してんだからね。見てなさいよ、長年培つちかってきた主婦の節約術」

　強気に茶ちや碗わんを片づけるお姉さん。

「……でも、やっぱり腹は減るよな」

　お姉さんの力を使えば、外部から食事を持ってくることも可能だろう。設定をいじって、常に満腹にすることもできそうだ。でも、それは何か違う。そういうことをしてはいけない気がする。

　夢の世界なのだから、それこそ気持ちの問題だ。だけどまだ双葉には割り切ることができない。食事の問題以外にも、納得のいかないことが多いからだ。突き詰めてしまえば、戦争それ自体がイヤなものだと思うのだ。

「ガーゴイルのとこ行ってくるわ」

　立ち上がり、洗い物の音がする台所を通り抜け、裏口を出る。雪せつ駄たを履はいていつものように蔵を開ける。もうすっかり日課になってしまっていた。

「おーす」

　暗い蔵に声が反響する。

『今日は声に張りがないな』

「うるせ。腹減ってんだよ」

　ふくれっ面で石像の前に座る双葉。今では専用の座布団まで用意している。

　石像も双葉の訪問に慣れたようで、それほど攻撃的にならなくなった。とはいえ双葉との想い出は一向に思い出す気配はなく、未来の話をする双葉を阿あ呆ほうを見るような目で眺めるだけだ。

『して、今日は何を話しに来たのだ？』

「うーん……」

　実のところ、ネタが尽きていた。一ヶ月も喋しやべり続けたのだ。最近ではマンガやアニメの話をしているが、石像はとんちんかんな答えしか返さない。その辺は普段のガーゴイルと変わらない。

　ふと、石像の首を見た。

「おまえさ、首の鈴の事も忘れちゃったのか？」

『その話も四度ほどしたな。答えは同じだ。我われは装そう飾しよく品ひんの類たぐいはつけぬ。この首の紋もん様ようは錬金術の回路が動いているか外部から確かめるためのものであり、この装甲は修理の痕あとだ。無む駄だな物は一いつ切さい身につけぬ』

「無駄じゃねぇって言ってんのにな……」

　違う話のきっかけを探した方が良さそうだ。現代の想い出話は頭から信じようとしない。もしかしたらガーゴイルは別の場所にちゃんと存在していて、ここにいる石像は別の存在ということも考えたが、お姉さん曰いわく「同じ存在はふたつない」とのことだった。

　どうしたものかと考えていると、石像自らが話のきっかけを与えてくれた。

『実は汝なんじに質問しようと思っていたことがある』

「ん？」

　この石像から話しかけてくるのは珍しかった。

『大切なものとは何だ？』

「……はぁ？」

　唐とう突とつすぎて、つい聞き返してしまった。

『守るということは、大切なものを失わないようにすることだと喜一郎が言っていた。だが我にはその大切なものが理解できぬ。喜一郎に聞いたが教えてくれなかった。ユキに聞いてもそうだった』

「ユキ姉ちゃんにも聞いたのか？」

『ユキは昔から喜一郎以上に我の元へ来ていた。雑ぞう巾きんで身体を磨みがいてくれたりもした』

「へー」

『ユキは喜一郎が大切だと言っていた』

「そりゃ、まぁな」

『大切なものとは、喜一郎なのか？　とすると、あの時、喜一郎は自分を守って欲しいと言ったのか？　だが喜一郎の口ぶりでは、そういう事を言いたかったのではないだろう。だから我はずっと考えている』

「だって、大切なものって言っても、簡単には説明できねーぞ？」

『沢山たくさんあるものなのか？』

「つーか、みんなそれぞれ違うんだよ」

『む？』

　まだ石像はわかっていない様子。

「大切なものって、自分にとって必要な物だろ？　だから……あー、なんつったらいいかなぁ……おまえは、おまえにとってなくなって欲しくないものを守ればいいんだよ」

『むぅ……』

　そんなに難しいことだったろうか。

　石像にだって、優先順位というものがあるだろう。ガーゴイルはいつも吉永家の家族が大事だと言っていた。たとえほかの全てが滅ほろんでも、家族だけは守ると明言し、それを誇ほこりにしていたはずだ。

　しかしこの石像には、肝かん心じんなものが足りていないようだ。

『汝の言わんとしていることは分かった。だが我にそのようなものはない』

「え？」

『汝の話を聞いて確信した。我はそのようなものを持ち合わせていないのだ』

「んなことねーだろ。誰だって大切なものくらいあるって」

『それは人間の話だ』

　石像の声は重く、そして物悲しかった。

『我は製造されてから、この蔵くらを出たことがない。製造された時に色々と不具合が生じたようなのでな。だから外の世界を知らぬ。経験によって生しようじる大切なものを得る機会が、我にはなかったのだ』

「おまえ……」

　吉永家に来たときのガーゴイルを思い出した。

　その時も今みたいな性格だった。外敵を全て排除することが喜びのようで、守る対象が明確にわからなかった。それを双葉が両足で叩きこんだから、今日こんにちのガーゴイルがいる。

　やっぱりこの石像は、ガーゴイルの過去の姿なのだと思った。新聞屋に光線を浴あびせていた頃の、無知なガーゴイル。

「……あったんだけどな、大切なもの」

　この石像が生まれた瞬間に、双葉は立ち会ったことがある。

　昭和二年に生まれた門番型自動石像は、守るという命令を実行するために、対象の周りにいる人間全てを排除しようとした。その時は未来から来たガーゴイルが止めた。その石像は、悪魔の名前を冠するのにふさわしい冷れい徹てつさを持っていた。

　だが今、双葉が対たい峙じしている石像は少し変わったようだ。

　本当に冷徹な石像ならば、欲しがったりはしない。

　やっぱりガーゴイルなのだ。

『我はそれを持っていたというのか？』

「そーだよ。ここにあったんだぜ」

　青白く光る首の紋様を、双葉は指さした。

『また鈴の話か。だいたい、鈴など邪魔にしかならぬではないか』

「へいへい、そーかよ」

　それでもこの時代に来て、初めてこの石像に親近感を覚えた双葉だった。







　その日の夕食を終えると、お姉さんは双葉に衣類を渡した。

「何これ？」

　広げてみると、防空頭巾。それから厚あつ手での靴くつ。一緒に渡されたカバンの中には缶かん詰づめなどの食料品が詰まっていた。

「防災訓練の要領でねー」

　食器を片づけもせず、優雅にお茶を飲んでいるお姉さん。わけがわからない双葉に、指を立てて説明する。

「今夜、空襲があるわよ」

「空襲!?」

　慌てて窓の外を見るが、町は平和だった。晴れた夜空には戦闘機など見えない。兎轉舎から見える周囲の家も、ふだん通り静かだ。灯とう火か管かん制せいという決まりがあって、電気は黒い布などで覆おおい、外にもれないようにしている。そして、空襲警報が鳴ると実際に灯あかりを消し、防ぼう空くう壕ごうに走るのだ。双葉も何度かやったが、全部誤報だった。

「何も来てねーじゃん」

「今日は本当よ。覚えてるもの」

「じゃあ、本当なんだろうな……」

　一度も空襲に遭ったことのない双葉には、それがどのくらい悲ひ惨さんなものなのかわからない。空襲で家族を失った人は大勢いると聞く。これが夢じゃなかったら、自分が生き残る自信もない。いざとなったらお姉さんが助けてくれる、という言葉だけが頼りだった。

　お姉さんも窓に近づき、外を見た。

「いい町でしょ」

　町の灯りがほとんどないためか、星がよく見えた。辺りを見渡すと、瓦かわら葺ぶきの木造平屋と、その家が持っている畑が点在している。現代のように家が密集していないのだ。

　広々とした町だと双葉も思った。

「でもね、戦争はそういう町も焼いちゃうのよ」

　窓まど枠わくを摑むお姉さんの手が震ふるえていた。

「もうね、本当に何もなくなっちゃうの。焼しよう夷い弾だんって言ってね、爆発させるんじゃなくて燃やすことに重点を置いた弾たまがあちこちにばらまかれてね……ここは木造建築ばかりだから、すごい被害だったの」

　窓から離れたお姉さん。重い足取りで歩くと、襖ふすまの奥から大きな背はい嚢のうを取りだした。その中には未来から持って来たのか、それともここで作ったのか、様々な道具が詰まっていた。

「あの時のわたしは何もできなかったけど、今は違うわ。少しは人の助けになれる」

「姉ちゃん……」

　お姉さんの目め尻じりに涙が見えた気がした。

　あの気丈なお姉さんでも、戦争の体験はやはり涙が出るほど悲しいことだったのだ。




　――そして、警報が鳴った。




「来た！」

　半なかば興こう奮ふんした声でお姉さんが跳び上がる。

「さあ双葉ちゃん、こないだの防空壕まで逃げるわよ！」

「おうっ！」

　お姉さんの勢いに釣つられて、双葉も元気よく返事する。渡された厚底の靴を履はき、表に飛び出すと、すでに多くの人が家財道具を持って逃げているところだった。

　蔵の方を見る。

「まぁ……あいつなら空襲でも平気か」

　思い直して、走り出す。

　最初の角を曲がった直後、ガンガンガンガン、という硬い音が連続して鳴り響き、たまらず耳を押さえてうずくまる。誰かが大声で上を指さしていた。屈かがんだまま上を見ると、飛行機の編隊が闇やみ夜よに舞まっていた。

「あれが……」

「何やってるの、逃げなさい！」

　肩が抜けるほど強く腕を引かれ、お姉さんの腕にしがみつくように立ち上がる。そうして走り出した双葉の背後で、岩が砕くだけるような大きな音がした。

　振り向くと、家が爆発していた。ガーゴイルも普段からモノを壊こわしたりするが、これはそんな生なま易やさしいものではない。小さな火を上げながら倒とう壊かいしていく家を尻目に、あれがもし自分に当たったらと思うと、身の毛がよだつ。

「防空壕まで走って！」

　走ろうとしたが、足が動かなかった。

　風が何かを裂く音が連続して聞こえた。それが飛行機――Ｂ29の生んだ焼しよう夷い弾だんだとわかるまで、双葉はそこにいつまでも立ちつくしていた。

「逃げろ！　逃げろ！」

「立ち止まるな！　共同防空壕まで逃げるんだ！」

　大きな荷物を持った人達が、火のついた家から逃げ回る。もう双葉は自分から歩かず、お姉さんに手を引かれるまま、人の波に流されるだけだった。

　それでも時折、上から燃える鉄パイプのようなものが降ってくるたびに足がすくむ。後で知ったが、あれが焼夷弾というものらしい。屋根から貫通して、中を焼かれた家の窓が火を噴ふき、そして崩くずれていく様がわかる。

　防空壕までは十分もかからずに行けた。防空壕といっても、土手に穴を掘っただけの小さな洞どう窟くつのようなものだ。しかしがんばれば十数人くらいは避難できる。

「ここなら安全よ。前の時もここは襲撃されなかった」

　髪の毛についたススを払いながら、荷物を下ろすお姉さん。

　双葉は返事をすることもできなかった。

　たった十分。そう、兎轉舎から防空壕までたった十分走っただけなのに、身体がすくみあがっていた。今までガーゴイルと一緒に危険な目に遭ってきたが、この十分は双葉の生しよう涯がいでも強きよう烈れつな記憶として残るだろう。

「家が……俺の家が燃えてる……」

　涙を流しているおじさんがいた。

　たとえば映画のセットは、アクションシーンで簡単に爆破されてしまう。終わったら全部片づけて燃えるゴミだ。

　だけど双葉は、壊れていく家の前の姿を知っていた。その家には誰かが住み、楽しい想い出を刻んでいったはずなのだ。それが壊れていく姿を目まの当たりにして、平静でいられるわけがない。

「あぁ……」

　防空壕の奥の方にいた主婦らしき女性が立ち上がった。

　どこへ行くのかと思えば、防空壕の外に出ようとしているではないか。

「やめなさい！」

　兎轉舎のお姉さんが身体ごと押さえつけた。

「でも……まだ正しよう太たが来てないんです……」

「あんたが行ったって、二に次じ遭そう難なんするだけよ！」

「正太が……まだ、正太が……」

「いいからじっとしてなさい！　誰か手伝って、早く！」

　お姉さんのすごい剣けん幕まくに、男二人が主婦を押さえつける。

「うぅ……正太……！」

　すすり泣く主婦を、お姉さんが抱きしめていた。ここで勇ゆう敢かんな若者が子どもを助けに飛んでいくのならば、英えい雄ゆう譚たんとして語かたり継つがれただろう。しかし防空壕の中にいても感じる熱気を知れば、行く者がいなくても責せめられない。

「おかぁ……さん？」

　防空壕の中に子どもが入ってきた。シャツに短パンで、着きの身着みきのままでここに来たという少年だった。双葉よりずっと年下の、五歳くらいの子ども。

「正太！」

　さっきの主婦が子どもを見て驚喜した。その手に子どもを抱こうと手を伸ばすが、正太は前のめりに倒れてしまう。

「すぐに運んで！」

　男達に命令しながら、お姉さんが腕うでまくりをする。正太の背中は焼けただれていた。首の下から腰こしの上まで、重度の火傷やけどに侵おかされていた。

「熱いよ……熱いよ……」

　救急車なんて出動している場合ではないだろう。そもそもこの時代に救急車があるのかも双葉は知らない。どうしていいかわからず、周りの反応を見てしまう双葉。

「大丈夫、わたしに任せなさい！」

　お姉さんはこんな時でも笑顔だ。持ってきていた背はい嚢のうから、ラベルの貼はられてないビンを取り出す。

「すぐに治すからね。ちょっと痛いけどガマンよー」

「おお、さすが兎轉舎さん！」

　周りから拍はく手しゆがおきた。兎轉舎のインチキ商品の効果は知られているということか。拍手に反応するわけでもなく、お姉さんはビンの軟なん膏こうを指にとる。

「みんな、その子押さえといて」

　正太の母親を含む三人がかりで押さえつけた。応急処置とはいえ、火傷に軟膏を塗ぬるのだ。たとえそれがどんなに有効なものだとしても痛みはあるだろう。

「痛いっ！」

　叫ぶ正太に、母親が腕を差し出した。嚙かめと言うのだ。あまり大きな声を出すと兵隊に見つかるからだと聞いた。正太は母の袖を嚙み、痛みに耐えた。

「双葉ちゃん、何か楽しい話でもしてあげて」

　軟膏を塗りながらお姉さんに言われ、双葉は顔を上げた。

　そんなことできる状態じゃない、と声を張り上げて反論したかったが、逆に気が紛まぎれていいかもしれないと思い直す。しかし話題が見つからない。

「お姉ちゃん……」

　正太が自分の目を見つめてきた。

　それが幸いした。双葉のガキ大将気質が燃え上がり、困っている子どもを放っておけない吉永家の教育を思い出したのである。

「おい、おまえ！　痛いか!?」

「痛いよ……」

「痛いときはな！　大嫌いな奴に殴られてると思うんだよ！」

「えぇ……？」

「殴られるとムカつくだろ？　そしたらその怒りをガマンパワーに変えるんだよ！」

「ガマンパワー？？？」

「そしたら気合がドカーンって湧わいてきて、痛みなんかバーッと飛んでくんだぞ！」

「ドカーン？　バーッ？」

「そうだ、ドカーンだ！」

　もう双葉にも何を言っているのかわからなくなってきた。ノリにまかせて擬ぎ音おんだらけになっている。だけど子どもに理り屈くつなんか必要ないと、双葉は経験で理解していた。

「痛っ！」

　軟膏を塗られて痛がる正太だが、

「うう……」

「ほら、そこでドカーン！」

「ド、ドカーン……！」

　歯を食いしばってガマンする正太に、双葉の顔がほころんだ。

「いいぞ、男だ！　おまえガッツあるぜ！」

　親指を立てる双葉に、正太が脂あぶら汗あせ混まじりの微笑を見せる。ほどなくして軟膏は塗り終わり、これもお姉さんが事前に用意した包帯を巻き付ける。

「はい、おしまい。あとは生き残ったら病院に行こうね」

　最後に正太の背中を押して、痛がる顔を見て楽しむお姉さん。そのくらいの余裕が防空壕の中にあった。













　正太の治ち療りようが終わり、静かになる防空壕。

　外はまだ警報が鳴り響いている。悲ひ鳴めいらしきものも聞こえる。

　正太は助かった。しかしこの外では助からない人達もいるのだ。外に出て、様子を見に行く気にもなれなかった。防空壕の中にいても、まるですぐ隣で爆発があったような大きな音がする。爆弾や焼しよう夷い弾だんが落ちる音だけじゃない。戦闘機の機き銃じゆう掃そう射しやだという。

　怖くなって、お姉さんの袖にしがみついた。

「ありがとね、双葉ちゃん」

　そっと頭をなでられて、ガマンの限界が来た。

　お姉さんの胸に顔を埋めて、双葉は震えた。涙は出さなかったが、恐怖で何もできなかった。お姉さんの温ぬくもりを手放さないようにしがみつくので精一杯だった。

「双葉ちゃんがいると、どこにいても明るい雰ふん囲い気きになるのよねぇ」

　そんな双葉の気持ちを知ってか知らずか、お姉さんは気楽に言う。

　何が明るい雰囲気だ。お姉さんの胸に顔を埋めていてわからないが、みんな苦しそうな声を上げているではないか。それとも、これでもまだいい方なのか。

　そんなことを考えていると、大きな爆発音が聞こえた。防空壕が大きく揺れ、砂じや利りが降ってくる。子どもの悲鳴が耳みみ障ざわりなほど響いた。

「近いぞ！」

　誰かがそう叫び、双葉はいてもたってもいられなくなった。

「双葉ちゃん！」

　お姉さんから離れ、防空壕を飛び出した。

　どうしてそうしたのかは双葉にもわからない。しかしこのまま防空壕でじっとしていたら、外が見られないと思っただけだ。

　外を見なければならない――そう思ったのだ。

「わ……」

　夜空まで真っ赤だった。見える範はん囲い全すべてが焼かれているように思えた。骨組みだけが黒く残っており、あとはみんな炎に焼かれていた。逃げる人はもういなかった。無事に防空壕に避ひ難なんしたか、さもなくば別の所を走っているのだろう。火が迫せまっているのに近づくバカはいない。

　空にはまだ飛行機が飛んでいた。爆撃は行っていないようだ。これ以上攻撃しても無む駄だだと判断したのか。

「……ざけんな」

　拳を握りしめ、双葉は空を仰あおいだ。

「ざけんなバカヤロ―――――――ッッッ!!」

　届くはずのない叫び。

　天に向かって吠える双葉を、誰も咎とがめなかった。大声をあげたら敵機に見つかると言われているが、そんなこと双葉はお構いなしだった。

　どうして町を焼くのか。戦っているのは兵隊だけなのに、どうして関係ない人達まで攻撃するのか。双葉の嫌いな弱い者いじめ――これはその中でも最も悪あく辣らつだった。

　石でも投げて、あの戦闘機や爆撃機を撃ち落としてしまいたくなる。

　ガーゴイルならばそれができる。

　いや、ガーゴイルならばそれをする以前に、町を火の海になんかしない。

「あ……？」

　だが双葉は見た。燃えさかる町の中に、見慣れた石像が座っているのを。

　目を擦こすってみたが、その姿はいまだ健在だった。

「何やって……」

　駆け寄ろうとしたとき、石像の目が光った。見慣れた光線が双葉の視界をぐるっと一周すると、あれだけ燃え上がっていた炎が全て無くなっていた。

　おお、と歓声が上がる。防空壕にいた人達にも見えたようだ。

　赤い世界が、たった数秒で黒い世界に変わった。

「おい！」

　もう空襲がないことを確認して、石像の元へ走った。身体から煙を上げて、石像はじっと座ったままだ。もはや家とは呼べない残ざん骸がいの上に、物言わず座っている。

「ガーゴイル……？」

『これで全部だな』

　抑よく揚ようのない声で石像がつぶやいた。

　地面が熱くて、近くまで寄れなかった。まだ焼しよう夷い弾だんの熱が消えていないのだ。

「おまえ、みんなを守ってくれたのか？」

『喜一郎の命令を遵じゆん守しゆしたまでだ。この町の人間を守れと我に命じたのだ』

　その言葉を聞いて、落胆らくたんする双葉。

　やっぱりガーゴイルとは違っていた。

『火は全て消したが、まだ危険が去ったわけではない。用心しろ』

　真っ赤な空には、もう飛行機はいなくなっていた。やがて空襲警報が解除されると、防空壕にいた人々が飛び出し、石像の周りに集まってきた。

「ありがとうございます！」

「ウチは燃えずに済みました！」

「この子の命を救ってくださって、本当になんとお礼を申し上げたらいいか……」

　石像の周りに集まっているのは、双葉がいた防ぼう空くう壕ごうの人だけではなかった。別の防空壕にいた人や、防空壕に逃げられず立たち往おう生じようしていた人達が、石像を神様のように祭り上げている。

『ところで気になるのだが』

　人々に囲まれながら、石像がつぶやいた。

『なぜ汝は大量に金を持っているのだ？』

　石像の視線は、一人の女性に注そそがれていた。双葉が見たところ、特に変わった様子はない。防空頭巾をかぶった、和服のおばさんだ。

「っ！」

　しかしその女性は石像に指摘されると、すぐに逃げ出す。

『待て』

　石像が放った光線が女性の足に命中する。スッ転んだ女性の服からは、紙幣や通帳や宝石などが山のように出てくるのだった。

「こいつ！」

「このドサクサに紛れて！」

　男達が女性を引っ立てる。

「くそっ！　黙ってればわかんないじゃないのさ！」

　引きずられるようにして連行される女性。呪じゆ詛そのこもった視線で石像を睨にらむが、石の身体は視線ごときで傷はつかない。

「あんなヤツもいるのか……」

　複雑な気分の双葉だった。

　これが世に言う火か事じ場ば泥どろ棒ぼうというやつなのかと、逆に感心すらしている。

「なんとか切り抜けられたわねー」

　双葉の後ろからお姉さんがやってきた。

「ああ、よかったー……」

　なんだかどっと疲れが出て、その場にへたり込んでしまう。

「あっちっ！」

　まだ地面が熱い。尻が燃えるかと思った。反射でジャンプして、お姉さんにしがみつく双葉。お姉さんはそんな双葉をケラケラと笑うだけだった。

「なあ、姉ちゃん」

「何？」

「あいつ、ホントに全員守ったのか？」

「……そんなわけないでしょ」

　双葉の心に恐怖が蘇よみがえってきた。

　この空襲だけじゃないのだ。まだ戦争は終わっていない。

「帰りたくなったら、いつでも言いなさいよ」

　慰なぐさめるのでもなく非ひ難なんするのでもなく、普通の口調でお姉さんが言った。よく見ればお姉さんの綺麗な顔は煤と泥で汚れまくっていた。きっと自分も似たようなものなのだろう。この調子では、風呂にも入れない。

「なんか……寒いな」

「風通しが良くなったせいね」

　煙に燻いぶされた空の向こうに、山が見えた。ついさっきまでは家に邪魔されて見えなかったのに。

「ガーゴイルが思い出すまで、あたしゃ絶対に帰んねぇぞ！」

　それが双葉にできる、精一杯の強がりだった。































　空くう襲しゆうの騒さわぎが一段落する頃ころには、すでに太陽が昇っていた。

　双ふた葉ばとお姉さんは兎と轉てん舎しや――だった場所で一夜を明かした。真っ黒な消けし炭ずみの中に、変な色のガラクタが見え隠れしていた。何もかもが燃えてしまっている。兎轉舎だけじゃない。周りの家も、全すべて燃もえ尽つきていた。

　道と残ざん骸がい。双葉の視界に入るのは、それだけだった。

　石像が消した火事の残り火を、焚たき火びにして暖だんを取った。毛もう布ふにくるまってうとうとしていると、やがて軍隊の車が大勢やってきた。毛布や衣類、食べ物などを支給してくれるという。

「ほれ」

　缶切りで開けた缶かん詰づめの中身を、近所の子どもに分け与える双葉。

「ありがとー！　お姉ちゃん！」

「お、おう」

　お礼を言って缶詰を持っていく少年を見送る。そのまま食べるのかと思ったら、母親と妹にも分けるのだと言う。いい子である。

「なーんにもなくなっちまったなぁ」

　見ればわかることを、今さらつぶやく双葉。

「なくなっちゃったわねえ」

　お姉さんは焚き火を使って、ヤカンの湯を沸わかしている。自宅の敷しき地ちなのに、キャンプみたいな生活になっていた。

「米とかの蓄たくわえも無なくなっちゃった？」

「全部ね」

「そっか」

　ということは、さっきの缶詰は貴重な食糧だったのだ。惜おしい気もするが、これでいい気もする。いっそスッキリするというものだ。

　前より生活は悪くなったが、双葉は安心している。これだけ焼いたのだ。もう空襲が来ることはないだろうと、勝手に思っていた。

　隣の家は、スコップで家の残骸を掘り返している。預金通帳を発はつ掘くつして大喜びしている軍服姿のおじさんがいた。燃えなかったのが奇跡である。

「姉ちゃんは平気なのか？」

「何が？」

「大事なモノとかあったんじゃねーの？」

「ふっふっふ、そのへんは抜かりないわよ」

　椅い子す代わりにしている背はい嚢のうをパン、と叩たたくお姉さん。別に二度目の経験だから持ち出せたわけではなく、いつか来る空襲に備えて、常つね日ひ頃ごろから貴重品は持ち出せる場所にしまっておいたのだという。

「あたしも帰ったら、貴重品はそうしとこ」

「そうそう。イザってときの備そなえはしておきなさい。ガーゴイル君がいるとは言っても、火事や地じ震しんなんかは来たりするんだから。あ、お茶入ったわよ」

　湯飲みではなく、軍用のコッヘルに薄い茶を注そそぐお姉さん。燃え残ったのがこれしかなかったらしい。ありがたく頂き、ぐいっと飲み干す。暖かいものを口に入れるのは久しぶりだった。冷えた身体からだが芯しんまで温まる。

「そういや、あいつはどこ行ったんだ？」

　昨日の英雄の姿を探すが、夜からどこにもいない。

　まさか逃げたわけでもないだろうが……。

「あの子なら、お隣さんみたいな発はつ掘くつ作業を手伝ってるわね」

「いろいろ埋うまってそうだからな」

　言ってから、双葉は思いだした。

　あれだけの空襲だ。もしかして――

「うん、そう。人も埋まってるわよ、たぶん」

　ぞっとして、周囲を見回す。燃えかすだらけの町並みを、たくさんの人が行き来している。その誰だれもが疲れ切った顔をしている。視界の端はしにいる人は、誰かと抱き合っていた。再会を喜んでいる様子。

　再会できなかった人もいるのだ。

「しょうがないわよ。戦争なんだし」

「しょうが……ないのかな」

　空襲で人が死ぬのはしょうがないことなのだろうか。避さけようと思えば避けられたことではないのか。双葉一人がどうこう叫んでも仕方がないことなのだが、それでも国民が一いち丸がんとなって叫べば止められたことではないのか。

「みんなそう。しょうがないと思ってるのよ。戦争はこの国を守るためにやってることだし、日本は神に守られた国だから、負けるはずがないと思ってるの」

　そういう風に教えられてきたのだ。

　もしも双葉がこの時代に生まれていたら、きっと同じ事を考えさせられるのだろうか。

「違う考えを持ったら、非国民って言われちゃうしね。でも、平成の世も変わらないわよ。人と違うことを叫んだら、変な目で見られるでしょ。それと一緒」

「嫌な時代だな」

　素す直なおにそう思った。

「だからこそ、平和な時代まで生きないとね」

　お姉さんは笑って立ち上がり、遠くの方に手を振って見せた。

　何かと思ってそちらを見ると、見覚えのある乗用車が悪あく路ろを突き進んでこちらに迫せまっている。やがてこれ以上進めないと判断したのだろう、停車した車から男が出てきた。

「やー、どうもどうもどうも。ご健在で何よりでございます」

　小太りの男――平ひら賀がだった。

　今日は背広姿ではなく、国民服姿だ。

「お手伝いに来ましたよ」

「あら、助かるわぁ。男手が足りなくてどうしようかと思ってたの」

「そうだろうと思いまして、車にいろいろ積んで参りました」

「ありがとうございます、平賀さん」

　深く頭を下げるお姉さん。

　国民服姿なのはそういうことか。ジャージみたいなものなのだ。

「おーい、よろしく頼むよー！」

　そして平賀が車に向かって声をかけると、後部座席から屈くつ強きような男が二人ほど、スコップ片手に出てきた。

「うちの社員も連れてきました。どうです？」

　自慢げに腹を張る平賀に、双葉もお姉さんも笑いそうになった。







　平賀が兎轉舎の発掘作業をしている間、ヒマになった双葉はその辺の散さん策さくに出た。一番大事なものはお姉さんが持ち出していたが、さほど大事でないが有用なものを発掘しようという考えである。

　その中にはお姉さんと潤じゆんの錬れん金きん術じゆつにおける研究の成果もあるらしい。燃えてしまわなければいいのだが……。

「せめて、あの地下室が使えたらなぁ」

　門番型自動石像が生まれたのは、居い間まから行ける地下の隠し部屋だった。さまざまな錬金術の道具が置かれていたのだが、潤の出しゆつ征せいとともに封ふう印いんしてしまったそうだ。もしも残っていれば防ぼう空くう壕ごうとしても使えただろうが、後の祭りだ。

　ちなみに封印した理由はお姉さんも教えてくれなかった。何か大人の事情があるのだろう。

「はぁ～あっと」

　空に向かって両拳を伸ばす双葉。抜けるような青空は、空襲の後でも気持ちのいいものである。単に下の光景を見たくなかったというのもあるが。

　兎轉舎の片づけは平賀がやっている。お姉さんは近所の人達の手伝いに行っている。石像はどこにいるのかわからない。

　そうなると、自分は何をやればいいのか。

　さすがに大人に混じって力仕事はできないし、家事もできない。何より、この荒すさんだ状態で自分に何ができるのかわからない。

　それでも身体は何かしたがっているのだ。困っている人は見過ごせない。

「あ、おねーちゃん！」

　聞き覚えのある声に振り向くと、正しよう太ただった。

「おう！　火傷やけどはどうだ？」

「なんか知らないけど、もう治っちゃった」

「はやっ！　ちょっと後ろ向け！」

　シャツをまくり上げて正太の背中を見ると、本当に治っていた。もう包帯を巻く必要もないくらい。少し火傷の痕あとはあるが、これは致いたし方かたない。

　双葉がケガをしても、こんな軟なん膏こうは塗ぬってもらえなかった。きっと大事なものなのだろう。二度と製造できないとか、失敗する可能性があるとか。しかしあの時は非常事態だったのだから、使って正解だったのだろう。真実はお姉さんのみぞ知る、だが。

「おばちゃんに、ありがとうって言っておいて！」

「いいけど……おばちゃんって言ったら斬きり殺ころされるぞ」

「僕、まだ死にたくない……」

「悪いことは言わねぇ、お姉ちゃんって言っておけ」

「わ、わかった……」

　せっかく助かった命だ。ノリで失わせるわけにはいかない。

「ああ、昨日の……本当にありがとうね」

　正太の後ろから、母親が顔を見せた。背中に大きな荷物を背せ負おっている。

「あたしは別に何もしてないけど、さ……」

「そんなことないよ。正太を励はげましてくれたじゃないか」

「励ますよりもさ、なんかあたしにできることない？」

「できること？　あんた、自分の家はいいのかい？」

「そっちは平気。なんでも手伝うぜ！」

「そうだねぇ……それじゃ、正太の面倒見てくれるかい？　今、実家に帰る支し度たくをしてるとこなんだ。それまで預かっててくれると助かるよ」

「オッケー！」

　親指を立てて正太の頭を摑つかみ、去っていく母親に手を振ったあとで、はて、これでは昨日と変わりがないような気がする双葉。

「おねーちゃん、何かして遊ぶ？」

「んー……それよりもさ、ほかにやることがなくて困っているヤツらっているか？」

「んっとね、ケンイチんとこの家も燃えちゃってるんだって。あとハナちゃんとこもそう」

「よし、ちっとそいつら呼んでこい。今から楽しいことするぞ」

「うん！」

　元気よく走り去る正太。家が焼けたというのに、とても前向きだ。

　命があれば、子どもというのは基本的に元気になれると信じている双葉。ここはひとつ、そのエネルギーを使ってやろうじゃないかと企たくらんでいる。

　やることがないなら、探せばいいのだ。







「おや？」

　物々しい音に平賀がスコップを置くと、遠くの方で子ども達がたくさん集まっていた。どうやら自分達のように瓦が礫れきを掘ったり、怪け我が人にんの看病をしたりしているようだ。子どもならではというか、狭せまい所に入りやすいので便利がられている。非ひ力りきな子どもといえども、ちゃんと指揮しきを執とれば大人顔負けの威い力りよくを発揮するものだ。

　しかも、その音おん頭どを取っているのは双葉ではないか。

「高原たかはら様、あれは……？」

　近くでお茶を入れているイヨは、部下の男達と一緒に腰こし掛かけていた。彼らが一休みしているので、代わりに平賀がスコップを握って作業しているのだ。

「双葉ちゃんも、考えるわねぇ。子ども達を集めて復ふつ興こう作業なんて。ありゃ根っからのガキ大将の双葉ちゃんじゃないと無理ね」

「ははぁ。あの子一人で考えたんですかぁ」

「最近の子どもは頭いいのよー。平賀さんもいずれ若いモンに抜かれる日が来るからねー。注意しなさいよ」

「いやはや、これは手て厳きびしい。ですが、ワタクシもまだまだ枯かれてはおりませんぞ……と！」

　再びスコップを握ろうとして、何かの手て応ごたえを感じた。

「よっ、と」

　軽く掘り進めるだけでそれは見えてきた。

　それは桐きりの箱だった。

「これは何でしょう？」

　開けてみると、丸めた紙かみ束たばが数枚。紐ひも解といて平賀が中を見ると、外国の文字で書かれた設計図のような物だった。

「ワタクシにはよくわかりませんが、設計図ですかな？」

「それ、貸して」

「はぁ」

　素直にその紙と箱を渡すと、イヨは紙束を焚き火の中にくべてしまった。一瞬だけ炎ほのおが強くなり、すぐに燃え尽きてしまう。

「もう必要のないものだから。あ、でも、この箱は桐でできてるわよ。欲しい？」

「いや、特に……」

「あ、そ」

　結局、その桐の箱も焚き火に入れてしまう。焚き火の中には、その紙と箱以外にも必要のないガラクタが燃されていた。

「もうないみたいね、大事なモノ」

「左さ様ようですか。それでは、少し休んだら参りましょうか」

「そうね」

「ワタクシ、双葉さんを呼んで参ります」

　スコップを置き、汗を拭ふく平賀。まだまだ体力があることを見せつけるかのように、イヨに力こぶを作ってみせる。

「すみません、わざわざ」

「いえいえ、高原様のお子さんですから」

「正確には違うんですけどね……」

　違うのか、と平賀は不思議に思った。

　あれだけ似ているのに――

「まぁでも、わたしの子どもの家族ってことだから、やっぱりわたしの子っていっても差さし支つかえないのかな、うん」

　わけのわからないことを言って、一人で納なつ得とくするイヨだった。







　吉よし永なが双葉率ひきいる少年少女救助隊は、発ほつ足そくしてからわずか二時間で解散することとなった。双葉自身がこの町を離れなくてはならなくなったからだ。

「雅まさ臣おみ兄ちゃんのところ？」

「ええ。ワタクシどもは、それを伝えるためにこちらに来たのでございます」

　走ってきた平賀が伝えたのは、つまりそういうことだった。一晩で事じ態たいを知った東ひがし宮みや雅臣の計はからいで、あちらの社宅に住まわせてくれるということだ。

　そういう計らいはとてもありがたいが、双葉にはそれ以上に感かん慨がい深いものがあった。

「こっちに来てから、まだ雅臣兄ちゃんに会ってないしな」

「おや、双葉さんも社長と面めん識しきが？」

「うーん、どうなんだろ」

　会ったと言えば会った。でもそれは前回の時じ空くう移い動どう睡すい眠みんのことだ。お姉さんの脳内の出来事なのだから、今回のガーゴイルの脳内の雅臣には当てはまらないだろう。

「やっぱナシ！　会ってない！　たぶん！」

「は、はぁ……」

　両手でバツの字を作る双葉に、困こん惑わくする平賀。

　その時、近くにいた少年が双葉の袖そでを引いた。

「たいちょー、いっちゃうの？」

「おう」

「隊長いっちゃったら、僕達どーすればいいの？」

　別の子がすがるような目で双葉を見つめた。

　成なり行ゆきで作ったとはいえ、ここまで上う手まく機能していたのだ。迷子まいごの保ほ護ごも兼かねており、解散してしまったら行き場のない子ども達が困るだろう。

「よし、正太。おまえ今から隊長な」

「ええー!?」

「男なんだから、それくらいやれっての！」

「う、うん……」

「困ったことがあったら、近くの大人に聞けばいい。なんでもオメーらだけでやろうとすんなよ。迷子がいたら警察でも軍隊でもいい、近くの大人に届けてやるんだぞ」

「わかった……」

　正太も隊長になるのはやぶさかではないようだ。しかし純じゆん粋すいに双葉との別れが悲しいのである。正太だけでなく、全ての子ども達がそうだった。

「シャキッとしろ！」

「はいっ、隊長！」

　ビシッと敬礼する正太に、双葉は親指を立てた。確か五歳と聞いていたが、なかなか根こん性じようがある。将来が楽しみだった。

「じゃあな！　がんばれよ！」

　手を振って子ども達と別れる。

　みんな口々にお礼を言いながら、双葉を見送っていた。

「待たせたな、おっちゃん」

　平賀に笑いかけると、

「……なんとなく、高原様が言っていたことがわかりましたよ」

「あん？　姉ちゃん、あたしのことなんて言ってた？」

「雰ふん囲い気きを変えるとかそういうことではなく、あなた自身が明るい空気そのものなのだと仰おつしやっておりました」

「……なんだそりゃ」

　少し照てれくさかった。

　双葉だって、多少無理して明るくしたのだ。みんな暗い雰囲気だったし、元気な顔を見れば周りの人も元気になると、本能で知っていたから。顔色を窺うかがうのではなく、自分のペースに巻きこんでしまえばいいのだ。

「あ」

　遠くの方で何かが光った。また空襲か何かかと思ったが、よく見れば見覚えのある光だった。急いでそちらの方へ走る。

　光の出で所どころは民家の残ざん骸がいだった。完全に燃えなかったのか、屋根に押おし潰つぶされている。どっちにしろ新しく建て直さない限り住めないだろう。

　その家の前に石像が座っていた。

「ありがとうございます！　本当にありがとうございます！」

　家の奥おく方がたとおぼしき女性が、しきりに頭を下げていた。

　一方、石像は不ふ機き嫌げんだった。

『汝なんじはこんな物のために我われを使ったのか？』

「どうしても取り返したかったんです！　お金よりも大切なんです！」

『金より大切だと？　これのどこに価か値ちがある？』

　なんだか不ふ穏おんな空気だったので、双葉が割って入った。

「おい、どうした」

『むう』

　石像の後こう頭とう部ぶを蹴けりつける双葉。もう石像も抵てい抗こうしなくなっていた。

『この者が、どうしても我の力が必要だというのだ。それでこの家の下から、このようなものを取り出した』

　奥さんが持っているのは、写真立てだった。

「これ、大切な写真なんだ？」

　写真立てを見せてもらった。

　結婚写真だ。紋もん付つき袴はかまを着てかしこまっている旦だん那なさんと、白しろ無む垢く姿の奥さん。どっちも緊きん張ちようしているのが、写真から伝わってくるようだ。

「私にとっては……一番大切なんです。昨日の空襲でも持ち出せなくて……」

「そっかぁ。良かったなぁ」

『良いことなのか？』

　石像は本当にわかっていないようだった。

「いいんだよ。おまえはいいことをしたんだ」

『だが、何の変へん哲てつもない写真だぞ？』

「変哲あるんだよ」

　双葉は奥さんを見た。

　旦那さんは戦争に行ったのだろうか。それとももう、帰らぬ人になったのだろうか。どちらにせよ、会うのが困難な状態にあるのだろう。

「もしも価値がなかったら、この人、こんなに感かん謝しやしねーだろ」

『それはそうだが』

「おまえはいいことをしたんだ。あたしが保証する。あたしじゃ不満だったら、姉ちゃんやキー兄ちゃんやユキ姉ちゃんに聞けばいい。みんないいことだっていうぜ」

『そうか』

　石像はそれきり黙だまりこんでしまった。

　怒おこっているのだろうかと顔をのぞきこむと、

『確認するが』

「うわっ！」

　いきなり話しかけられて、ビックリして仰のけ反ぞる双葉。

『全ての写真が大事だというわけではないのだな？』

「そ、そりゃそうだろ。あの写真が、あのおばちゃんにとって大事なんだよ」

『つまり、それが汝の言う人それぞれなのだな？』

「そだよ」

『ふむ。我は一つ発見したぞ』

　石像の声はどこか得とく意いげだった。

『その者の過去とつながりがある物品は、希き少しよう価値が生まれるのだな』

「お、わかってきたじゃん」

『喜一郎がユキと添そい遂とげたいと思うのは、そういうことであったか』

「いや……別にキー兄ちゃんとユキ姉ちゃんは、ただ単に幼おさななじみってだけで付き合ってるんじゃねぇぞ？」

　時間で全てが大切になるのだったら、双葉と和かず己みはあれほど喧けん嘩かしないはずだ。しかし石像はいいところをついていた。想い出のなんたるかを理解しようとしている。褒ほめるべきだ。

「んじゃ行くか」

『何ど処こへだ？』

「雅臣兄ちゃんのところ。家がなくなっちゃったからさ。厄やつ介かいになるんだ」

『我の父の一人か』

　変な言い方をするが、この石像の父親は東宮雅臣と高原潤のふたりだ。間違ってはいないのだが、やっぱり変だ。

「嬉うれしいか？」

『関係ない。我の制作者というだけだ』

「そっか」

　生まれてから一度も会っていないのだから、当然といえば当然だ。

　考えてみればこの石像、かなり複雑な家庭環境にあるといえよう。父の一人は戦争で行方ゆくえ不ふ明めい、もう一人の父は大会社社長、そして母親は骨こつ董とう品ひん店の主あるじ。おまけに生まれてからずっと蔵の中で日ひの目めを見なかった。

　家族と呼べるものが、今までいなかったのだ。

「双葉さん、そろそろ行きますよー！」

　遠くの方で平賀が呼んでいる。

「なぁ、ガーゴイル」

『なんだ』

「家族って、欲しいか？」

『汝らがそこまで言うからには、さぞや良いものなのだろうな。だが我は石像だ。石に家族など必要ない』

　いつもと同じ声だが、少し悲しみが混じっている気がした。

　それと同時に、気づく。

「今おまえ、ガーゴイルって呼んだのに返事したな？」

『いい加減、否定するのも疲つかれた。汝の好きな名で呼べばいいだろう』

「名前もらって、うれしいか？」

『呼こ称しようなど、便べん宜ぎ上じようのものであろう』

　ガーゴイルが初めて名前をもらったときは、とても嬉しそうだったのだが。

　それでも、一歩前進した気がする双葉だった。







　平賀が連れてきた屈強な男ふたりは、兎轉舎の敷地に残るそうだ。なんでも、空襲で全て燃えたのを良い事に、土地を奪うばってしまう輩やからがいるそうな。勝手に線を引いて「こっからここまで俺の場所！」と主張する子どもじみた手口が有効だそうだ。訴うつたえようにも、土地の権利書まで燃やされてしまってはどうにもならない。いつの時代にも、どんな事件でも悪わる巧だくみをする人間はいるものである。

「まぁ、ワタクシたちに任せておけば心配には及びませんですから、ハイ」

「前向け、前！」

　ハンドルを握っている平賀がにこやかな笑みで振り向いたので、慌あわてて双葉が首を元に戻した。鈍にぶい音が聞こえ、しばらく平賀が黙っていたが双葉は運転席の方を見なかった。代わりに外の景け色しきを見る。

「どこまで行っても山道だなー」

　さっきから尻しりが痛いのだ。ガタガタ揺れるから。

　この道がきちんと舗ほ装そうされるのは何年後なのかと思いをはべらせながら、緑あふれる景色を見ていた。空襲で焼けた町も、空襲で焼ける前の町も、なんだか異次元にいるような気分にさせられるが、美しい自然はどの時代も一緒だ。

　とはいえ、尻が痛いのはどうにかならないものか。

「ここも焼かれたらどーすんだろ……？」

『それはない』

　答えたのは、後部座席に座っている石像だった。

『敵軍が焼き払うのは、我が国にとって重要な施し設せつがある場所だけだ。基地や政府、そして武器工場などだ。それらがない山を焼いたところで意味がない』

「それにアメリカにしてみれば、勝った国の土地がボロボロだったら意味ないですからな」

　首を押さえながら平賀が補足した。

　ホッとしたが、少し癪しやくだった。この自然が焼かれないのは、アメリカ側の事情でもあるのかと思うと腹が立つ。

　やがて山道が終わり、舗装された道路を通る自動車。ずいぶん尻が楽になった。

　それと同時に大きなビルが見えるようになった。

「うわー……すげぇ、でっかい町なんだなぁ」

「ほら、あれですよ、あのビルヂング」

　平賀が前方を指さすが、遠くてよくわからない。

　ビルは最高で十階建てくらいだろうか。その下に建っているのもかなり高いビルだ。今までずっと平ひら屋やばかり見てきたから、とても新鮮だった。

　双葉の脳内では、この時代の人間は平屋にしか住んでいないと勝手に設定されていた。あとでお姉さんに言ってみたら、「それは江戸時代」だと笑われてしまった。

　道路が広くなると、車の隣を路面電車が走るようになった。ちゃんと道路の上に線路が敷しかれているのである。

　なんだか別の時代にワープしてきたような気分だった。

「わー、鉄筋てつきんコンクリートだー」

　そんなことでも双葉は感心してしまう。これなら空襲にあっても燃えずに残っているのではないだろうか。

「鉄筋はまだまだ珍しいわね。ここのは普通のコンクリートかな」

「我が社は鉄筋でございますよ」

　平賀が胸を張る。

「かなり値ねが張りましたが、空襲でも燃え尽きない社しや屋おくというのは売りになりますからして、社長が決断なされたのでございます」

「社屋まで兵器みたいな設計にしなくてもいいじゃないのよ……」

　つまらなそうな顔でつぶやくお姉さん。

「でも、あんなに高くて平気なの？」

「なんで高いとマズイの？」

　双葉がお姉さんを見ると、

「高いと空襲の標的にされちゃうでしょ」

「あ、そうか」

「その点についてもご安心を。社長が錬金術で結けつ界かい――というのですか？　それを張っていると耳にしました。ワタクシにはどういう原理かさっぱりなのですが、確かに飛行機で上空を飛んでも目立たないそうでして、ハイ」

「ふーん」

　双葉とお姉さんが同時に声を出した。

　やがて車はビルの前で停車した。見上げてみれば、遠くから見えた一番大きなビルだった。それでも駅前の樽たる井いデパートより小さい。高さはこちらのほうが大きいが。

　石段を登り、学校の昇降口ほどの入口に入ろうとする。入口の脇わきに「東とう宮ぐう電でん機き」と書かれた大きな看板かんばんがあった。それだけでなく、ビルの屋上にも看板が立てかけられていた。

　ふと、掲示板のようなものが目に入った。

「なんだ、これ？」

　見れば子どもの顔写真。名前と年齢と住所、それと身体的特とく徴ちようが書かれてあった。

「それは空襲で親と離ればなれになった子ども達の写真でございます」

　車を車庫に入れ終えた平賀が戻ってきて説明してくれた。

「人探し用の掲示板か」

「左様でございます。目立つ所に掲示板があれば便利でしょう」

「なるほどねー」

　感心しながら掲示板を眺めている間に、平賀が警備員達に話を進めてくれていた。警備員はしきりにこちらを見て、いろいろ確認している。女子どもに犬の石像という不思議なトリオでは、首をひねるのもうなずけるが。







　東宮雅臣は現代でも有名な企き業ぎょう・トーグーエレクトロニクスの前身、東とう宮ぐう電でん機きの社長である。東宮天あま祢ねの祖そ父ふであり、錬金術の師し匠しようでもある。また、ガーゴイルを作った三人の親の一人であり、大学時代からの親友である高原潤と共に、互いにその腕を磨みがき合あった仲だ。

　門番型自動石像の完成と共に、嫌いだった父の跡あと目めを継つぎ、東宮電機の社長になったが、錬金術の修行は怠おこたっていない。そしてイヨたちとの関係もずっと続いているようだった。

「イヨさん！　お久しぶりです！」

　最上階にある社長室には東宮雅臣一人しかいなかった。仕立ての良いスーツを着こなし、軍人のように背筋をピンと張って立っていた。

　前に見たときより老ふけたと思ったが、よくよく考えてみれば当たり前の話で。あの時は昭和二年、つまり十八年も前の話なのだ。外見が全まつたく変わっていないお姉さんが化ばけ物ものなだけである。

　そう考えると、とても三十代後半には見えない若さである。口くち髭ひげが伸びているが、これがなかったら二十代でも通じる若さだ。しかし目元が疲れているように見える。社長という地位と、それに見合った激務が疲ひ弊へいさせているのだろうか。

「ずいぶんと立派になったわねぇ、雅臣さん。琴こと子こさんも元気かしら？」

　雅臣の手を取って、お姉さんが微笑ほほえむ。

「家か内ないは実家の方におります。身体を壊こわしてしまって。僕も無理をさせたと反省しておりますが、なにぶん、こんな時代ですから」

「苦労してるのねぇ」

「や、僕はまだまだです。それよりもイヨさんも苦労なされたようで……喜一郎くんと潤のやつは、きっと帰ってきますよ」

「そうだと良いんですけどね……」

　そして雅臣は双葉の姿を見て、

「やあ！　君も久しぶり――」

　言いかけて、止まった。

「久しぶり……？　あれっ、以前、どこかで会ったかな？」

「会った……んだけどな。忘れてても仕方ねーと思うぜ」

「うーん」

　しきりに考えている雅臣。会ったのはお姉さんの脳内での話だ。厳密げんみつには初対面と一緒である。

　だが、だとしたらどうして雅臣は考えているんだろうか。

「たぶん、ガーゴイル君の記憶だと思うの」

　双葉の耳元でお姉さんが囁ささやいた。

「どゆこと？」

「ガーゴイル君はさ、前回双葉ちゃんと雅臣さんが会ったことを覚えているのよ。だからその時の記憶と、今の記憶がごっちゃになってるわけ」

「つまり？」

「記憶があやふやなら、固定しちゃえばいいのよ！」

　ニヤリと笑うお姉さん。双葉にもなんとなく理解できた。

「イヨさん、この子は……？」

「ヤだなぁ雅臣さん。ずっと前に会ったじゃないですか。喜一郎が五歳くらいの時に遊びに来てくださったでしょう？　その時から預かってるのよ。親しん戚せきの子」

「そ、そうそう！　あたし双葉！　親は戦争に行ってるんだ！」

　アドリブで口くち裏うらを合わせてみた。

　畳たたみこむようにウソの情報を与えると、雅臣は納なつ得とくしたような顔を見せる。

「そうだったかな……？　そう言われてみればそうだった気もするな……？」

「そ、そうそう！　カレーとかご馳ち走そうになったぜ！」

「…………ああ！」

　ポンと手を打つ雅臣。

「そういえば君にライスカレーをご馳走した覚えがあるよ！　双葉ちゃんだっけ？　いやいや、忘れていたよ！　ごめんごめん！」

「あはははは……ま、まぁ気にするなって！」

　どうやら雅臣の中で記憶が合がつ致ちしたようだ。あやふやな記憶でも、こうして強引に決めつけてしまえばなんとかなるものらしい。

「そして……君も久しぶりだね」

　最後に雅臣は石像に挨あい拶さつした。

『汝は我に最初の命令を下くだした人間だ。記憶に焼き付いている』

「そうか……そうだったな」

　石像を見て微笑する雅臣。彼がどんな命令を下したのか、双葉は知らない。それでも雅臣は満足したような笑みを浮かべていた。

「とりあえず、しばらくは僕の家で暮らしてもらうから。平賀に言って、荷物は移してもらってる」

「こんな時なのに、平気なのかしら？」

　ここまで来ておいて今さらなのだが、お姉さんはばつが悪そうに雅臣に尋たずねる。

「こんな時だから助け合わないとね。なに、対価は貰もらうつもりだ。イヨさんにはしばらく僕の仕事を手伝ってもらう。君の頭脳が必要だ」

「せめて、家事とかにしときなさいな。社員さん、いい顔しないわよ」

　まだこの時代、女性が表だって仕事をするのは珍しいのだろう。

　そういえばユキはどうしているのだろうか、と思ったその時、

「社長、お茶が入りました……あ！」

「ああ！」

「あー！」

　ドアを開けてお盆ぼんを持って来たのは、まさしくユキだった。最後に会ったときのようなもんぺ姿だが、上はセーラー服だった。

　ユキも双葉もお姉さんも、指をさしたまま硬直していた。誰も知らなかったのだろう。

「アハハハハ！　や、ここまで予想通りだと面白いなぁ」

　ただ一人、雅臣が腹を抱かかえて笑っていた。

「ユキ姉ちゃん！」

　ビックリして盆を落としそうになるユキ。素す早ばやく双葉が走り、盆を受け止めた。

「あ、ありがとう……でも、どうして？」

「そりゃこっちのセリフだ！　なんでユキ姉ちゃんが？　工場じゃないのか？」

「あのね、私、社長のお茶くみとして働くことになって……」

「彼女は頭が良いからね。細かい仕事をいろいろとやってもらってるんだ」

　簡単に雅臣が説明してくれた。

　予想もつかなかった仕掛けに、双葉もお姉さんも腰が抜けた。近くのソファに座りこむ。ユキが淹いれたお茶を飲んで、ようやく落ち着いた。

「せっかくだからね。全員で話した方が楽しいだろう」

　雅臣はまだ笑いが収まらないようで、社長室の机に突つっ伏ぷしながら震ふるえていた。

　双葉達の驚きと雅臣の笑いが落ち着いたころに、電話が鳴った。

「はい。私だ……わかった。あとでその資料を持ってきてくれ。すまないね、余計な仕事を頼んでしまって。うん、ありがとう」

　きびきびとした口く調ちようで電話の応対をすると、雅臣は机の上に紙を広げた。

「イヨさん。新しい情報が入った」

　社長の顔で雅臣は机の上の紙――地図を示した。もう笑っていない。

　お姉さんに続いて、双葉もユキもその地図を見た。

「軍部に問い合わせたんだけどね、喜一郎くんはどうやらこの島に補給作戦に行っているようだ」

　雅臣の指が、日本地図の南なん端たん付近を指す。

　ちょうど東京から真南に位置する群ぐん島とうだった。

「補給作戦だから、前線よりは安心だと思うが……それでも油断はできない。ちょうどこの島では戦闘が行われているから」

「そこって、危険なのか？」

　地図では場所しかわからない。

　もうちょっと歴史の勉強をすればわかったかもしれないが、双葉にはどこかの島で戦争が行われているとは想像しづらいのだ。

「戦闘の規模まではわからない。だけど軍はウソつきだからね。調子の良いときしか本当の事を言わないんだ」

「じゃあ、キー兄ちゃんは……」

「や、まぁ平気だと思うよ。僕が部隊長だったら、補給なんてサッとやってパーッと帰るさ。そもそも少年兵は訓くん練れんも未み熟じゆくだからあまり使えないだろうし。戦うのは大人で充分」

「よかった……」

　胸をなで下ろしているのは双葉ではなく、ユキだった。喜一郎のことを一番心配しているのは彼女なのだから。お姉さんの方は……少しだけ嬉しそうだった。もうあきらめがついているのだろうか。

「詳しいことがわかったら、また報告するから。安心してくれ。僕の全ての人脈を使ってでも、喜一郎くんは死なせない」

「ありがとう、雅臣さん」

「ありがとうございます！」

　お姉さんもユキも雅臣に頭を下げた。雅臣にとっても、親友の息子だ。知人が死ぬのは忍びないだろう。

「さ、湿しめっぽい話はこれくらいにして――そろそろ僕の家に行こうか」

　地図を片づけると、雅臣は手を叩たたいた。

「ユキちゃんも今日は上がっていいよ。イヨさんたちの世話をしてくれ」

「は、はい！」

「今日は長旅で疲れただろうからね。ゆっくり休んでくれ」

　雅臣の厚こう意いに感謝しながら、社長室を出る。

　夕食の話をしながら階段を下りると、ふと、双葉の視界の隅すみに子どもが走り去るのが見えた。

　見間違いかと思ったが、一人ではないので確かだった。

「雅臣兄ちゃん、あのガキんちょは？」

「ああ、彼らか」

　少年達はあまり身なりが良いとはいえなかった。うるさく走り回る子ども達を、社員達も敬遠しているのがわかる。

「空襲で家を焼かれたり、親が亡なくなったりして身元がわからない子どもを集めているんだ。外の掲示板を見たかい？」

「あー、あれかー」

「親か親戚が引き取りに来るまで、ここで世話をしてるんだ。僕の独断でね」

「すげーなぁ」

　孤こ児じ院いんのようなものなのか。しかし莫ばく大だいな金がかかるだろうに。いくら社長といえども、そんなことに金を使っていたら社員に怒られそうだ。素人しろうとの双葉はそう考える。

「や、まぁ、罪つみ滅ほろぼしのようなものさ……」

　雅臣の言葉の意味が、双葉にはわからなかった。

　それを訊きこうとすると、子ども達が走っていった方から大きな音が聞こえた。

「なんだ？」

　軽い足取りで双葉がそちらへ向かう。

　突き当たりの部屋だった。会議室か何かを改造したのだろう。床一面に絨じゆう毯たんが敷かれてあるだけの、簡素な部屋だった。その上に布団ふとんが何枚も敷しいてある。

　そしてその布団の上で、子ども達が殴なぐり合あいをしていた。

「どうだ！　わかったか！　ここではオレが隊長だ！」

　でっぷりと太ったクソガキが、小さな子どもを殴っている。

「いたい！　いたいいたい！」

　太った方は双葉と同じくらいの年だろう。そして殴られている方はどう見ても小学生になりたての年齢だ。力の差は歴然としている。

　そんな一方的なケンカを見て、双葉は尋ねる。

「やっていいか？」

「どーぞー」

　お姉さんは笑顔でうなずいた。

　双葉は腕まくりをして、ふと思い直す。

「ちょうどいいや、雅臣兄ちゃん。タダメシもらうのも悪いからさ、このガキどもの世話、引き受けた」

「頼たのもしいね。よろしく頼むよ」

「おーし」

　ずんずんと部屋に入りこみながら、双葉は内心とても嬉しかった。ケンカができるからではない。この時代で、自分ができることが見つかりそうだからだ。







　双葉が孤児を相手にデスマッチを繰くり広ひろげているとき、石像は廊ろう下かの窓から外を見ていた。社長室での会話が気になったのだ。

　――喜一郎は本当に無事なのだろうか。

　そんな事を考える、それ自体が奇妙だとは露つゆほどにも思わなかった。胸むな騒さわぎ、虫の知らせ、そんな非科学的なものは石像にとって思考の歪ゆがみである。

「どーだっ！」

　布団でできたリングの中で、当時の人間は誰も知らないプロレス技を決め、大歓声があがる。太ったクソガキが半分くらいの体重の女の子に投げ飛ばされるのは、活劇になりそうなほど痛快なものらしい。

「言ってみろ！　誰が隊長だっ!?」

「わ……わかったよっ！　おまえが隊長でいいよっ！」

「ああん……今なんつった？」

　足を決められてもがき苦しんでいるクソガキの反応を見て、双葉はさらに足を締め上げた。絶ぜつ叫きようをあげて子ども達が騒ぎ出す。

「た、隊長になってくださいっ！」

「よーし、いい返事だ。もう弱い者イジメすんなよ！」

「は、はいっ、隊長！」

　ようやく双葉がクソガキを解放する。

「わー、隊長！」

「新しい隊長だー！」

「たいちょー！」

　子ども達が双葉に集まってきた。口々に「隊長」ともてはやし始める。

「隊長ー！」

　その子ども達の声を聞いていると、石像の視界が急にぶれた。

『む……？』

　拡声器を通したように声が響く。まるで極ごく彩さい色しきの袋をかぶせられたように、息苦しく奇妙な感覚。

　子ども達の声はやがて意味をなさなくなり、音の範囲を超えてないはずの脳のう髄ずいをかき回される痛みが襲う。

『こ、これは……！』

　意識を失いかけたその時、




　――隊長！

　――隊長、どこですか!?

　――高原！　貴様だけでも逃げろ！

　――伍ご長ちよう殿！　そっちは危険――

　――くそっ、鬼き畜ちく米べい英えいめ！

　――だれか手投げ弾を！　うわあああっ！

　――はやく逃げろ、高原！

　――できません！　みんなを見捨てて逃げられません！

　――馬鹿者！

　――おまえが船に戻って、みんなに伝えるんだ！

　――走れ、高原！　

　――走れ！　走って逃げろ！

　――走れ！

　――走れぇっ！




『喜一郎！』

　悲鳴のような絶叫に、全員が石像の方を見た。

　まるで恐ろしいものを見たかのように震えている。

「どしたガーゴイル？」

　双葉が石像の頭に手を置くと、石像はごとりと床に落ちた。

「おいっ！」

『見えた……喜一郎が……見えた……！』

　うわごとのようにつぶやく石像に、みんなが駆かけ寄よった。

『何故なにゆえ……何故、我に喜一郎の姿が見えたのだ……？』

「おい、しっかりしろ！　キー兄ちゃんがどうしたんだよ!?」

『分からぬ……何もかも分からぬ！』

　双葉がお姉さんを見るが、彼女にも原因がわからないらしい。二人にとっても初めてのことだった。今までガーゴイルがこんなに取り乱したことはなかった。

『喜一郎が……喜一郎の部隊が、敵軍に撃たれていた……』

　石像はそれがまるで自分の事のようにおびえていた。

　喜一郎の恐怖が伝わったのだろうか。

「雅臣さん……」

「ああ。原因はわからないが……この石像がウソをつくはずがあると思うかい？」

「いいえ。この子がウソをつくことはない……だとしたら」

　喜一郎は、もうすでに――

「きいちゃんはどうしたの!?　教えて！」

　ユキが石像にすがりついた。だが石像はうわごとのように喜一郎の名を呼び続けるだけで、まともな答えは得られなさそうだった。

「きいちゃん……！」

　ユキの目から涙がこぼれる。

　その場にくずおれて泣くユキを、双葉が必死に慰なぐさめた。

『何故……何故、我に喜一郎の声が……』

「おい、ハッキリしろ！」

　ユキの肩を抱きながら、双葉は叫んだ。

「キー兄ちゃんは生きてるのか!?」

『生きて……いるだろう。でなければ、我に声など聞こえぬ』

「繋つながっちゃってるのね――」

「繋がってる？」

　双葉の質問に、お姉さんは答えなかった。

「開発を――急ぐしかないな」

　雅臣が、小さくつぶやく。

「……本当に開発していたのね」

　お姉さんの声は雅臣を蔑さげすんでいた。

　それでも雅臣はお姉さんの声を受け止め、強い顔でうなずいた。

「いきなりなんだかわかんねーけどさ！」

　双葉は石像の目をじっと見た。

「何かあったら、おまえがみんなを守れよ！　いいな！」

『それは命令……か？』

「ざけんな！」

　苦しそうな声の石像をひっぱたく双葉。

「そのくらい、おまえが考えて決めろ！」

　石像はしばらく苦しそうに呻うめいていたが、双葉の目を見てしっかりと答えた。

『……承知した。我が守る』

　その声は聞き慣れたガーゴイルの口く調ちようによく似ていた。
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『……答えてください。本当に小しよう生せいは以前、人殺しの兵器だったのですか？』

　記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だいの上に乗り、ケルプが見み据すえているのは東宮天祢。対して東宮はカウンターで何やら書類のようなものをまとめていた。

　和己はそんなふたりの間にはさまって、居い心地ごこちが悪かった。

「ちょっとケルプ、落ち着いて、ね」

『マスター、答えてください！』

「ああ、そうだよ」

　簡単に答える東宮。

「君の前身は人を殺すために、僕の祖父――東宮雅臣が作った兵器だ。だがそれがどうかしたのかい？　君とは関係ないだろう」

『あります。自みずからの体内に人を殺す機能が備わっていると考えただけでも、身の毛がよだつ思いなのです』

「え？　そんなことないよ」

　きょとんとする東宮。

　どうも本気らしい。

「だってアレは戦争に勝つために作った兵器だよ？　現代じゃ規模が大きすぎて役に立たないから、ケルプの武ぶ装そうは全部違うものにしてあるんだよ」

『……そう、なのです、か？』

　拍ひよう子し抜ぬけするケルプ。

　和己もなんだか腰が抜けてしまった。

「だいたい兵器が身体についていたからなんだって言うんだ。ケルプの今の武装だって、やり方によっては充分人を殺せる」

　それはそうだ。ガーゴイルもよく光線で壁を破壊している。

　あれが人体にあたったら――いや、すでに当てているのだ。あれが高原喜一郎でなかったら、どうなっていたか。

「本当の武器っていうのはね、ここにあるんだ」

　東宮が指さすのは、自分の頭。

「トリガーを引くのは己おのれの意志だ。ケルプはそんなことしないだろう？」

『当然です――』

　口ごもるケルプに、和己は首をかしげる。

　ケルプの性格なら、もっと胸を張って答えるはずだ。ガーゴイルと一緒で、誰かを守る事に誇りを持っている石像だから。

「ケルプ」

　東宮は書類から一枚の紙を取りだし、カウンターの上に置いた。

「君が考えている事はわかる」

『マスター……』

「その兵器の力が欲しいんだろう？」

「えっ？」

　驚く和己をよそに、東宮はその紙を指で突いた。

　和己もその紙を見る。何かの仕様書だった。

　そこに写っているのは――

「これ、ケルプの設計図ですか？」

　四本足の動物の図面だった。白黒なので色までは判別できないが、ケルプのような光こう沢たくを持っている。ケルプと違うのは、立派なたてがみがない事と、そして胴どう体たいの周りを巨大なリングが覆おおっている事だ。

「ドミニオン。ケルプの前身だ」

「これが……喜一郎さんが言っていた、ドミニオン……」

　ケルプのようで、まるで違う。

　丸みが少ないからか、たてがみがないからか。優しいイメージがまるで欠けている。

　兵器というのも噓うそではなさそうだった。

「正しよう真しん正しよう銘めい、人を殺す兵器だ。それでもケルプ――君はこの力が欲しいというのかい？」

　責めるような声の東宮。

　ケルプは長い事押し黙り、やがて、

『……はい』

　泣きそうな声だった。

　プライドの高いケルプからは想像もできない、悲壮感が漂ただよっていた。

『そうでなければ……御ご色しき町ちようは守れないのです……！』
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　東宮電機の地下の実験場に、その石像は安置されていた。

　社長である東宮雅臣以外の立ち入りを禁じられたその部屋は、まるで学校の体育館ほどの広さだった。その広い空間の床一面に、どこの国のものとも知れない文字がびっしり書きこまれていた。

　魔ま法ほう陣じんとは違い、正方形を描えがくように書かれたその文字は、経きよう文もんのようにも見えた。

　そしてその正方形の中心に、一体の石像が。

　隅に置かれた機械が放はなつ緑色のランプのみが照らす薄暗い光によって、ぬめりを帯おびた光こう沢たくが際きわだっている。

　まるで輪を抱いだいた豹ひようのようなその石像は、一分前から主人の許可なく起動していた。

　ただならぬ気け配はいを感じたからだ。

『……あれが……』

　どんな気持ちだったのだろう。

　実験に明け暮れる日々。身体に電気を流すだけの無む為いな実験。光線を的まとに当てるだけの怠たい惰だな実験。無数の銃弾を弾はじく意味のない実験。

　主人は重要な意味があるとたびたび言っていたが、本当に必要なのは求められた数字を出す実験ではない。もっと大切なことを試ためさなければならないだろう。

　だが――ようやく報むくわれる時が来た。

『……門番型……自動…………石像……』

　人間だったら、こんなときどうするのか。

　主人はうれしい事があると大笑いしていたが、それは石像に似合わない。

『ホッホッホッ……』

　それでも自然と笑い声が漏もれた。

　なるほど、うれしいと笑うのはこういう仕組みなのかと理解する。

『小生の……役目を果たせる時が来たのですね……』

　自分が製造された目的は、最初からみっちり叩きこまれてきた。

　それをすることが使命のはずだったのに、命令はいつまでたってもやってこなかった。

　主人は、これが最後の実験だと言った。

　つまり、これをこなせば役目を与えてくれるのだ。

　敵国からこの国を守るという役目を。

『門番型自動石像……その力、見せていただきましょう』

　楽しみだ。

　主人の盟めい友ゆうが作ったという、最強の石像。

　いったいどんな攻撃をするのか。どう相手を倒すのか。

　自分を越える能力を持っているかもしれない。逆に倒されるかもしれない。

　それでも、確実に倒さなければならない。

『そうでなければ……この国は守れないのです……！』

　四十五式帝国防衛用自動石像――ドミニオンの両眼が青く光った。
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　軍ぐん靴かが土を嚙かむたびに、体中に衝しよう撃げきが伝わる。足にもう一つ心臓しんぞうが生まれたような感覚。それは銃じゆう創そうから血が流れていることを表していた。軍袴ズボンはすでに真っ赤だ。血を吸って重い。

　高たか原はら喜き一いち郎ろうはこの時になって、ようやく戦争の辛つらさを身みに染しみて感じていた。

　話に聞くのと体験するのでは、雲うん泥でいの差だ。実際に撃たれた者でなければ、この痛みはわからない。

　振り向くと小さな山が見えた。活火山なのか、湯ゆ気げのような煙けむりが見える。あれのおかげで現在位置の把は握あくには困らない。

　周りは草むらだった。右と左、どちらを向いても海が見える。高い位置にいるのだろう。そして前方には村落のような場所がある。日本軍か米軍か、どちらかの幕営地だ。喜一郎はそこを目指して歩いていた。

　こんな時なのに、風は気持ちが良い。戦争以外の目的でここに来られたらどんなに良かった事か。

　遠くでは爆発と、銃の音が。誰だれかの叫さけび声。日本語と英語。

　それら全すべてに取り残され、喜一郎はひとりぼっちだった。

「うっ……」

　足の痛みが強くなってきた。叫びたいのをぐっとこらえる。

　三八式小銃を杖つえ代がわりにして、喜一郎はその山と反対方向に歩いた。

　もともと補給作戦だったはずだ。ここで戦う兵隊に物資を渡したら、すぐに本土へ帰る予定だったのだ。補給船団が米軍に発見されてから、全てが狂ったように思える。

　この島に流れ着いたときは、もはや補給どころではなくなっていた。激戦区に巻きこまれた喜一郎の部隊は、すぐに敵の集中砲火にあった。もともと流れ着いた場所が悪かったのだろうが。

　逃にげ延のびたのは喜一郎だけだった。ほかの隊員が喜一郎を逃がしてくれたのだ。彼らがどうなったのか――想像したくなかった。

　こういう時、両手を上げるなんてもってのほかだ。銃を構かまえ、銃がなければ剣を構え、剣がなければ拳こぶしを構えて敵に立ち向かえ。訓練所ではそう教わった。

「うわっ！」

　自分の服につまずいて、転んだ。

　もともと身体からだに合っていないのだ。一番大きな軍服を支給された時はさすがに上官に質問したが、逆に怒られた。「貴様の身体を服に合わせろ！」と言われても、無茶だ。こんな大きな軍服、どうやって合わせればいいのか。

　倒れたら、もう動けなくなった。

　そして猛もう烈れつな睡魔が襲おそってきた。血が足りないのだ。

「くそっ……」

　寝たら死ぬというのが、本能でわかる。

　しかし眠らなかったからと言って、このまま寝ころんでいてはやがて敵軍に見つかって撃たれる。どっちにしろ同じだ。

　ユキの顔を思い浮かべる。

　不自然なほどに明るい彼女の顔を思い出したら、不意に涙が出た。

「俺、こんなところで死んじゃうのかな……」

　約束を果たせなかったから、日本を守れなかったから。そんな大層な理由で悲しんでいるのではない。ただ、愛している女性にもう一度逢あえないことが悲しかった。

「逢いたい……ユキに逢いたいよ……」

　なりふり構う余裕もなかった。ただ、己おのれの一番奥にある感情が湧わいて出た。

　冷たい風が喜一郎の汗を冷やし、体温を奪うばう。

　喜一郎は何かがおかしい事に気づいた。

「……ん？」

　風に乗って、何かうまそうな匂においがするのだ。

「これ……コーヒー？」

　近くに人がいるのか。しかしこんな場所でコーヒーとは、どういうことだ。

　小銃を杖代わりにして、なんとか立ち上がる。

　携行天幕テントがあった。

　日本軍のものではない携行天幕テントが目の前に建っていたのだ。

「い、いつのまに？」

　倒れる前はそんなものなかった。だが、今、喜一郎の目と鼻の先に携行天幕テントがあるのだ。死にかけて幻覚を見ているのかと思ったが、そうではない。触さわってみるとちゃんと感かん触しよくがある。

　這はうようにして携行天幕テントの中に入った。

　中には案あんの定じよう、人がいた。

　コーヒーを飲んでいるのは、外国人だった。飛行部隊の軍服を着ていた。ずっとここで暮らしているのか、髭ひげが伸びきっている。

　男は喜一郎を少し見て、

「……驚いたな、日本人か？」

　流りゆう暢ちような日本語で話しかけてきた。

　喜一郎は一瞬ためらったが、するべき事を思い出す。

「て、敵国人だな！」

　喜一郎は慌あわてて小銃を構えた。男は抵抗する素そ振ぶりもなく、小さく肩をすくめるだけだ。まるで喜一郎のことをバカにしているようにも見える。

「確かに私は君にとって敵国人だが、敵とは限らないだろう？」

「敵国人で軍人なら、どう見たって敵だろう！」

「……なるほど、確かにそうだ。鋭い洞どう察さつ力りよくだね」

　心から感心する男に、喜一郎は腹が立った。

「しかしまぁ、撃つ気がないなら止やめておきたまえ。体力を消しよう耗もうするぞ」

「……くそっ」

　実のところ、引き金を引く体力すらなかった。

　小銃が手から離れ、地に落ちる。暴発を心配する余裕もない。幸さいわい銃は棒のように転がったままだった。

　銃の後を追うようにして喜一郎も倒れた。もう指一本も動かせなかった。

「その傷でよく頑張ったね。どうだい、一杯」

「苦にがいから……コーヒーは嫌いだ……」

　息も絶たえ絶だえに答える喜一郎。

　男は肩をすくめると、自分の分のコーヒーを啜すすった。

「しかしまぁ、よくもここがわかったね。一般人には見えないように細さい工くしていたんだが……君、魔女の家系か何かかい？」

　返事をする気もなかった。そもそも何を言っているのかも不明だ。

　遠のいていく意識。

　こんな変な奴の前で死んでいくのかと、喜一郎は自分の境きよう遇ぐうを呪のろった。

「ユキ……お母さん……」

　死ぬ前に、母からもらったお守りを服の中から取りだした。

　出雲いずも大たい社しやのお守りは、不自然なほど膨ふくらんでいる。

「ははぁ、なるほど、それのおかげか」

　お守りを見て、男が納なつ得とくしたように手を打つ。

「ひょっとして、君は錬れん金きん術じゆつ師しかい？」

　その言葉で目が覚めた。跳はね起おきて男の顔を見る。

　よく見れば優しそうな目をしていた。仙人のような穏おだやかさをたたえている。どんなことがあっても、彼はけして銃など撃たないだろう。その代わり、彼に銃を向けた者は恐ろしい目に遭う。そんな不思議な雰ふん囲い気きの男だった。

「……父と……母が」

　正直に喜一郎は答えた。

「なるほど。日本にも錬金術師がいたとは。これは面おも白しろい」

「あんた……何者だ？」

「見てのとおり、軍人だ。フランスの偵てい察さつ飛行隊に所属していた」

「てことは、今はもう退たい役えきしているのか」

「というより、すっぽかした」

「ええっ？」

「戦争に飽あきたんでね。愛機と一緒に地ち中ちゆう海かいから姿を隠した。それから世界を渡り歩いて、ここでこうしているわけだ。日本はいいね、景観が素晴らしい！　アメリカが欲しがるのもうなずけるよ」

「不良軍人か……」

「そう言われると何も言い返せないな」

　声をあげて笑う男に、喜一郎も考え方を改める。

　もしかしたら、この軍人はすでに死んでいて、自分を迎えるためにあの世からやってきたのではないだろうか。外国の、しかも敵国というところがいただけないが、錬金術師である父の知り合いなのかもしれない。

　三さん途ずの川かわを渡る道みち連づれとしては、退たい屈くつしない相手だ。

「ところで君、どうしてそれを使わないんだい？」

「え……？」

　男が指さすのは、お守りの中身だった。

　出征前に母から渡されたお守り。中身がなんなのか、全然知らない。

「ああそうか、君の両親が錬金術師なのであって、君はそうじゃないのか」

「これが、一体……」

　とうとう意識が薄れてきた。

　テントの中に身体を横たえて、ゆっくりと死を待つことにする。

　すると突然、男が変な事を言い出した。

「これを使えば、生き返らせる事ができるよ」

　男の提案は、きっと喜一郎を安心させるための方ほう便べんなんだろう。

　死にゆく喜一郎のために噓うそをついてくれているのだ。

「どうするかい？　私ならこれを使えるが」

「……それは……いいな」

「ただ、それにともなう代だい償しようはある。君が生きたいと真しんに願うなら、使ってあげてもいいが……どうするね？　ちゃんと考えなさい。死にたくないのと、生きたいのでは話が違う」

　考えるまでもない。恥はじも外がい聞ぶんも関係ない。喜一郎は心からの願いを口にする。

「生きたい……」

　涙が出てきた。

「生きて、ユキに逢いたい……お母さんの店を手伝いたい……」

「わかった」

　男は喜一郎の手からお守りをひったくると、それを強く握りしめた。

　するとどうだろう。お守りが白く発光しているではないか。

「あ、あんた、一体……」

　問いかけているうちに、体の芯しんが熱くなるのを感じた。

　光は強くなり、テントの中を埋うめ尽つくす。

「もともと何かの縁なのだろうな。結界を越えてきたこの石と、私と、君。そういう縁は大事にしないといかん」

　男が石を喜一郎の胸に当てる。

「な、何をするんだ！」

　叫ぶだけの元気が戻っている事に、喜一郎は気づかない。

「これから君に、一輪のバラを植えこむ」

「バラ……？」

「そうだ。それは美しくもあり、トゲもある。世界に無数に咲いているバラと同じものだ。だが君の中に入る以上、これは君だけのバラなんだ。それを忘れるな。ずっと大事に持っているんだ」

　体中が溶けるような感覚に襲われた。

　気がついたら疲れも痛みも消えていた。それでも全身の感覚がなくなっていく。

「あ……あぁ……」

「すぐに終わる」

「あ…………あなた……は……？」

「私かい？　さっきも言ったとおり、不良軍人だよ。別の言い方をすれば、夜間飛行と共に消えた、ここには存在しない魔法使いだ。錬金術師のお友達だよ」

　お守りの中に入っていた「何か」が、身体の中を駆かけめぐっている。

　今ここにいるのは高原喜一郎なのか、それとも別の「何か」なのか。記憶と意識と精神が溶とけて交まじわり、新しいものに変わっていくようだった。

「魔法……使い……？」

「そうだ。錬金術が人の欲望の学問だとすれば、魔法は悪魔の欲望の学問だ。お互いはぐれもの同士、末永すえながく仲良くしようじゃないか」

　まったくわけがわからなかった。

　わかるのは、父の同類――変人ということくらい。

「これが終わったら、私はここを去る。生きていたらまた会おう」

　意識がまた薄れる。

　しかし今度は死に近づいたときの真まっ暗くらな闇やみではなく、どこか別の場所に連れて行かれそうな真っ白な光に包まれていた。

　これが魔法なのか。

　生まれたときからずっと見ていた両親の錬金術とは、似ているようでまるで違う。だけど喜一郎の体内をめぐるものは、錬金術の面影おもかげを感じて……母の匂においがする。

「君に一つだけ教えよう」

　最後に男の手が、喜一郎の手を摑つかんだ。

　ごつごつした、飛行機乗りの手だった。

「大切なものは、目には見えないんだ――」

　その言葉を最後に、高原喜一郎の意い識しきは途と絶だえた。


10巻につづく　　　


















　あとがき　壱




　ちわっす！　田口仙年堂でございます！




　というわけでガーゴイルの９巻をお届け致しましたっ！

　……え、終わってない？

　はい、その通り。今回は上下巻構成なのであります。まだまだ物語の半分です。

　ガーゴイルと双葉、そして喜一郎の運命や如い何かに!?　ベベンベンベン！

　皆様、心してお待ち下さい！

　といっても来月には10巻が発売されます。長いと感じるか短いと感じるかは皆様次し第だいでございますっ！　もうちょっとだけ待っててください！




　皆様もご存じのとおり、アニメの制作は着々と進行しております。この本が出版される頃、放映開始になります。楽しみに待っていてください、と書いている俺が一番楽しみに待っているわけですが。

　これもご存じかもしれませんが、宣伝の一いつ環かんとしてラジオなぞに出演してみましたよ。インターネットラジオの「らぶフェロの、がんばりましょう！　もうけましょう！」という番組です。

　俺が一分間しゃべりまくるというコーナー。

　なぜ声優でもない俺が？　この企画考えた奴出てこい！

　え、あかほりさん？　くそぅ、俺がしどろもどろにしゃべる姿を楽しそうに見ているあの人の姿が目に浮かぶぜ……。




　というわけで行ってきたんですよ、スタジオまで。

　なんというか、異世界でした。声優さんとスタッフさんが真剣な顔で打ち合わせをしていて、俺と日向さんと担当Ｍ女史は借りてきた猫のようにすみっこで脅おびえるばかり。

　でも本番が始まると、声優さんもスタッフさんもすごく楽しそうに喋しやべりまくるんですよねぇ。さすがプロ。お気楽な内容のラジオだとしても、とても綿めん密みつに作戦を練ねるあたりがそう感じさせます。

　んで、ラジオを収録してからとうとう俺の出番が来ました。黒い断だん衝しよう材ざいに覆おおわれた密室の中に俺一人。ガラスの向こうには俺以外の人が全員俺を見ている状況。

　さぁ俺の運命や如い何かに!?　（後半へ続く）




　この後は、いつもとちょっぴり趣しゆ向こうを変えて、『コッペとＢＢ団』の短編をお送りしたいと思いますっ！　ガーゴイル10巻を待つ間のお茶ちや請うけにでも！

　コッペを読んだことのない方は「なんだこれ？」と思うかもしれませんが、これを機にコッペを知って、楽しんでいただければ！　コッペという女の子がＢＢ団という悪の組そ織しきで色々やらかすお話です！

　さてさて、今日のコッペはどんなことをやらかすのでしょうか……？
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　かつて世界中を混乱に陥おとしいれた隕いん石せき。

　数え切れないほどの人間が命を落とし、その数倍の人間が地じ獄ごくを生き抜いた。そして地獄を乗り切った人間は、かつて自分達を破は滅めつに導みちびいた隕石を利用し始める。のちに「デイストーン」と名付けられたその隕石は、比類なきエネルギーを人類にもたらし、皮肉にも隕石落下以前よりも優すぐれたテクノロジーを与えてくれた。

　やがてデイストーンの恩おん恵けいを独ひとり占じめしようとする人間が現れ、彼らはまた諍いさかいを起こし始める。あるいは、デイストーンの落下による真しんの災害はこの争いだったのかもしれない。

　そして現在。デイストーンの力で人々を救おうとする人間と、デイストーンの力で人々を脅おびやかそうとする人間が二極化して対立する構図が出来上がった。

　すなわち、正義のヒーローと、悪の組織である。










　関かん東とう某ぼう所しよの地下に根づいた要よう塞さい。その広さは大学の敷しき地ちがまるごと入るほどで、冷たい鉄の壁で覆おおわれたドームの中にいくつもの建物が建っている。そしてドームを覆う壁の中には建物を維持いじする無数のパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに張はりめぐらされている。

　建物の一つ一つはピラミッド型をしており、ひとつひとつが役割を持っている。それら全すべてをひっくるめたものが、人類からデイストーンを奪うばうために日夜働いている悪の組織「ブラック・ブリッツ」の根ね城じろであった。

　さて、そのピラミッドのうち、東側に建っている一つを見てみよう。

　東側のピラミッドは、ブラックブリッツ――通つう称しようＢビーＢビー団だん――の戦闘部に割り当てられている。そこでは戦闘員達がデイストーンを奪う作戦を立てていたり、トレーニングに励はげんでいたり、ＢＢ団の切きり札ふだである改造人間を製造していたりする。一言で言ってしまえば、ＢＢ団の荒あら事ごと専門の部署である。

　その東館の廊下で、誰だれかが歩いていた。

「さくせんしれいしつ……ぶきかんりか……えーと……」

　先頭を歩いているのは、五歳くらいの女の子。

　黒いワンピースをひらひらとはためかせながら、リズムを取るように行進している。

　どうして悪の組織に女の子がいるのか――その問題はひとまず置いておいて、彼女はドアの上に書いてある表札を一つ一つ読み上げながら歩いていた。

「それは廃はい棄き処しよ理り場じようって読むんス。危ないから近づいちゃダメッスよ、コッペちゃん」

　女の子の後ろを歩いているのは、体格のいい男。身長二メートルほどだろうか。コッペと呼ばれた女の子を十人ぐらい集めて凝ぎよう縮しゆくすれば、彼が出来上がるかもしれない。たった今、コッペが立ち止まった廃棄処理場のドアも、思いっきり身を屈かがめないと入れそうにないほどだ。

「ここってなにするところ？」

　コッペが廃棄処理場のドアを指さす。

「そこは早い話がゴミ捨て場だべ」

　返事をしたのは、体格のいい男の後ろにいたフツーの青年だった。のっぺりした顔に、細い目。特とく徴ちようといえばそれくらいだろう。ふたりとも黒いタイツを身につけている。これはＢＢ団の団員ならほぼ全員が着用している制服であり、また戦闘服でもある。

「１号、おめさ昨日、ここ直しに行ったっぺ？　確か爆ばく発はつ事故かなんかで」

　糸目の男がドアを指すと、

「あー、そうそう。誰かが間違ってゴミの中にＴテイーＮエヌＴテイー火薬入れやがったから、大変なことになったんだよ……だからまだ火薬が残っているかもしれないから、入っちゃダメッスよ」

「うん！」

　コッペに言いい含ふくめるように大きな体を屈める１号。コッペは子どもらしく、元気に返事をした。

「そんじゃ、俺達も今日の仕事に行くッスよー！　まず２号は作戦会議室の電でん灯とう交こう換かん、俺はトレーニング室のベンチの修理、コッペちゃんはその他見回り！」

「んだ！」

「はーい！」

　１号の号令に、２号と呼ばれた糸目の男と、コッペが元気よく手を挙げる。

　彼らはＢＢ団補給部に属する「生活課」である。優すぐれたテクノロジーを持つ最狂の組織といえども、中で生きるのは人間だ。どうしても衣食住その他生活に必要な物資が不可欠になる。そのあたりを補おぎなう、いわゆる「その他」の仕事を請うけ負おうのが生活課だ。世界を恐怖に陥れる悪魔の集団は、まさに彼らのような縁の下の力持ちで成り立っているといえよう。

　意い気き揚よう々ようと歩きはじめた生活課の団員。

「はいきしょりじょー……」

　コッペは表札に書かれた文字をなぞるように読み上げ、

「あれっ？」

　その隣の扉で足を止めた。

「ん？　どうしたべか、コッペちゃん」

　２号がコッペの視線を追う。

　コッペが見ているのは、廃棄処理場の隣のドアだ。隣といっても、廃棄処理場はかなりの広さがあるため、隣のドアまで五十メートルくらいあるのだが。

　そこにふたりの人間がいた。

　黒いタイツの戦闘員が、ドアの前で立たち往おう生じようしている。

「どーしたの？」

「あっ、コッペちゃん！」

　戦闘員が救われたようにコッペ達を見る。

「ちょうどよかった、生活課！」

　そこは男子トイレだった。ＢＢ団のトイレはほかのオフィスとは違い、入口にも扉がある。それこそほかの部屋と同じように。これは全ての部屋の外見を統一することによって、敵に攻めこまれた際に重要な部屋をカモフラージュするためだった。

「どうしたッスか？」

「これだよ、ここのドア！」

　戦闘員がもじもじしながらドアを叩たたく。

　ドアはほかの課のそれと同じように、鋼鉄製の自動ドアだ。扉の横にはＩアイＤデイーを読み取る機械がある。ＢＢ団員が装備を義務づけられているＩＤタグを読み取り、セキュリティレベルに応じて解かい錠じようするという仕組み。トイレットペーパーひとつとっても、最高機密なのである。

　ところが予算の関係か、生活課のドアはフツーの木製扉である。もちろんカギなどかかっていない。誰かが蹴け破やぶれば、アッサリ壊れてしまう。まぁ生活課に機密文書や新型兵器などあるわけないので、生活課の人間以外は誰も文句を言っていない。

「開かないんだべか？」

「そうなんだよ……！　なんか知らないけれど、どうやっても開かないんだ」

　戦闘員は自分のＩＤタグを読み取り機に何度も押しつけている。どうやら読み取り機は反応しているが、扉が開かないようだ。

「中に誰か入ってるんだべか……？」

　２号が思いついたように、ドアの脇わきにあるインターホンに手を伸ばす。ＩＤタグを読み取る装置の近くにある小型マイクに向かって、軽く話しかけてみた。

「こんちはー。生活課のモンだけんども、誰か入ってますかー？」

　耳をそばだてて返答を待つ五人。

　しかしいつまで経たっても返事はない。

「だれもいないの？」

　コッペがもう一度ドアを指さした。

「そうみたいだべ……」

「マジかよ……」

　戦闘員が肩を落とす。

「ほかのトイレじゃダメなんスか？」

「ほかはみんな清せい掃そう中ちゆうなんだよ！　今から走ったら、その前に漏もれそう……」

「ていうか、あ、俺、そろそろヤバイ……」

　片方の戦闘員が腹を押さえてへたりこみ始めた。どうやら小さい方ではないらしい。顔が青ざめている。

「よ、よし、俺達がすぐに開けてやるッスよ！」

　１号が肩に担かついだ工具箱を床に降ろし、中を開こうとする。その時、廊下の向こうから足音が聞こえてきた。それから、話し声も。

「だから私はさんざん言っていたのだ！　今の戦闘員に欠けているものは何か!?　それは強さでも団結力でもない、人としての常識だ！　社会人としてのマナー以前に、人と人との対話というものはだな……」

「は、はぁ……」

　話しているのは、ふたりの戦闘員。片方の戦闘員の制服は１号と２号と同一のもので、年齢も同じくらいだったが、もう一人の偉そうな方は戦闘服の上にフロックコートを身につけていた。確かに初老のオヤジが着るにはタイツは目立つ。

「あの説教は……」

　青ざめる２号の言葉に、１号も同じ顔をする。

「ん？」

　そのフロックコートの男が生活課に気づき、足を止めた。

「おまえ達、そこで何をしている？」

「は、はいっ！」

　姿勢を正し、敬礼する１号と２号。

「せんじゅつかのかちょーさん、こんにちはー！」

　コッペだけは元気よく手を上げ、笑っていた。

　戦術課の課長――フロックコートの男は、一瞬ひるんだものの、すぐに身体を屈めてコッペの頭をなでる。

「うむ。こんにちは」

　優しい顔でコッペに微笑ほほえんだかと思うと、途と端たんに険けわしい顔で立ち上がり、

「見ろ！　こんな幼おさない子どもでも立派に挨あい拶さつができるんだぞ！　それに引き替えうちの戦闘員どもはすぐに『だるい』だの『めんどくさい』だのと……今度はコッペちゃんを使って、丸一日礼れい儀ぎから叩きこむか!?」

「か、課長……」

　罵ば声せいを浴あびせられた戦術課の男は、１号と２号に助けを求めるような目をする。

「それでなくとも、最近の幹かん部ぶまでが昔の威い厳げんをどこかへやってしまって……ほれ、この間の作戦会議の時も、そうだ、生活課の課長だ！　あの白髪しらがの若造がまたしても首しゆ領りように口答えしおって、会議がメチャクチャになった！　これだから最近の若い者は……」

　ブツブツと文句を垂たれる戦術課の課長。これを止めろと言うのならば、１号も２号も回れ右して逃げ去りたい気分だった。

「む」

　そして戦術課課長もトイレの扉の前で足を止める。

「どうした、開かないではないか」

「これから開けるとこッス」

　工具箱からドライバーを取り出す１号。

「ドアの故障か。なら早くしろ」

　偉えらそうな態度は性格なので、１号も２号も特に気にせず作業に取りかかろうとする。

　しかし、次の一言がまずかった。

「私も我が慢まんの限界がある。最初に済ませてもらうぞ」

「ちょ、課長！　それは横おう暴ぼうじゃないですか!?」

　たまらず、最初に待っていた戦闘員が大声を出す。

「俺達、ずっとここで待ってるんですよ！　課長だからって職権乱用はずるいです！」

「黙だまれ！　私は忙しいんだ！　一刻も早くバカどもの調教をせねばならん！」

「だからってトイレは平びよう等どうでしょうが!?」

　摑つかみかからんばかりに顔を紅こう潮ちようさせている戦闘員と、それを涼すずしげな表情で受け流す戦術課課長。

「あれ、みんなしてそこでなにやってるの？」

　廊下をペタペタと歩いてくるのは、裸足はだしの男。短パンにアロハシャツを着た金髪のお兄さんだ。まるで自分のアパートを練ねり歩あるくような恰かつ好こうに、戦術課の課長が顔を真まっ赤かにして怒鳴り散らす――かと思いきや、案外平静だった。

「貴様。その恰好はなんだ」

「はっ、課長殿！　すでにご存じかと思います！」

　襟えりを正して敬礼する金髪の男。

「こんにちは、クラゲかいじんさん」

「お、コッペちゃんか」

　そう、彼はコッペが呼んだとおり、クラゲの改造人間である。

　ブラック・ブリッツの主力兵器とも呼べる彼らは、人間と動物の遺伝子を融ゆう合ごうさせて新たなる力を生み出す。その力は人間、動物、どちらの特性も兼かね備そなえたものであり、ただ単に二者を足しただけではない。デイストーンの力によって、通常の数倍ないし数十倍の力を引き出せるようになるのだ。

　ちなみに彼、クラゲ怪人は変身すると無数の触しよく手しゆで相手をからめ取り、電撃を放はなつことによって相手を攻撃する。触手はたくさんあるので、相手が複数でも気にならないのだ。ただし、こういう足がたくさんある怪人の場合、変身すると衣服が破けてしまうという欠点がある。だから、いつでも出撃に応じられるように安く簡単な服を着ているのだ。

「あれっ、トイレ使えないのか？」

「貴様も最後に並べ！　私は――」

「課長も最後でしょう!?　俺が最初です！」

「どーでもいいから、早く……俺、もう……！」

「な、なんだなんだ!?　いや、俺はそんなに急いでないけど……」

　そうこうしている間に、また人がやってくる。

「ん？　君達なにを……ん？　んん？」

「どうしたんですか、みんな揃そろって。トイレ並んでるんですか？」

「……ドウシタ…………ムム……？」

「そんなに集まって、ケガ人でも出たんですか？　担たん架か持ってきますよ……って、腹痛？　だったらトイレに……って、そういうことか」

　最初にコッペがトイレ前のふたりを発見してから、もう十分が経過した。

　その間に扉の前には二十人くらいの人間が集結していた。

「早くしろ、生活課！」

「俺もう我慢できねーよ！」

「いい加減にしないと溶かし殺すぞ！」

「俺が最初だからな！」

「あ？　早い者勝ちに決まってんだろーが！」

　殺気だったＢＢ団員達が生活課ににじり寄ってくる。

　１号も２号もできることならば早く直したいし、さっきから色々と対応しているのだが、いかんせん扉が開かない。ＩＤ認証システムも点検しているが、おかしな点は見あたらない。

　その間もＢＢ団員達は扉の前にいる。違うトイレに行けばいいものなのだが、ここまで来たら意地でもここで用を足してやる、というひねくれ者はいつまで経たっても移動しようとしなかった。

　ちなみに最初の戦闘員ふたりは、腹を下した片割れがダウンしたため、急きゆう遽きよ別のトイレに搬送はんそうされ、大だい惨さん事じは免まぬがれたようだった。つまり、そのくらいギリギリまで耐えるつもりなのだ、このドアの前にいる連中は。

「おい……おまえ、なんか平然としてるな」

　戦闘員の一人が、半魚人のような怪人に言った。確かに彼は何も考えていないような表情だ。

「あー？　だって俺、尿によう素そは体内で分解できるし」

「じゃあなんでトイレ待ってんだよ!?」

「そりゃおまえ、やっぱり便所で出した方がスッキリするだろ」

「そ、そういうもんなのか……」

「メシだって食わなくていい怪人だっているぜ。それでもウマイもんは食べたいだろう」

「とにかく、おまえは最後だからな！　いいな！」













　そんな感じで一いつ触しよく即そく発はつの空気が続く中、手を叩いて皆の注目を集めたのは、最初の戦術課課長であった。

「こうなったら仕方がない。強ごう引いんに開けよう」

「い、いいんですか？」

「うむ。このままでは大惨事になる。何か適当な理由をつけて、ここを開けてしまおう」

「ちょ、課長！　課長自みずからそんな……！」

　戦術課の隊員が意見するが、課長は軽く首を横に振るだけだ。

「ひょっとしたら、誰かが中から封じているのかもしれん。ブラック・ブリッツに仇あだなすヒーローどものスパイが工作している可能性もある。トイレの中で火災が起きている可能性だってある。なんにしろ中を確かめんとな」

　口く調ちようは冷静だが、額ひたいには脂あぶら汗あせが浮いている。どうにかして中に入りたい気持ちがありありと見えるが、それはここにいる全員が同じだ。

　そして戦術課課長は、辺りをぐるっと見回し、

「何をしている！　さっさとこじあけろ！」

　１号と２号に言い放った。

「は、はいッス！」

　そういえば仕事中だったことを思い出す１号。工具箱を開けて適当な工具を取り出す。その様子を面白そうに見つめるコッペ。

「ほれ、手伝え２号」

「んだ」

　マイナスドライバーを２号に手渡し、１号は両手をバキバキと鳴らす。

「みんな、ちょっと下がっててけろ」

　２号の指示で、人ひと垣がきが若じやつ干かん下がった。

　そして２号はドライバーを扉の左側にあるスキマに差しこむ。てこの原理で５ミリほどの空間ができると、そこに１号が素早く指を差しこんだ。

「ふんっ！」

　カギを壊す勢いで、１号が扉をひっぱる。腕の筋肉が破は裂れつしそうなほどに盛り上がった。鋼鉄製の自動ドアなので、こういう強引な開け方ができる人間は少ない。できたら、もはや人間ではない。

　生活課はこういう小ずるいテクニックだけはどの課よりも上手だった。その気になれば、どんな所でも侵しん入にゆうできるし、どんなものでも直せるし、どんな方法ででも目的を達成できる。苦手なのは戦闘や犯罪など、およそ悪の組織に必要とされる芸当だけである。

「よし、俺も手伝うぞ！」

　力自慢の改造人間が一人、１号の下から同じ方向に扉をひっぱる。

「どれ」

　戦術課の課長が、空あいたスキマから部屋の中を覗のぞこうとする。

「おい、もっと開けろ。中が見えない」

「そ……それが……これ以上は無理ッぽいッス！」

「もう少しだ。がんばれ」

「いや、どうも、ドアが歪んでるっぽくて……！」

「ダメだぁ！」

　顔を真っ赤にして、１号と怪人がドアから離れた。結局最初に２号が作り出した５ミリほどのスキマから、１センチも動いていない。

「そういや、昨日、隣で爆発事故があったんだっけ」

　誰かがつぶやく。

「それの影響か……くそ」

　舌打ちする戦術課課長。

　中には誰もいない。ドアのカギもない。こじ開けることもできない。

　もはや意地であった。なんとしても中を見てやる、と言いたげな気き迫はくが漂ただよっている。

　しかし手段はまるでない。新たな方法を考えるため、全員が沈ちん黙もくする。

「オアァァァァァ！」

　突然、怪人の一人がドアに向かって嘔おう吐とした。いや、正確には溶解液を吐はいたのだ。王水並みに強力なその酸は、生物なら一撃で全身を溶かされてしまう。

　そのはずの溶解液は、ドアに小さなシミを作っただけで蒸発してしまった。

「開けぇぇぇぇぇぇぇ！」

　馬のような怪人が後ろ足で蹴りつけても、虎のような怪人が体当たりしても扉は壊れることなく、むしろ汚れだけが目立つ始末。

「なんでこんなに頑丈なんだ、ウチの扉は!!」

　本来褒められるべき扉に罵ば声せいを浴びせる戦闘員達。

　疲れた怪人達が徐々に扉から離れ始めると、ほかの人間達もわずかに扉から離れ出す。まるで波は紋もんが広がるように扉までの距離が開いてゆく。

　唯一、扉の真ん前にいるコッペだけがそのまま立ちつくしていた。

「こんにちはー！　だれかいませんかー？」

「誰もいないッスよ、コッペちゃん。最初に確認したッスから」

　１号がコッペを扉から引き離そうとするが、コッペは耳をそばだてている。

「……だれかいるよ？」

「!?」

　周囲がざわめく。

「ほんとッスか!?」

「うん。おへんじくれないけど」

「おいおい……」

　一人の戦闘員がつぶやく。

「トイレ独ひとり占じめかよ！」

「そうじゃねぇだろ！」

「閉じこめられてるのか？」

「爆発事故があったの昨日だから、やばくないか？」

「閉じこめられているとは限らんぞ」

　口を挟はさんだのは、やっぱり戦術課課長。

「どういうことです？」

「我々が入ってこられないようにしているのかもしれん。中で秘密工作をしているのかもしれないぞ」

「課長、秘密工作好きですね……」

　部下とおぼしき戦闘員が、溜ため息いき混まじりにツッコミを入れる。

「だけどよ」

　怪人の一人がぼそりとつぶやいた。

「噂うわさで聞いたことあるぜ。ウチの基地内に、秘密の部屋があるって。そこじゃブラック・ブリッツの反乱分子が秘密工作や秘密会議してるって……」

「ええっ？　俺が聞いた話じゃ、秘密の部屋じゃ放ほう棄きされた失敗作の怪人を閉じこめてるって……」

「待て待て、秘密の部屋って幽ゆう霊れいが作った謎なぞの部屋で、中には死体がいっぱいあるんじゃねーのか？」

　口々に秘密の部屋の噂が飛び出してくる。

　どこの組織も、こういう噂話はあるらしい。

「ねー、いちごう」

「ん？　なんスかコッペちゃん？　怖くなったッスか？」

　１号の肩の上に乗っているコッペが、また扉を指さす。

「なか、はいれないの？」

「そーなんスよ。だからみんな困ってるんス」

「かちょーじゃだめ？」

「ああ、そうだ！　課長がいたべ！」

　反応したのは２号だった。

「ん？　どうした生活課」

　大声を出す２号をみんなが見る。

「課長ならこのドア開けられるかも知れねぇだ！　あのヒト、変な道具いっぱい持ってっから、ドアなんてお茶の子さいさいだべ！」

「あの若造か……」

　渋い顔をするのは、戦術課の課長。

「だれが若造だって？」

　返事は遠くから聞こえてきた。

　声のした方を全員が見る。ガラの悪い男がくわえタバコでペタペタと歩いていた。ペタペタという擬ぎ音おんは、彼が履はいているスリッパのせいだ。全体的に白いイメージなのは、髪の毛と白衣だ。白といえば何物にも染まらない純じゆん潔けつ、つまりプラスのイメージを持つはずなのだが、この男の凶きよう悪あくそうな面つら構がまえが全てを台なしにしている。

　この男こそ、１号と２号とコッペの親玉――生活課課長、Ｑキユー三ざぶ郎ろうであった。

「トレーニング室からいつまで経っても修理に来ないって連絡があったんで、何かと思って駆かけつけてみりゃ……どーなってるんだ？」

「かちょー！」

　コッペはすかさず１号の肩から降り、Ｑ三郎に駆かけ寄よった。

「おうコッペ、どした」

「あのね、みんなが、おトイレはいれないの」

「ああん？」

　Ｑ三郎もトイレのドアを見て、状況を一発で把は握あくした模様。

「皆の話をまとめるに、ここは秘密の部屋らしい」

　戦術課の課長が嫌そうな顔で説明すると、

「はぁ？　秘密の部屋？」

　Ｑ三郎はもっと怪け訝げんな顔で戦術課の課長を見返した。

「トイレにンなもんあるわけねーだろ。アンタまで一緒になって、何やってんだ」

「な、なんだと貴様！」

「俺はＢＢ団結成当初からいたからな。基地の建設にも携わった」

「それがどうした！」

「なんつったらいいかなぁ……」

　頭を掻かきながら言葉を探すＱ三郎。

「この基地には、基本的に無む駄だな部屋ってないんだよ。物置とかもけっこう計算して作られてるんだぜ。空あき部屋に見えても、実は作戦に必要な部屋だったりな。そこんとこはホレ、人事課や総務課のほうが詳しいはずだ」

　ここは戦闘部がある東棟。基地内の事を知らない者はいないだろうが、基地の構造に精せい通つうするエキスパートはいない。みんなも案外知らない事があるのだ。

　そういうことを穏おだやかに言えばいいものを、Ｑ三郎は吐き捨てるように言い放つ。

「おまえら戦闘バカは、補給部の苦労もしらねーで色々言いくさるからな。会議室一個とるのだって、本当は総務課がいろんなスケジュール見て、空いてる部屋探してるんだぜ？　ウチの基地は魔法の壺つぼじゃねーんだ。部屋が湧わいて出てくると思ってんのか？」

「なんだと貴様……！」

　Ｑ三郎に詰め寄る戦術課課長。

「だいたいアンタも普通戦闘課や特殊工作課の作戦考えるとき、いろいろずさんな所が多すぎるんだよ。アンタらガンガン銃とか撃ってればいいけどな。こちとら薬やつ莢きようの掃除までやらなきゃいけねーんだよ。お膳ぜん立だてと後あと始し末まつは、みんな補給部がやってんだ」

「そのくらいわかっている！　補給部あってこその戦闘部だということは、皆承知しているはず！」

「頭ではな。そのお膳立てで一番重要なのが、基地の維持いじなんだよ。そこんとこわかってんのか？」

「むぅ……」

　このように、戦闘部と補給部では基本的に仲が悪い。体育会系と文化会系の違いといえばわかりやすいだろうか。デイストーンを集めて真の世界平和を実現する、という根本的な理念は一緒であるため、互いに認め合ってはいるのだが、肝心な所ですれ違う。これはもう集団の性格のようなものだと団員は皆思っている。

「もういい。貴様のご高説は理解した」

　嫌いや味みたっぷりにＱ三郎をさえぎる戦術課課長。

　Ｑ三郎は軽く鼻を鳴らすだけ。

「それで、つまりトイレは開けられるのか？」

「無理だな。工具持ってきてねーし」

「おいっ！」

　ありとあらゆる所からツッコミが飛んできた。戦術課の課長などは、Ｑ三郎の首を絞しめにかかっている。

「あれだけ偉そうなことを言っておいて……！」

「ちょっ、苦しい……！」

　なんとか首から手を引きはがして、荒い息をつくＱ三郎。

「だって俺、そんな話聞いてねーんだぜ！　今から戻って工具取ってくるくらいなら、ほかのトイレ探したほうが早いだろ！」

「いや、それはそうだが……中に人がいるのであれば、助けねばならないだろう」

「んだと？　人がいる？」

「うむ」

「…………」

　Ｑ三郎はくわえていたタバコを手に取ると、そのまま大きく煙けむりを吐き出す。そしてポケットから携帯灰皿を取り出して、丁てい寧ねいに火を消し、またポケットに戻した。そのまま数秒沈黙したかと思うと、

「じゃあ、がんばれ」

「待て待て待て待て！」

　暴徒がＱ三郎の真上からなだれこんできた。戦闘員も怪人も関係なくＱ三郎を押し潰つぶし、逃がさないようにしている。人間の重しがＱ三郎から離れると、今度は戦術課課長がＱ三郎に飛びこんできた。

「逃げるのか、貴様！」

　潰されたＱ三郎に腕うで拉ひしぎ十字固めを決めている戦術課課長。

「俺は関係ねーだろ！　医療課と総務課呼べよ！」

「戦闘部でも補給部でもないところは、生活課の管理下だろう!?　関係ないでは許されんぞ！」

「んなことねーって！　生活課はなんでも屋だけど、人命救助は管かん轄かつ外がいだ！　だいたい秘密の部屋なんだろーが、そこは！」

「貴様が今さっき否定しただろう！　ほかに誰が秘密の部屋など使うと言うんだ!?」

　床をタップしながら、泣きそうな声を出すＱ三郎。いくらガラは悪くても、Ｑ三郎は普通の人間だ。格闘技で戦術課の課長にかなうわけがない。

「首領がいるだろ！　首領の秘密の部屋！」

「なに……！」

　戦術課課長の身体から力が抜けた。そのスキに脱出するＱ三郎に、生活課の面めん々めんが駆け寄ってくる。

「ということは、ここは首領の私室か？」

「って考えもあるってだけだ。そうと決まったわけじゃねぇ」

「トイレに秘密の部屋……ううむ、ない話ではないが……」

　ＢＢ団首領。

　悪の組織ブラック・ブリッツのトップであり、比ひ類るいなき科学者だ。ＢＢ団員ですら、その実体を知っている者は少ない。幹かん部ぶならまだしも、下したっ端ぱの戦闘員ならば集会の時くらいしかお目にかかれないだろう。

　そして当然だが、ＢＢ団首領ともなればそれなりの権限はある。

　例えば、トイレを改造して部屋を作り、秘密の実験を行うことくらい――

「って、それはありえねぇか」

　今さっき自分で言った言葉を即座に否定するＱ三郎。

「なんでだべ？　首領なら自由に部屋使えるんでねぇか」

　尋ねる２号に、

「だったら秘密にする理由もないだろ。首領が何やったって、俺達は逆さからえねーんだ。首領は俺達のトップなんだぜ？　首領を疑ったら、この組織自体成り立たなくなるだろ」

「そうッスね……それに首領だったら、秘密にせずに堂々と発表するし」

　Ｑ三郎の発言に１号が同意する。

「とにかくだ。首領を信じろ。首領は俺達に隠れてコソコソやるようなヤツじゃねぇ。あと、補給部もな」

「補給部も……？」

「そうだ。補給部は常に最適な部屋割りを考えている。俺達は、オメーラが快適に悪事を働けるように毎日努力してんだからな。それを疑うな。トイレに怪しいヤツなんて、紛まぎれこませねぇよ」

　Ｑ三郎の言葉に、一同は黙りこむ。

「そのとおりですっ！」

　突然、甲かん高だかい叫び声が廊下に響いた。

　廊下の曲がり角から、白いジャージを着た女の子が大おお股またに歩いてきた。長い赤毛をおさげにしており、顔にはまだそばかすが残っている。

「うわっ、Ｐピー子こだ！」

　Ｑ三郎をはじめとする生活課、そして下っ端の戦闘員達がたじろぐ。

　Ｐ子という名の女性は割れる人垣を押しのけて、Ｑ三郎に近づく。彼女はＢＢ団首領にいつも付き従っている、秘書だか小間使いだかわからない役職。その本当の役割はＱ三郎でも把は握あくしきれていない。

　ただ一つわかるのは、何かと問題をおこす生活課の天敵であるということだけ。

「なんか東棟が騒がしいって連絡が入ったから、見に来たんですよ！　それよりもＱ三郎さん、首領のことを疑ったんですか!?」

「誰もそんなこと言ってねーだろ！」

「だったらなんで首領の名前が出てくるんです!?」

「テキトーなところしか聞いてねーなこの女！　ややこしくなるから黙れ！」

「いたたた！」

　Ｐ子の長いおさげをひっぱるＱ三郎のアゴに、Ｐ子の正せい拳けん突づきが当たる。一瞬目が真っ白になるＱ三郎だが、すぐに意識を取り戻してＰ子を摑みにかかる。

「やめんか、ふたりとも！」

　即座に戦術課課長がふたりの間に割って入る。引きはがされたＱ三郎とＰ子を、それぞれ１号と２号が羽は交がい締じめにした。毎度のことなのだろう、対応が素早すぎる。

　戦術課課長は小さな溜ため息いきをついてから、Ｐ子に尋ねた。まるで子供を叱しかる先生のような立場であった。

「Ｐ子、おまえはこの基地に詳しいだろう」

「そりゃもう！　いつも歩いてますから！」

　羽交い締めにされたまま、薄い胸を反そらすＰ子。

「では、ここが首領の秘密の部屋だということはないんだな」

「なんですかそれ？」

「そうか。いや、いいんだ」

　その場にいた全員が落胆らくたんと安あん堵どを足して二で割ったような顔をしていた。Ｐ子でも知らないのであれば、首領の部屋という可能性はなくなる。

　ということは、中にいる人間は本当に閉じこめられていることになる。

「まずいな……今ある道具で開けられるかな」

　Ｑ三郎がポケットをまさぐる。

「ねぇねぇ」

　そんな時、コッペがＱ三郎の白衣をひっぱった。

「あん？」

「かちょーのどうぐで、あけられないの？」

「ああ……解錠道具あったんだけどな。あいにく、こないだ間違えて捨てちまってな。火薬とか入った箱と一緒に廃棄処理場に持っていっちまった」

「原因はアンタかぁ――――っ！」

　またしても戦闘員達がＱ三郎になだれこんできた。今度は生活課の面々も助けるそぶりすら見せなかった。

　Ｑ三郎がひとしきり袋ふくろだたきにあっていると、すぐ近くから重い声が響ひびいた。

『では、強引に開けるしかないだろう』

　よってたかってＱ三郎をボコボコにしていた戦闘員や怪人も、その様子を見ていた生活課やＰ子も、いつのまに声の主ぬしが来ていたのか気づかなかった。

　その人物はトイレの扉の前にいた。コッペと並ぶようにして、門番のように仁に王おう立だちしていた。全身を大きな鎧よろいで覆おおっており、片手には宝ほう珠じゆの埋めこまれた杖つえを手にしている。

「あ……あなたは……」

　一人の戦闘員が白い鎧を指さし、すぐにさした指を引っこめる。

『箱の中身がわからないのならば、開けてみるしかないだろう』

「は、はいっ、首領！」

　全員立ち上がり、ビシッと敬礼する。もちろん戦術課課長や生活課も一緒に。唯ゆい一いつの例外が、ボコられて倒れていたＱ三郎だった。現在の彼には敬礼どころか手を振る体力もないだろう。

「こんにちは、しゅりょーさん！」

『こんにちは』

　首領の声は機械を通したような無機質なものだった。身体の表面を鎧で全て覆おおってしまうのだから、拡かく声せい器きのようなものでもないと声が伝わりにくいのだと推測されている。そのせいか、集会などで大勢の戦闘員を叱しつ咤た激げき励れいする時はマイクなどを使わずに全員に聞かせることができるようだ。

「しゅりょーさん、ここあけていいの？」

　コッペが普通に尋ねる。さっきまでの苦労を知らなかったわけではないだろうに。

『うむ。皆の尿意を解消させてやれ』

「はーい！」

　言うが早いか、コッペはドアに手を触れる。

　怪かい力りき自慢の１号でも開かなかった扉が、こんな小さな女の子に開けられるものか。

　――結果として、開いた。

　過程を記すと、コッペがちょっと力を入れただけで取っ手のない自動ドアに亀き裂れつが走り、その亀裂に手をかけて軽く横に引いたらドアごとはずれてしまった。仮にこれがガタついた障しよう子じだとしてもかなりの力を要するだろうに、コッペはまるで暖簾のれんをかき分けるように鋼鉄の扉を外したのである。

「とれたよー」

　重い扉を横に投げ捨てニッコリ笑うコッペ。彼女の力をよく知らない戦闘員や怪人は唖あ然ぜんとしていた。

「おう、よくやったぞ」

　Ｑ三郎が頭をなでると、コッペの笑みはより朗ほがらかになった。続いて１号や２号、そしてＰ子や首領がコッペを褒ほめ称たたえる。そして我に返った戦闘員や怪人までがコッペを胴上げせんばかりの勢いで賞賛し始めた。

　コッペ――彼女は正確には人間ではない。ＢＢ団が躍やつ起きになって集めている魔法の石、デイストーンを核にして生まれた人工人間である。指の爪つめほどの直径のデイストーンでＢＢ団基地の全ての電力がまかなえる力を、こんな小さな女の子に凝ぎよう縮しゆくしたものだから、それはすごい力を生む。

　この怪力はまだ片鱗へんりんの片鱗の、さらにその一部といったところだ。Ｑ三郎の命令で普段は力を押さえているので、本気になった時のコッペを知る者はさらに限られている。

　果たして、開いた男子トイレの中には――

「あ……みなさん……」

　優やさ男おとこが倒れていた。ＢＢ団の戦闘服を着ているのは同じだが、エプロンを着ている。頭にはバンダナを巻いており、そばに転がっているのはバケツとモップ。

　何をしていたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　そして生活課はその優男に見覚えがあった。

「３号！」

　皆が３号と呼ぶ優男――生活課の団員で、気がつけばいつも貧乏クジを引いている男――は唇くちびるも乾かわいており、かなり衰すい弱じやくしていた。すぐに医療課へ運ばないと危険だ。

「うおおおおっ！　俺が先だぁぁぁぁっ！」

「トイレェェェェェェ！」

　しかし、今の今までトイレを待っていたＢＢ団員達は、我先にとダッシュしていた。そして数に限りがある便器を争って、大ゲンカが始まる。

「おい３号、しっかりしろ！」

「水飲むか、水!?」

　トイレの水を汲んで３号に飲ませるＱ三郎。

「なんか……隣で大きな音がした……と思ったら……出られなくなって……」

「そ、そうか。ヒドイ奴がいたもんだな」

　すっとぼけるＱ三郎を、全員がジト目で睨みつけた。

『３号よ。少し動くな』

　あわただしいトイレの中で首領の杖が光った。真っ白な輝きが収束し、光の球体になる。球体は３号の身体に染しみこむように沈み、しばらく経つと土つち気け色いろだった３号の身体に赤みがさしてきた。

「すごーい！」

　手放しで感動するコッペに、首領は軽くうなずいた。

「ふう、用は済んだ」

　あれだけ騒いでいたくせに、事が終わると冷静に戻る戦術課課長。濡ぬれた手をハンカチで拭きながら、満足そうな表情。顔の至る所にアザがあるのは、トイレを勝ち取った証しよう拠こだろう。

「Ｑ三郎」

「あん？」

「少し、貴様らの気持ちがわかった。設備ひとつが機能しなくても、大だい惨さん事じになるものだな」

「まぁ……半分は人じん災さいだけどな」

「これからは、道具や備品の使用も徹てつ底ていさせよう」

「そーしてくれると、こっちもありがてぇ」

「では、まず最初に言わせてもらおう」

「ん？」

「火薬の管理はしっかりしろ、バカモン！」

　戦術課課長の拳がＱ三郎の脳天に突き刺さった。

「いてぇっ！」

　いい年をしてゲンコツで殴られると思っていなかったＱ三郎。頭を押さえてうずくまってしまう。

「では、仕事に戻る」

　戦術課課長は殴った手を振りながら、部下を従えて帰っていった。コッペが彼に手を振ると、小さく振り返してくれた。それを見たコッペの手がより大きく振られる。

「そんじゃオメーラも、仕事に戻れ。まだ山ほどあるんだからな」

　Ｑ三郎の号令に、生活課は揃って敬礼する。

「うぃッス！」

「んだ！」

「はーい！」

　元気よく手を挙げる一同。

　そんな中で、コッペの肩を叩く者が。

『コッペ。少々来てもらおう』

　重厚な鎧から、優しい声が聞こえてきた。







　そこは一面の花畑だった。

　地上ではない、地下にあるＢＢ団基地のさらに下、最下層にある空間だった。野球場ほどの広さの花畑の中央に、たった一つだけ大きな石せき碑ひが建てられていた。

「ここ？」

『そうだ。私が案内したかったのは、ここだ』

　首領の肩に乗っているコッペは、辺りを見回した。白い花しかない。種類はわからないが、空調で軽く宙を舞う花びらがとても綺麗だと感じた。

　ここに降りるエレベーターに乗る前に、Ｐ子とは別れた。今、この広々とした花畑にいるのはコッペと首領だけ。

　首領が歩くたびに、機械のような音がする。一説によると、首領の鎧は重すぎるため、機械でその動きを補おぎなっているのだとか。

『あの時、Ｑ三郎は私が隠し事などしていないと言っていたな』

「しってるの？」

　あの時、首領はその場にいなかったはず。

『私は何でも知っている。この基地は私の身体のようなものだからな』

「すごーい」

『ところがだ。実は、秘密にしている部屋がひとつだけ、ある』

「……ひみつのへや？」

『そうだ』

「ここ？」

『いや、ここは違う』

　コッペを乗せたまま首領は石碑に近づく。そのうちに、石碑に書かれてある文字がよく見えるようになった。

　人の名前だ。数え切れないほどの名前が、石碑の表面全てにびっしりと書かれている。

『ここは、ブラック・ブリッツの墓場だ。ヒーローとの戦いで命を落とした戦闘員や怪人。その全てがこの下に眠っている』

　首領は石碑の前まで辿たどり着つくと、コッペを降ろし、静かに頭を下げた。

『…………』

　コッペもお墓での作法は知っている。両手を合わせて、じっと黙もく禱とうした。こうすることの意味はまだ良くわかっていないが、こうすると誰かが喜ぶと教わっている。

　ちらりと首領の顔を見るコッペ。もちろん鎧を着ているため表情などわからないはずだったが、コッペにはその顔がとても悲しそうに見えた。

　そんな首領を見ていると、コッペまで悲しくなってきそうだ。

『さあ、行くぞ。今度こそ本当の秘密の部屋だ』

「うん」

　身体を起こした首領の声は、やっぱりいつもの無機質なものだった。感情に乏とぼしい声だったが、コッペはその声が一番安心できた。

　石碑の脇を通り過ぎ、大きな花畑の端――壁まで歩く。そして、壁かべ際ぎわに生えている花を一輪摘つんだ。

『ここだ』

　首領が壁に手をあてると、触れた部分から壁が開いていく。

　隠し扉だったのだ。

「すごーい！」

　隠し扉の中は、小さな部屋だった。さっきのトイレの中と変わりない。ただ、中央に小さなプレートが置かれてあった。やはり名前が書かれてある。

「ここ、どこ？」

『ここは……』

　首領は周囲を見回した。数枚の写真が飾かざられてある。

『ここは、ヒーローの墓場だ』

「ひーろー……？」

『そうだ、我々の敵だ』

　首領は摘んだ花をプレートの前に置いた。そして、膝ひざをついて黙もく禱とうする。コッペもおぼつかない足取りで首領のあとを追い、プレートの前で手を合わせた。

　部屋に飾られてある写真は、みな正義感に溢あふれる男達だった。新聞などに載っていた写真を切り抜いたものらしい。

『彼らは勇ゆう敢かんな戦士だった。デイストーンを守るために戦って死んだ。立場は違えど、我々と志こころざしは同じだった。だから敬意を払ってここに埋まい葬そうする』













「……あっちじゃ、だめなの？」

　コッペは大きな石碑が建っていた方を指さす。

『あちらでは、士気に関かかわるからな』

「こっぺ、よく、わかんない……」

『そうか』

　機械音と共に立ち上がる首領。

　片手でコッペを抱き、また肩に乗せる。

『それでいい。おまえは――どちらでもないのだからな』

　プレートに背を向け、もと来た道を戻る首領。壁に手をあてて花畑への扉を開くと、一瞬だけ視界が白く染まった。

　白い花が照明の光を照り返し、まぶしく輝かがやいていた。

「きれーい」

　思わず微笑ほほえんでしまうコッペに、

『綺麗だな。願わくば、世界もこうあらんことを』

　しっかりとうなずく首領だった。


おわり　　










　あとがき　弐




　俺のあとがきはさっきで終わりだと思った方。またお会いしましたね、どうもこんばんは。田口仙年堂でございます。

　コッペの短編、いかがでしたでしょうか。こんな風にコッペは毎日、悪の組そ織しきで楽しんでおります。みなさんもコッペを可か愛わいがってやってください。

　と、こんな風に書くと、あとがきから読み始めるタイプの人は「あれ、これってコッペだっけ!?」と表紙を見返すかもしれませんが、これはガーゴイルなので安心してください。




　えーと、ラジオの話の続き。

　俺の出番が来る前にパーソナリティの清し水みず愛あいさんと笹ささ島じまかほるさんが「さぁ、このあとは田口仙年堂先生の一人ひとり喋しやべりコーナーです！　一体どんな話が出るんでしょうねー、楽しみですねー」などと、スタジオの外の俺を煽あおるために言っているようにしか聞こえない前フリをしてくれたおかげで、スタジオに入った俺はすでに前後不覚。

　逃げ出したい気持ちは山々なのだが、俺の中の芸げい人にん魂だましいが「逃げたら一生チキン野郎と呼ばれるぞ！」と警けい告こくしている……ここは全力で挑いどむしか。




　えー、現在、このあとがきを書きながら件くだんのインターネットラジオを聴いております。「らぶフェロ」です。前半部分は「ああ、こんな会話してたわ～」とうんうん頷うなずいていましたが、後半でとうとう俺のコーナーが……。

　あー、あー、あー、あー、あー！　何喋しやべってんじゃ、俺―！

　頭中の髪かみの毛けをむしって外の犬に食わせて奇声を上げながらその辺を走り回って警けい察さつに取り囲まれて「それでも地球は植わっている！」と主張したくなるときってありませんか？　あ、ないですか。そうですか……。これがアニメの放送終了まで続くのか――。

　次こそは、ちゃんと喋るぞー（やる気）！

　恒例のお礼コーナー！

　今回は上下巻ということでいろいろ無理を聞いて頂いて感謝しております、担当Ｍ女史。身体からだには気をつけて……あと時間にも気をつけて……。

　イラスト日向悠二さん。Ｍ女史も同様だが、俺がラジオで四し苦く八はつ苦くしている時に外で笑っていた姿は、どこかデジャヴのようなモノを感じました。次回の収録は是非ぜひご一緒に。化け物に変身して森へ逃げたくなる気持ちが味わえますよ。

　そして同じくコッペのイラストはしもとしんさん。あなたは↑の方々のようにならないでください……いつもいつもカワイイコッペをありがとうございます！

　アニメの制作に関わる全ての皆様。もうすぐ放映開始です。楽しみを通りこして緊きん張ちようしております。これからもがんばってください！

　さ～て、来月のガーゴイルは？

　すでに告知した通り、ガーゴイルの過去の物語に決着がつきます。

　と、予告しておいて全然関係ない話になったら、どんだけ苦情が来るんだろうか……。

　ちょっとやってみたい気も……いや、やりませんよ！

　では、また来月！　アニメもよろしく！


田口　仙年堂　　
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